
        
            
                
            
        

    





































サイコメ

4 殺人忌と裏盆会を




著者　水城水城

イラスト　生煮え











電子版　ファミ通文庫





本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。




本作品は、底本の表現や演出を考慮して本文縦組で制作しております。また一部のページを改変しております。ごらんになるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。















　　目次




開　幕　Introduction

第一幕　血塗られた籠　Blood Stain Cage

第二幕　手折られた翼　Fear,and Loathing For Loss

第三幕　錆び朽ちた爪　Scarlet Scared The Sky

閉　幕　Outroduction

裏・盂蘭盆会　Secret Track

あとがき　Master of Ceremonies






[image: ]






　夏休みまで一週間を切った、学期末の月曜日。

　その日《プルガトリウム更こう生せい学がく院いん》旧きゆう校こう舎しやの昇しよう降こう口ぐちは、朝一番から多くの生徒でにぎわっていた。刑けい務む作さ業ぎようでたっぷりかいた汗の匂においが充じゆう満まんしている。

「……いよいよ、か」

　運動靴から上うわ履ばきに履はき替かえながら、京きよう輔すけはごくりと生つばを呑のんだ。暑さや運動のせいばかりではない汗が、背筋を伝つたい落ちていく。

「大丈夫だよ、お兄ちゃん！　心配しないで」

「お、おう……そうだよな。やれることはやったし、大丈夫だよな？」

　最愛の妹――綾あや花かに勇気づけられた京輔は、覚かく悟ごを決めて歩き始めた。下駄箱の先、皆みんなが群むらがる掲けい示じ板ばんへと足を進める。

　そこには現在、板面を覆おおい隠かくすほど大きな紙が一枚、でかでかと貼り出されていた。否いやが応おうにも緊きん張ちようが高まる。

「あっ。京輔くん、綾花ちゃん！」

　京輔たちに気づいた最後列の女子生徒が振ふり返り、亜あ麻ま色いろの目を丸くした。胸の前で祈るように手を組みあわせている彼女に、京輔は「おう」と手をあげて、

「おはよう、舞まい那な」

「お、おはようございまちゅ……あうあう」

「「…………？」」

　何やら歯切れの悪い舞那に、綾花と顔を見あわせる。

「どうしたんですか、あっちゃん。結果がイマイチだったとか？」

「い、いえ！　わたしの場合はよくも悪くもなかったというか、むしろわたしにしてはかなりいい方で、頑がん張ばったと思うんですけど――」

　言いづらそうに口をつぐんで、舞那が左ひだり隣どなりを見やった。舞那の視線を追った京輔たちは、そろって動きを止めてしまう。

「……ふっ……ふふ……ふふふふふ……」

　紙面を見あげたまま真まっ白しろに燃もえ尽つき、立ち尽くしている女子生徒。

　虚うつろな瞳ひとみで乾かわいた笑いを漏もらし続ける彼女の足元には、取り落とされた学生カバンが転ころがっていた。




「鋭えい利り、鋭利っ！　戻ってくるんだ、鋭利いいいぃ！」




　茫ぼう然ぜん自じ失しつの女子生徒――鋭利の肩を反対側から揺ゆさぶっているのは、今日も今日とて黒いガスマスクを被かぶった煉れん子こだ。しかし、鋭利は反応しない。

　にへらにへらと締しまりのない笑みを浮かべて、されるがままになっている。いつもの超ちよう然ぜんとした雰ふん囲い気きは、跡あと形かたもなく消し飛んでいた。

　綾花が「ひ、ひどい……」と両手で口元を覆い、舞那が「鋭利ちゃあん……」と声をつまらせ、煉子が「うわあああぁん！」と泣きつく。

　見るも無む惨ざんに変わり果ててしまった鋭利の姿に、京輔は嫌いやな予感を覚えた。

「おいおい。まさかとは思うけど、コイツ――」

「うう。なんで……なんでだよぉ、鋭利！　私があんなにたくさん教えてあげたのに、どうして……どうしてこんな結果になっちゃうんだよおおおぉ!?」

　慟どう哭こくする煉子から視線を外はずし、深呼吸。

　京輔は、この悲劇を引き起こしたであろう原因――掲示板へと目を向ける。

　そこには一週間前行われた《期末テスト》の結果が発表されていた。












「お、六位とか頑張ったじゃん！　三位以内は無理だったけど」

「あれ……えっ、三位？　噓うそおおおぉ!?」

　予想以上の好成績と悪成績に、それぞれ驚く。対照的な反応をした兄妹はほどなく、同じ箇か所しよに目を奪うばわれた。

「ていうか、一位……すげぇな。一○○○点満点とかアタマおかしいだろ」

「煉子さん、すごーい！　お兄ちゃんのお嫁よめさんなだけありますっ！」

「嫁じゃねーから」

「フシュー」

「それに比べて…………」

「――――――――」

　綾花のジト目を受けた鋭利は、空くう虚きよな瞳で自分の成績を見ている。

　三十三人中三十二位。十教科で合計三○五点。

　点数の下に書かれた『死』という文字は、赤点の数だ。

「はわわ。ど、どどどど、どうなっちゃうんでしょう、鋭利ちゃん……？」

　真ん中辺あたりの順位を取った舞那が、不安そうに言った。

　期末テストが行われる前、担任教師が口にしていた言葉によると、




『赤く染そまるのが答案用紙だけで済すむとは思うなよ』




　……とのことだが、平気だろうか。

　プルガトリウム更生学院は、殺人犯の生徒が通う常識外はずれの学校だ。

　やると言ったらどんなことでもやるだろうし、殺やる――大量の赤点を取ってしまった鋭利が血祭りにあげられるのは、ほぼ確実と思われた。

「え、鋭利――」

「ごめん」

　たまらず声をかけようとしたとき、鋭利が謝る。

　ようやく虚きよ脱だつ状態から復帰した鋭利は、京輔たちを見回して、

「ごめんね……どうやら、あたしはここで終わりみたい。今までありがとう。入学してから四ヶ月しか経たってないけど、まぁまぁ楽しかったわ。あんたたちと一緒に過すごせてよかった。本当にありがとう。そして、さようなら……あたしの分もしっかり生きて、無事に卒業するのよ？　草くさ葉ばの陰かげから応援してるわ」

　全てをあきらめるように微わ笑らった。

「「「……………………」」」

　その笑顔が痛ましすぎて、誰だれも反応することができない。

「――さて、と」

　抱きついたまま固まる煉子を優しくほどき、鋭利が学生カバンを拾ひろった。

　不自然なほど清すが々すがしい声で、




「こんなところに突つっ立たってても仕方がないし、さっさと教室に行きましょう？　残り少ない時間を満まん喫きつしなくっちゃ！　夏休みが来る前に、楽しい思い出作りをしておきたいの……補習が始まっちゃったらたぶん、死にたくなるほど辛つらい出来事しかないと思うから！　アハッ……アハハハハハハ……アハハハハハハハハハ！」




　狂笑をほとばしらせる。赤あか錆さび色いろの双そう眸ぼうに光は灯ともっていない。変わり果てた鋭利を正視できない京輔は、耐たえきれずに顔を背そむけた。

「……一人の犠ぎ牲せいも出さねぇって、約束したじゃねぇかよ！」

「鋭利さんが壊れた……」と綾花が戦せん慄りつし、「え、鋭利ちゃあん……」と舞那が涙るい腺せんを崩壊させる。煉子はその場にへたりこんでしまった。

「フンフンフ～ン♪」

　そんな京輔たちを後に残して、鋭利が独ひとり教室へ向かう。鼻歌を唄うたい、スキップしながら遠ざかっていく背中に、かける言葉が見つからなかった。





×　×　×






　――放課後。

　人ひと気けの少ない教室で、京輔たちは鋭利を憂うれえていた。

「無事に還かえってこれるのかな、アイツ……」

　鉄てつ格ごう子しに切り取られた空を見あげ、呟つぶやく。あの後――授業のたびに返へん却きやくされるテストを受け取る鋭利は、終しゆう始し朗ほがらかだった。

　道徳以外、全て赤点。モヒカンに次ぐ悪成績を残した鋭利に、担任教師である久く瑠る宮みやは『バカ』『アホ』『ボケ』『カス』『一年Ａ組の恥はじ』『貧乳』『アタマも胸も小学生並み』『胸はＡＡＡトリプルエーだが成績はＦ』『死にさらせ！』など、罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴あびせかけたが、鋭利はニコニコ。その薄うす気き味み悪わるさたるや、あの久瑠宮が口をつぐんで、午前中の授業が終わる頃には何も言わなくなってしまったほどである。

　しかし、当然そのまま見逃されるはずもなく……。

『――紅羽鋭利。貴様、ちょっと来い！』

　五時間目の授業が終わるのと同時、鋭利は久瑠宮に首根っこをつかまれ、職員室まで強制連行されてしまった。

　あれから一時間ほど経つが、まだ戻ってきていない。

　連れて行かれた鋭利の安否を思うと、いてもたってもいられなかった。教室内をうろうろする京輔に、煉子が「シュコー……」と溜ため息いきをこぼす。

「まぁまぁ。落ち着こうよ、京輔」

「そうそう。落ち着こうよ、お兄ちゃん」

　声をそろえて口にする二人は、何事かを熱心に相談していた。綾花が椅い子すを反対向きにして後ろの煉子と顔を突きあわせながら、ノートにペンを走らせる。

「ショッピング、カラオケ、遊園地、水族館、動物園、ゲームセンター、メイド喫きつ茶さ、バーベキュー、映画館、美術館、夏祭り、海水浴場、同人誌即売会、ガスマスク展……他にどこか行きたいところあります、煉子さん？」

「そうだなぁ、う～ん……あっ、夏フェス行きたい！　サマパニ！　なんでも、今年は色んなフェスの出演者に名前を連ねておきながら、全部ドタキャンしてきた正体不明のアーティスト《アンドAND・モアMORE》が、ついにベールを脱ぬぐらしいんだ」

「ええっ、本当ですか!?　けど、もうチケット売り切れてるんじゃないです？」

「心配ないよ、綾花ちゃん。私は関係者だからね」

「関係者!?　もしかして、あなたは……」

「フシュー。そうさ。何を隠そう、私は《ＧＭＫ48》の――」

「ダフ屋さん!?」

「違う！」

「…………お前ら、さっきから何話してんだ？」

「夏休みのスケジュールだよ、お兄ちゃん」

「デートプランを話しあっているのさ」

「デートぉ!?」

　声が裏返ってしまった。

　舞那も「ふえええぇ!?」と椅子から転ころげ落ちかける。

「うん。綾花と煉子さん、学年で三位以内に入ったから、仮釈放が認められるじゃん？　で、せっかくだから一緒にどこか出かけましょうっていう話になって――」

「その行き先を決めているんだよ。休みは一週間くらいあるから、たくさん予定を入れられるしね。色んなところに行き放題さ！」

「うんうんっ！　お兄ちゃんがいないのは残念だけど……煉子さんと二人でデートするのも楽しそうです。えへへ。夏休みが待ち遠しいなぁ～」

「待ち遠しいねぇ～。早く来い来い、夏休み！」

「待てやコラ」

　二人が向きあう机の上に、バァン！　と叩きつけられる手の平。

「そんなの、許きよ可かした覚えはねぇぞ？」

「「えっ」」

　綾花と煉子が京輔を見る。

「なんでわざわざ許可を取らなきゃいけないの？」

「そうだよ。許可を出すのは学院だろう？　君じゃない」

「えっ」

　予期せぬ反撃を受け、京輔はひるんだ。

　そこへラッシュが叩きこまれる。

「綾花にお兄ちゃん離れをしてほしいんでしょ？　なら、まずお兄ちゃんが綾花離れをしなくっちゃダメじゃん！」

「シスコンなのは知っているけど、干かん渉しようしすぎじゃないのかな。君のそういう行動が、綾花ちゃんの世界を狭せばめてしまっているんだよ？」

「いや、あの――」

「まさかお兄ちゃん、煉子さんのことが信用できないわけじゃないよね？　綾花と二人きりにするのが心配だとか。今さらそんなこと言わないよねぇ？」

「フシュー。やだなぁ、綾花ちゃん……君に『皆と仲良くなってほしい』と思っている京輔が、そんな自分勝手なことを言うわけないだろう？」

「うっ――」

　痛いところを指し摘てきされ、京輔の視線が泳いだ。

　苦しまぎれに言い返す。

「け、けど……アレだ。鋭利が大変なときに、お前らだけ浮かれてるのも不ふ謹きん慎しんだろ。アイツのことが心配じゃねぇのか？」

「心配だけどさ、どうしようもないじゃん。赤点取ったの、鋭利さんだし」

「うんうん。自業自得だよ！　赤点取ったからって、殺されたりはしないと思うしね。君も舞那も心配しすぎ。鋭利がいっぱいいっぱいな分、私たちが余よ裕ゆうを持っててあげなくちゃ。――てことで、どこ行く？」

「……だめだこりゃ」

　煉子も綾花も、仮かり釈しやく放ほうデートで頭がいっぱいらしい。

　信頼しているとはいえ、煉子は筋すじ金がね入りの大量殺戮犯マスマーダーだ。そんな相手と妹を自分の目が届かないところで一週間も二人きりにするのは、さすがに抵抗があった。

　鋭利の他にも心配事が増え、京輔はげんなりとする。

　仮釈放には保ほ護ご観かん察さつもつくはずだから、大事には至いたらないと思うが……。




「あっ!?」




　そのとき、舞那がガタンッと席を立った。

　教室前方のドアが開いて、一人の生徒が入ってきたのだ。

「鋭利、大丈夫だったか!?」

「鋭利ちゃあああぁん！　お怪け我がはありませ――ずこおおおおおおぉ!?」

「きゃあっ!?」

　駆かけ寄よるときにすっ転ころび、タックルしてきた舞那を鋭利が避さける。

　廊ろう下かで、ゴツンッ！　と派手な衝しよう突とつ音おんがした。

「え、ええ……大丈夫だけど。舞那の方こそ、大丈夫？」

「はうぅ～。ちゅ、ちゅみまちぇん……」

　ぶつけた頭を押さえる舞那に、鋭利が呆あきれる。

　その様子はいつも通りで、例の不自然な明るさはない。久瑠宮による調教の痕あとも見られず五体満足だった。

　舞那に続いて走り寄り、京輔も安否を気き遣づかう。

「おい、鋭利。久瑠宮の奴に、その……何かされなかったか？」

「別に。ただ――」

　鋭利は京輔たちから目を逸そらして、




「補習と追試が免除されたわ」




「「「「…………え？」」」」

　しれっと告つげられた言葉に、皆の声が重なった。煉子と綾花も話しあいを止やめ、鋭利を見やる。

　なぜか不ふ機き嫌げんそうな横顔に京輔は尋たずねた。

「免めん除じよされたって……マジかよ？」

「うん。夏休みの補習と追試、あたしは受けなくてもいいって……代わりに大量の宿題が出されるみたいだけど」

「へぇ、よかったじゃん。最悪の結果は回かい避ひされたな！」

「はわぁ～。あ、安心しました……おめでとうございます、鋭利ちゃんっ！」

「う～ん。喜ばしいけど、珍しいよね。久瑠宮さんがあっさり許してくれるなんてさ」

「イタすぎて同情でもされたんじゃないです？　もしくはカラダを売ったとか」

「……ハァ？　んなわけないでしょ」

　鋭利が半眼を向けた。

　京輔たちを睥へい睨げいすると、髪をかきあげて、




「実家に呼び出されたのよ」




　――忌いま々いましげに吐き捨てた。

　京輔と舞那、煉子が「「「えっ!?」」」と声をそろえる。

「実家って……例の実家か？　勘かん当どうされてるんじゃねぇのかよ」

「だと思ってたけど。久瑠宮が言うには、今までもちょくちょくあたしの様子を訊きいてたみたい……サイアクだわ。補習の方がまだマシよ」

「はわわ。呼び出されたっていうことは、何か用事があるんですよね？」

「うん。『あたしの顔を見たい』らしいんだけど、どうだか……怪あやしいものね。学院に圧あつ力りよくかけてまで、わざわざ呼び戻すんだもの」

「……鋭利さんの家って、何か危あぶないところなんです？　ヤクザとか」

　この中で唯ゆい一いつ、鋭利の事情を知らない綾花が首を傾かたむけた。

　鋭利は「違うわよ」と苦笑して、

「あたしの実家は先祖代々、人殺し――暗殺を生業にしてる家なの。ヤクザの方がまだマシね。身内は全員《暗殺者アサシン》で、殺人に手を染そめてるわ」

「えっ!?　何ですかそれ、怖いんですけど……」

　秘密を知らされた綾花が怯おびえ、身を引く。

　煉子が「フシュー」と笑った。

「心配ないよ、綾花ちゃん。鋭利は殺せないからね。君や京輔と同じで殺した数はゼロなんだ。表向きには六人殺したことになっているけど」

「ええっ!?　そ、そうなんですか……？」

　綾花が鋭利をまじまじ見つめた。「綾花たちと同じ……」と呟つぶやいた後、「……せっかくおそろいだったのに！」とほっぺをふくらます。

　鋭利が小さく肩をすくめた。

「……まぁ、そういうことだから。夏休みで実家に帰ってる間、あたしは補習を受けられないわけ。それから、もう一つ――」

　次の瞬間、鋭利の声色が変わる。

　刃物のように鋭い赤錆色の瞳は、京輔を貫つらぬいていた。

　――そして、言う。




「あたしの他にも、お呼び出しがかかってるのよ……京輔。あんたにね」





















　プルガトリウム更こう生せい学がく院いんの夏休みは、八月十二日から十九日までの一週間。

　十日と十一日は週末だから、九日間の連休になる。

　京きよう輔すけたちは金曜日まで授業を受けた後、土日を学院で過ごし、月曜日の朝早くに学院を出しゆつ立たつ。護ご送そう車しやで島の端まで移動してから先は、長い船旅だった。

　小さなフェリーで波に揺られること、半日以上。一泊してから着いた日本本土を再び護送車で移動する。その車内――。

「…………ハァ」

　鋭えい利りが溜ため息いきを吐ついた。何回目だろう。すでに百回近く吐いている気がする。

　学院を出てからというもの、鋭利はひどく憂ゆう鬱うつそうだった。

「お前、そんなに帰省するのが嫌なのか？」

「嫌だけど。見ればわかるでしょ……死ねばいい」

　背もたれにぐったり身体からだを預あずけ、

「……本当サイテー。色んな意味で」

「色んな意味？」

「そうよ。実家に帰るだけでも嫌なのに、余よ計けいなおまけがついてるし」

「よ、余計なおまけって……」

「ひどいよ、鋭利が心配だからついてきたのに！　シュコーッ！」

「そうですそうです、ひどいです！　予定をキャンセルしてまでついてきたんですよ!?　そこはお礼を言うところですよね？　ツンデレですか」

　鋭利の言葉に抗こう議ぎを示しめしたのは、本来デートでキャッキャウフフしているはずの煉れん子こと綾あや花かだ。京輔たちの正面、向かいあわせの座席に並んで腰こしかけている。

　鋭利が「……ハァ」と額ひたいを押さえた。

「とかなんとか言っといて、あたしと京輔を二人きりにしたくないから無理やりついてきたんでしょ。見え見えなのよ、あんたたち」

「あっ……もしかして、表情に出てた？」

「もぉー。しっかりしてください、煉子さん。バレちゃったじゃないですか」

「いや、ガスマスクで顔すら見えてねぇから」

　――ツッコんでくれ、妹よ。

　例の一件以来、どうも煉子になつきすぎているような気がする。

『暗殺者アサシンの家』という異い常じよう極きわまりない場所へ向かっているにもかかわらず、煉子と綾花はハイテンションで、わいわい盛もりあがっていた。

　二人は学院外に出られる仮かり釈しやく放ほうを利用して、呼ばれてもない鋭利の実家についてきたのだ。綾花を危険な目に遭あわせたくない京輔は、強く反対したのだが……。

『綾花のこと置いてっちゃうの、お兄ちゃん？』

　などと上うわ目め遣づかいでうるうるされたら、承しよう諾だくせざるを得なかった。

　それに――。

「皆さん、あと二・三時間で着きますよ？　その前に一回コンビニに寄るので、希望があったら言ってください。お昼ごはんです」

　鉄てつ格ごう子しを隔へだてた運転席から、話しかけてくる男性。プルガトリウム更生学院一年Ｂ組の担任にして、京輔たちの保ほ護ご観かん察さつ官かんを務つとめる毒ぶす島じま霧きり都とだ。

　久く瑠る宮みやと同じく超一流の殺し屋である《毒物使い》が同どう伴はんしていることもあり、多少は安心できるだろうと思っていた。

　毒島の発言を聞いた綾花が「コンビニ！」と目を輝かがやかす。

「ようやく残ざん飯ぱんだらけのただれた食生活から解放されるんですね!?」

　昨日の昼食と夕食、今日の朝食は《残飯弁当》（消費期限切れ）だった。普ふ段だんマトモな食べ物を口にできない京輔たちには、コンビニ弁当すらご馳ち走そうなのだ。

　車内がにわかに活かつ気きづき、次々と注文の声があがる。

「オレは塩だれカルビ弁当がいいです！」

「綾花は一番高いお弁当！」

「私は十秒チャージで二時間キープできるやつ！」

「……いつもと変わらないじゃない」

「うん？　ああ、それもそうだね。じゃあ、メロンパン！」

「食えねぇだろーが」

「シュコー……」

「神かみ谷やくんはカルビ弁当、神谷さんは一番高い弁当、氷ひ河かわさんはゼリー飲料、ですね？　わかりました。紅あか羽ばねさんはどうします？」

「別に。なんでもいいわ」

「そうですか。なら、俺のセンスで選んじゃいますね」

「ぶ、毒島先生のセンス……」

　綾花が微妙な顔をして毒島を見つめた。

　毒島はいつものくたびれたスーツではなく、私服――毒々しい色彩のアロハシャツを着ている。目にはサングラスをかけ、頭には麦わら帽子ストローハツトを乗せていた。

　綾花の視線に気づいた毒島が、怪け訝げんそうに訊きく。

「俺のセンスがどうかしたんですか？　あっ……もしかして、俺が選んだ君たちの服、あんまりお気に召めさない感じですかね？」

「……ん」

　綾花が返答に窮きゆうした。その服装は、淡あわい紫むらさきを基調とした花がらのワンピースに透すけ感のある白いカーディガン、駱駝色キヤメルのグラディエーターサンダル。

「正直、お気に召さなくもない感じです。でも――」

「悪くないから逆にキモいのよ」

　煮えきらない綾花の言葉を継ついで、鋭利がしれっとののしる。

「……しかも、何コレ？　新手のセクハラじゃない」












　着ている服の裾すそをつまんで、鋭利が顔をしかめた。綾花と同じく私服姿の鋭利は、肩まで開いたＴシャツに、超ミニ丈たけのホットパンツという出いでたちだ。

　毒島が「あー……」と無ぶ精しようひげをなでる。

「いや、違うんですよ。そういうのじゃないんですってば。紅羽さんは美脚でしょ？　それを最大限生かすコーディネートにしたといいますか。下半身の露出が多めなので、バランスを取るため上半身にも露出を加くわえたんですよ！　神谷さんは、名前に『花』という字が入っているので、そのモチーフを取り入れながら――」

「「キモい」」

　鋭利と綾花の声が綺き麗れいに重なった。

「キモい!?」とショックを受ける毒島をにらんで、

「なんでそこまで考えてるのよ、キモい……冴さえない中年オヤジのくせに。なんなの？　スタイリストなの？　そのくせ普段のスーツはヨレヨレだし、キモい！」

「綾花たちにあう服をアレコレ妄想しながら、カタログとにらめっこしてる場面を想像したらゾクッとしました、キモい……綾花の服も鋭利さんの服も、サイズまでピッタリなのがまたキモいです。どれだけ真ま面じ目めに選んでるんですか、キモい！」

「えええぇ……」

　キモいキモいと連呼され、毒島が泣きそうになる。

　その反応がまたキモかった。

「そ、そこまでボロクソ言わなくってもよくないですか？　丸一日使って考えたのに、ひどい……大体、似あってるんならいいじゃないですか。女の子は可か愛わいく、綺麗にあるべきですよ！　神谷くんもそう思いますよね？」

「へ？　あ、はい……」

　話を振られて困こまる京輔は、シンプルなポロシャツにジーンズ。

　女性陣とは打って変わって地味である。毒島が『男はコレでいいや』と適当に選んだのが丸わかりだった。――しかし、

「そうですね。グッジョブだと思います、毒島先生！」

「……京輔？」

「……お兄ちゃん？」

　鋭利と綾花のジト目を見返し、京輔は言う。

「だって、お前らの服いい感じじゃん？　鋭利はすげぇ綺麗だし、綾花は可愛い。二人ともよく似あってるから、目の保養になるんだよ」

　瞬間、二人の頰ほおに朱しゆがさした。

「なっ……き、綺麗とかバカじゃない？　鼻の下伸ばしてんじゃないわよ、ドスケベ！　あんたもキモい！　何言ってんの!?」

　露出している部分を隠すようにしてうろたえる鋭利と、

「えへへ。ありがと、お兄ちゃんっ！　お兄ちゃんがそう言ってくれたら、気持ち悪さも消し飛ぶよ！」

　満面の笑みで喜ぶ綾花。

「……二人とも、俺のときとはえらい違いですねぇ。慣れてますけど」

　毒島が陰いん鬱うつとして運転に戻る。

　そのとき、事態を静観していた煉子が「はいはいはーい！」と立ちあがり、

「質問質問っ！　私の服はどうだい、京輔？」

「ん？　ああ――」

　問われ、煉子に視線を向けた。

　皆と違って自分の服を持っている煉子は、毒島コーディネートではない。

　上半身はタンクトップ一枚。だが、両腕にびっしり刻きざまれたトライバル・タトゥーと革ベルトのチョーカー、豊かすぎる胸のおかげでインパクトは十分だ。

　下半身はダメージ加工のジーンズで、腰にはパーカーを巻きつけている。

「うん。まぁ、いいんじゃね？」

「それだけ？」

「おう」

「……………………」

　煉子がモデル立ちをやめた。

　無言で腰かけ、綾花の裾を引く。

「ねぇねぇ。京輔がつれないんだけど」

「そ、そうですね。どうしたのかな、お兄ちゃん？」

　背そむけた頰に視線を感じるも、京輔は無視。

　胸中には、ある想いがあった。

（ああ、クソッ……ダメだ、意識しちまう。なんでだよ……）

　歯がみしながら思い出す。

　先日プルガトリウム更生学院で起きた、一つの事件。

　煉子たち特定の女子生徒に嫉しつ妬とした綾花が、職員室から盗み出した――ことになっている――猟りよう銃じゆうで、彼女たちを殺そうとしたのだ。

　その際、暴走する綾花を止めてくれたのが煉子だった。

　結果、綾花は煉子を気に入り、京輔との仲を進しん展てんさせようとしている。

　――そこまではいい。よかったのだが、

（なんでアイツを見ると、オレ……こんなに落ち着かねぇんだろ）

　以来、京輔の中で煉子に対する『何か』が変わった。

　具体的になんなのかはよくわからなかったが、とにかく落ち着かないのだ。

　言葉、仕し草ぐさ、行動、容姿――煉子のことがいちいち気になってしまい、ソワソワしてしまう。それが気持ち悪い。気持ち悪いのに心地よかった。

　相反した感情に戸と惑まどいながらも……。

（両想いになったら、殺されちまうんだ。しっかりしろよ、神谷京輔！）

　実は、薄々感づいている。自分が、人殺しのため造り出された《殺害機関マーダー・メイド》――氷河煉子に本気で惹ひかれ始めていることに。

　それをなんとか否定したくて、京輔は両頰を叩いた。





×　×　×






「着きましたよ、皆さん。降りてください」

　途と中ちゆうでコンビニに寄り、走り続けること二時間と少し――ガチャンッという物々しい解かい錠じようの音をたて、護送車後部のドアが開かれた。

　まぶしい陽ひ射ざしと蝉せみの鳴き声、潮しお騒さいにも似た葉は擦ずれの音が飛びこんでくる。

「わぁ～い、外だぁ！」

「シャバの空気は美お味いしいねぇ！」

　ドアが開くなり飛び出す綾花と煉子に続いて、京輔も車外へ出た。涼すずやかなそよ風が吹き、火ほ照てった肌を冷ましてくれる。

　伸びをしながら夏空を仰あおげば、陽光を受けて輝く竹の葉が見えた。

「どこだ、ここ……」

　護送車の窓にはスモークフィルムと鉄格子がつけられているため、どこをどう移動してきたのか定かではなく、現在地もわからない。

「……山？」

　とりあえず周囲を見回してみると、







　――すぐさま『それ』が視界に飛びこんでくる。




「なんだ、こりゃ？」

「神社の門みたいだけど……」

「すごく……大きいです」

　棒立ちになる煉子と綾花の横に並んで、京輔も『それ』を見あげた。

　鬱うつ蒼そうとした竹林の中、異物のようにそびえる瓦かわら屋や根ねの門。

　観音開きの扉は木造で、優に十メートルはある。金具には細かい装飾がほどこされており、浮かんだ錆さびや生えた苔こけ、染しみついた汚れの数々が、深い歴史を感じさせた。

　それら全てがことごとく紅い。

　屋根にふかれた瓦も、精せい緻ちな意い匠しようの金具も、経けい年ねん劣れつ化かした扉も全部、赤一色に染めあげられている。鮮血でも塗ぬりたくったかのように……。

「……フンッ。相変わらず悪あく趣しゆ味みな門だわ」

　言葉を失う京輔たちの後ろで、鋭利が吐き捨てた。

　京輔は信じられない思いで尋たずねる。

「なぁ、鋭利。ここがお前の実家……なのか？」

「……残念ながらね。表札はないけど。アレ、ウチの家か紋もんだから」

　鋭利が指さしているのは、左右の扉に一つずつある丸い装飾だった。一羽の鳥が翼を折りたたんでいる定じよう紋もんで、羽根の一つ一つが刀のように研とぎ澄すまされている。

　しれっとなされた説明に、煉子と綾花が歓声をあげた。

「すごいよ、すごい！　君はお嬢さまだったんだね、鋭利!?」

「中はどうなってるんですか、これ!?　家ってレベルじゃなさそうですけど！」

「……別に。大したものじゃないわよ」

「フシュー。謙けん遜そんしちゃって、またまたぁ～」

「またまたぁ～。つつましいのは胸だけでいいです」

「ああもう、うるさい！」

　辟へき易えきする鋭利、興奮する煉子たちのところへ毒島が来る。

　サングラスを外して胸元にかけると、

「うわ、立派な正門ですね……どうやって入ればいいんでしょう？」

　辺あたりに首をめぐらせた。

　固かたく閉ざされた門もん戸こ、左右に連なる高い石いし垣がきには果てがなく、竹林の彼方かなたまで伸びている。インターホンの類たぐいも見み当あたらなかった。

「紅羽さん、わかります？」

　問われた鋭利は「……チッ」と舌打ちをして、

「そのうち勝手に開くでしょ。どうせ、とっくに気づかれてるんだし……騒さわがなくても迎え入れてくれるわ。黙だまって待ちなさい」

　ジロリと毒島をにらむ。

　毒島が「えっ」とたじろいだ。

「なんでそんなに刺とげ々とげしいんです!?　というか今さらですけど、教師には敬けい語ごを使いましょうね。久瑠宮先生には敬語で話してるのに、差別ですか？　イジメですか？　俺は心が広いですけどＭじゃないので、調子に乗ってると調教――」




　ぎいいいいいいィ……。




　毒島が瞳を光らせた、そのとき。きしんだ音をたて、扉が内側に開き始める。

　皆が一いつ斉せいに硬直し、開かれていく門を見つめた。

　まず飛びこんできたのは石畳。ゆるやかな坂道に、家の敷地内とは思えないほど長い階段が続いている。その外側には豊かな緑が広がっていた。

　そして――。




　長い、真っ赤な人々の列。




「「「「…………ッ!?」」」」

　京輔たちはもちろん、鋭利までもが息を呑む。

　階段の両端。石畳の上に、唐から紅くれないの和服をまとった老若男女が何十人と並び立ち、来客を出迎えていたのだ。全員そろって頭こうべを垂たれ、口をつぐんでいる。

　――静せい寂じやく。

　立ちすくむ京輔たちの眼前に、




「いらっしゃいませ」




　門の陰かげから突とつ如じよ、真っ白い能面が現れた。

「きゃあっ!?」「ひゃあっ!?」「うわあああぁ!?」

　綾花と煉子が驚いて飛びずさり、京輔も飛びあがる。

　見れば、素す顔がおを能のう面めんで覆おおい隠かくした女が一人、敷地の入り口にたたずんでいた。まるで乾かわいた血のような、赤あか茶ちや色いろの作さ務む衣えを着ている。

「紅羽へようこそ」

　感情のない茫ぼう洋ようとした声で、女が一同を出迎えた。

　反応できない京輔たちの代わりに、鋭利が「……チッ」と舌を打つ。

　バッグを肩に引っかけ、門をくぐると、

「……鬱うつ陶とうしい出迎えはいいから、さっさと家にあげなさい」

　不ふ愉ゆ快かいそうに言い放つ。

　女が身体の前で手をそろえ、恭うやうやしく頭を下げた。

「かしこまりました。おかえりなさいませ、鋭利さま」

「はいはい、ただいま」

　女のあいさつを面倒そうにあしらい、鋭利が後ろを振り返る。

　かつてないほど機嫌が悪そうな目つきで、

「何ぼさっと突つっ立たってんのよ、あんたたち？」

「……お、おう」

　急せかされ、京輔たちは恐おそる恐る紅羽家の門をくぐった。

「お邪魔しまーす……」

「ご、ごめんくださーい……」

「頼たのもおおおぉ！」

「氷河さん。ケンカを売らないでください」

「……フンッ」

　鼻を鳴らし、鋭利が前を向く。女は階段前に移動しており、京輔たちをいざなうように手を持ちあげていた。

「こちらへどうぞ」

　階段の両端に居並ぶ人々は、京輔たちが現れてからただの一度も、一人たりとも顔をあげない。口を開かない。微び動どうだにしない。

　女が階段に足をかけ、京輔たちが後に続いても同じ。

　紅あかい和服が連なる石段を、ビクビクしながら上っていく。

「ねぇ、お兄ちゃん。このヒトたち人間なのかな？　人形じゃない？」

「やめろよ、聞こえちまうだろ!?　失礼なこと言うんじゃ――」

「どれどれ……おや？　ちゃんと生きてるみたいだよ！　柔やわらかくって、温かいもん。しかもこの人おっぱい大きい！　京輔、君も触さわってみなよ。モミモミ……」

「何してんだ、バカ!?　その手を離せ！」

「クスクス。だけど、ちっとも反応しないよ？　おもしろーい！　せっかくだから綾花も手当たり次第に腹はらパンをしてストレス解消――」

「すんなあああぁ！　お前ら、命が惜おしくないのかよッ!?」

「……殺されればいい」

　シャレにならない一言だった。





×　×　×






　綾花と煉子を牽けん制せいしながらやっとのことで坂を上り終えると、平ひら屋や造づくりの立派な日本家屋が京輔たちを出迎えた。門と同じく瓦から壁まで、全て紅あか色いろ――一ひと際きわ大きな母おも屋やの向こうに、離れの屋や根ねがいくつも見える。

　広い庭には池があり、朱しゆ色いろの鯉こいが泳いでいた。所々に咲く花々も赤い。

　ただ、それら同じ赤でも微妙に色味が異ことなっており、自然の緑を背景にして不思議なコントラストを作り出している。

「おあがりください」

　能面の女にうながされつつ屋敷の中へ。

　庇ひさしのある縁側を歩いていくと、ほどなく大きな和室に通された。

　広さは十五畳くらい。上手には床とこの間まがあり、掛かけ軸じくと日本刀が飾られている。畳と御お香こうの匂いが混まざりあい、得も言われぬ薫かおりを漂ただよわせていた。

「こちらのお部屋で、お待ちくださいますよう」

　女が平へい伏ふくして部屋を去る。横一列に敷しかれた赤い座ざ布ぶ団とんに座り、京輔たちは雅みやびやかな客間を見回した。眼前には、同じく赤い座布団が一つ。

「す、すげぇな……時代劇のセットみたいだ。現実感がまるでねぇ」

「あの刀って、やっぱり本物なのかな？　触さわりたーい！」

「やめときなよ、綾花ちゃん。妖よう刀とうだったらどうするんだい？」

「実際、人を斬きったモノかもしれませんしね。いわくはついていそうです」

「……………………」

　女がいなくなったことで饒じよう舌ぜつになり、皆がアレコレしゃべる中、鋭利はむっつり押し黙っている。

　部屋から見える中庭で、鹿しし威おどしが音を鳴らした。

　――そのとき。




「ようこそ、おいでくださいました」




　しとやかな声が響く。

　退室した女の代わりに現れたのは、一人の若い女性だった。

「…………ッ!?」

　瞬間、鋭利の身体が強こわ張ばる。

　京輔たちも雑談を止め、女性の姿を凝視した。

　まず目を引くのは純白の髪。かんざしを用もちいて結ゆいあげられた白はく髪はつは、若々しい女性の外見に不ふ釣つりあいで、ひどく病的な印象を覚える。

　次いで、服装。紅い柄え長なが羽は織おりの下にまとっているのは、髪と同じく真っ白な喪も服ふく――あるいは死しに装しよう束ぞくにも見える、薄手の単衣ひとえだった。

　女性はゆっくり部屋へ入ってくると、座布団に腰を下ろして、




「お初にお目にかかります。妾わたしは《紅羽本家》二十九代当主――紅羽芙ふ蓉ようと申します。以後、お見知りおきを」




　一礼。鮮血が垂たらしこまれたような瞳で一同を見る。

　毒島が恐きよう縮しゆくしつつ頭を下げた。

「初めまして、どうも！　プルガトリウム更生学院で教師を務つとめております、毒島霧都です。当初は、俺じゃなく担任が直接うかがう予定でしたが……」

「聞き及およんでおります。なんでも、久瑠宮さまにしか御ぎよせない悍かん馬ばがいるとか」

「……はい。ほとほと困こまり果はててます、はい」

　悍馬とはモヒカンのことだろう。最初『これで奴の補習をしなくて済むぞ！』と歓喜していた久瑠宮だったが、話を聞きつけたモヒカンが駄だ々だをこねて大荒れ。

　その暴れっぷりはすさまじく、保護観察官はめでたく毒島へと変更された。そしたら今度は、久瑠宮がブチキレて――と、大変だったのである。

　具体的には旧校舎が半はん壊かいし、一年生から十三名の負傷者が出た。

「ふふ。お忙しい中、遠えん路ろはるばるお越こしくださり、ありがとうございました。紅羽を代表してお礼申しあげます。それから……」

　芙蓉が鋭利に目を向ける。柔やわらかく優しい声で、

「おかえりなさい、鋭利。久しぶりに顔が見られて嬉うれしいわ」

「――――――――」

　鋭利は唇くちびるを引ひき結むすんだまま、しばらく中庭をにらみ、

「……なんですか、あのお出迎え？」

　うめくように訊いた。

　すると、芙蓉はさも嬉しそうに答える。

「ああ。半年ぶりに帰ってくる貴女あなたのことを、皆で迎えてあげたかったのよ。だから、分家の人たちを呼び集めたの」

「……余よ計けいなことしないでください、お母さま」

「「「お母さまあああぁ!?」」」

　京輔たちの素すっ頓とん狂きような声があわさった。

　芙蓉は「ええ」とうなずいて、

「娘がお世話になっております。お会いできて嬉しいですわ。氷河煉子さん、神谷綾花さん……神谷京輔さん」

　芙蓉の瞳が京輔たちを順番に捉とらえる。

　名乗ってもない名前を呼ばれて、煉子が「シュコッ!?」とのけぞった。

「どうして、私たちの名前を……読どく心しん術じゆつかい!?」

「いいえ。事前にお聞きしているだけです、氷河さん。貴女がどういうかたなのかも、聞き及んでおりますよ？」

「……あ、はい」

　煉子のボケをさっくり斬り捨て、芙蓉が綾花へ視線を移す。

「貴女は兄想いの妹さんだと聞きました。ウチの子たちにも見習ってほしいものです。兄妹仲が円えん満まんなのは、喜ばしいことですからね」

「えへへ。ですです。綾花たち、世界で一番ラブラブなんですよ！」

　笑う綾花に微笑ほほえみ返して、芙蓉が京輔を見た。

　紅羽家の当主――鋭利の母と視線が絡からまり、緊張が走る。

　鮮血色の目がスッと細められた。

「そして、貴方あなたが京輔さんですね？　ふふふ。なるほど、なるほど――」

「……お母さま。なんで京輔を呼んだりしたんです？」

　アゴに手を添そえじっくり眺ながめる芙蓉に、鋭利が尋ねる。実の母に発するものとは思えないほど厳きびしい声だった。

「京輔一人を屋敷に招まねいて、どうするおつもりだったんですか？」

「やぁねぇ、鋭利……そんなの、決まってるじゃない」

　芙蓉の紅あかい唇は笑みの形を崩くずさない。

　京輔にチラリと一いち瞥べつをくれ、

「愛まな娘むすめが仲良くしている男の子がいる――なんて聞いたら、母としてやっぱり気になるでしょう？　ましてや、貴女は紅羽本家の長女。鋭利の伴はん侶りよを見定めるのはね、一族としても大切なことなの」

「…………ん」

　有う無むを言わせぬ芙蓉の言葉に、鋭利が黙る。

「だ、誰だれがあいつを伴侶に――」「ていうか、見み限かぎったんじゃなかったの？」「今さら、あたしのことなんて……」などとブツブツ呟いた後、




「とかなんとか言っておきながら、京輔を消すつもりじゃないんですか？」




　疑わしげに問いかけた。

　母を貫く娘の瞳には、あからさまな猜さい疑ぎがこめられている。

　一方、娘の視線を受け止めた芙蓉は「あのねぇ……」と苦笑して、

「お客さまは消すものではなく、もてなすものでしょう。物ぶつ騒そうなこと言わないでちょうだい？　お母さん、悲しいわ」

「……………………」

「よよよ」と袖そでで目元を隠す母に、鋭利がムスッとした。

　噓うそをついているようには見えないが、本音を口にしているようにも感じられない。

　つかみどころのない人だと京輔は思う。

　鹿威しの尻しりが石を打ち、小気味のいい音が響いた。

「もてなすと言えば、皆さま。本日はずいぶん暑いですから、喉のどが渇かわいていらっしゃるでしょう？　今、冷たい麦茶をお出しいたします。――神楽かぐら？」




「――はい、芙蓉さま」




　芙蓉の呼びかけに声が応こたえる。

　開け放たれた障しよう子じの陰かげから、一人の少女が姿を見せた。

「失礼します」

　声音と同様、透明感のある美少女だ。

　緋ひ色いろの和わ装しよう束ぞくに、うなじ辺りで結われた赤錆色の髪。髪と同じく赤錆色の瞳は切れ長で、まだ幼い顔に似あわぬ鋭い光をたたえている。

　凜りんとしたその容よう貌ぼうに、京輔たちのよく知る人物の風ふう采さいが重なった。

「…………ぁ」

　鋭利の口から惚ほうけるような声がこぼれる。

　少女――神楽は朱しゆ塗ぬりの盆ぼんを畳の上に置いて、礼。麦茶と氷がたっぷり入ったグラスを一つずつ配り始めた。

「どうぞ」「ありがとうございます」

「どうぞ」「あ、どうも……」

「どうぞ」「ありがとうございまーす」

「どうぞ」「わぁ、ありがとう！」

　毒島、京輔、綾花、煉子と手渡していき、最後。

「……どうぞ」

「うん、ありがと――」

　神楽が鋭利にグラスを差し出す。

　それを鋭利が受け取るや、

「死ね」

　目にも留まらぬ迅はやさで腕を振り、神楽が鋭利の喉のど元もとを薙ないだ。





×　×　×






　――キィン、という甲かん高だかい異音。

　鋭利のグラスが横真まっ二ぷたつに斬きれ、切断面から麦茶がこぼれる。

「……クッ!?」

　鋭利が素早く身体を引いて、神楽の凶きよう刃じんを避けた。と同時に右足を一いつ閃せん。

　つま先のネイルに仕込まれた五本の刀――扁ひら爪づめ刀とう《朱す裂ざく》が下から上へ振り抜かれ、神楽の追撃を阻はばむ。

　鋭利の手から離れて宙を舞うグラスが、今度は縦たてに分断された。

「小こ癪しやくです！」

　叫び、神楽が追いすがる。

　体勢を立て直しつつ飛びのく鋭利に、猛もう然ぜんと襲いかかった。

　その手に握にぎられている暗あん器きは、開かれた鉄扇。全長三十センチ近くある大振りの扇せん子すで、白銀の骨が金属の輝きを放っている。

　鋭利のネイルと同様、扇の先せん端たんに刀が仕込まれているのだろう、

「死んでください」

　――斬ザンッ！

　神楽の振るった鉄てつ扇せんが、鋭利の背後にある掛かけ軸じくを裂さいた。真一文字に断たれた掛け軸の下半分が、ぼとりと床の間に落ちる。

　鉄扇の軌道上には一瞬前まで鋭利の首があり、かがむのが少しでも遅れていたら鋭利の頭が落ちていたかもしれない。

「チッ……殺やる気満々じゃないの、神楽！」

「当然でしょう？」

　神楽が鉄扇を返し、鋭利の頭上へ振り下ろす。鋭利は掛け軸の下に飾られている日本刀をつかむと、鞘さやで扇の骨を受け止めた。

　瞳を爛らん々らんと光らせて近づけ、神楽が腕に力をこめる。

「無ぶ様ざまに生き恥はじをさらし続ける貴女を見れば、わたしでなくとも殺りたくなりますよ。見るに堪たえない落ちこぼれっぷりです。さっさと消えてもらえませんか？」

「……フンッ、お断りだわ。消えてほしいなら、消せばいいじゃない。あんたにそれができればだけどね？」

「減へらず口を！」

　飛びずさって離れた神楽が即座に踏ふみこみ、袈け裟さ懸がけに鉄扇を振るった。鞘で鉄扇を受け流しつつ逃れる鋭利に、神楽が追撃を浴びせる。

　扇子が胡こ蝶ちようのごとく舞い踊り、優美な剣けん閃せんを描いた。

「まったく！　本当にッ！　猪ちよ口こ才ざい！　ですッ！　ねえええぇ!?」

「クッ――」

　神楽の流れるような連撃を、鋭利は鞘で巧たくみに防いでいなし続ける。時折さばききれなかった刃が鋭利をかすめ、柱や畳や調度を次から次へと斬きり裂さいた。床の間から部屋の壁に沿うようにして、大量の刀傷が刻まれていく。

「……………………は？」

　京輔の口からようやく声がこぼれた。

　あまりに唐とう突とつすぎて、何が起こっているのかわからない。神楽が麦茶を配り出したと思った瞬間には、もう斬りあいが始まっていた。

　呆あつ気けに取られる京輔たちを置いてけぼりに、神楽の剣撃は苛か烈れつさを増す。縁側の前を過ぎる際さい、神楽の刀が鋭利の前髪を数センチほど斬り飛ばした。

「ほらほら、どうしたんですか!?　逃げるばかりでは、そのうち追いつめられてしまいますよ？　貴女あなたが持っているのは棒ぼうきれですか。斬り返してみてくださいよ！」

「……嫌いや」

「なぜです？　わたしを傷つけるのが怖いんですか!?」

「…………違う」

「ハッ、噓ですね！　筋すじ金がね入りの腰抜けだから、刀すら抜けないんでしょう？　わたしを殺してしまうのが恐ろしいから、攻めることができず――」

「違うわ」

　身体を沈しずめ、神楽の鉄扇をかわす。次の瞬間、鋭利が動いた。

　腰をひねって鞘を引き、親指で鯉こい口ぐちを切る。そして、




「あたしが自分の刀を抜かないのはね、抜いたらそれで終わりだからよ」




「…………ッ!?」

　――抜ばつ刀とう。目で追うことなど不可能だった。

　外から射さしこむ陽ひを受けて『何かが光った』と感じたときには、鞘を奔はしって抜き放たれたと思おぼしき刃やいばが、神楽の喉のど元もとで止められている。

　刀身と肌の間に、和紙を一枚挟はさめるか挟めないかというほどの距離。居い合あいを防ごうとしたのだろう、中ちゆう途と半はん端ぱな姿勢で固まる神楽に、

「一撃必殺は、暗殺の基本でしょ？　最初の一ひと太た刀ちで確実に仕し留とめる……それができなきゃ失敗したも同然でしょうに。まだまだ修行が足りないわね、神楽？」

　言い放ち、鋭利が口角を持ちあげた。

　神楽が「……ぐ」と歯がみして、鋭利をにらみつける。

　しかし、すぐさま「ハッ！」とアゴを反そらした。

「何をさえずってるんですか、貴女は……一撃必殺？　一太刀で仕留める？　どちらもできない《赤錆爪の処女ラステイ・ネイル》が言っても、説得力は皆かい無むです。どうせ殺せないんですし、刀に構わず斬り殺して差しあげましょうか？」

　向かいあう両者の間に、緊迫した空気が流れる。

　遠くで鹿威しが軽やかな音を奏かなでた。

　芙蓉が深々と溜め息を吐く。

「何してるのよ、貴女たち……鋭利も神楽も、刀を収めなさい」

「「――――――――」」

　二人は芙蓉に顔を向けた後、互いの視線を絡からませると、得え物ものを下げた。

　鋭利が刀を鞘へと戻し、神楽が鉄扇をたたむ。神楽は扁爪刀《朱裂》と同じく日本刀が仕込まれているであろう暗器を着物の帯に挟んで、舌打ち。

「……死ねばいいんです」と毒づき、鋭利の元を離れた。鋭利は何も言わずに肩をすくめると、日本刀を床の間に戻し、京輔たちのところへ戻ってくる。

「え、えーっと……」

「気にしないで。よくあることだから」

　なんと声をかければいいか迷う京輔に、しれっと言い放つ鋭利。

　京輔は「――は？」と絶ぜつ句くした。

　座布団のそばに転がるグラスは、中に入った氷ごと綺麗に切断されている。こんな刀で斬りつけられたら、かすっただけでも大怪我だろう。

　……この殺やり取とりが『よくあること』だって？

　度ど肝ぎもを抜かれる京輔たちに、芙蓉が「ごめんなさいねぇ」と謝った。

「お客さまの前で、お見苦しいところを……。神楽には、なるべく抑おさえるように言っておいたんですけれどね。久方ぶりに顔を見られて、感かん極きわまったのだと思います。神楽は血けつ気き盛さかんな娘こですから」

「…………申し訳ございませんでした」

　芙蓉の元へ移動して居い住ずまいを正し、神楽が頭を下げてくる。顔をあげ、閉じていた瞼まぶたを再び開くと、先刻までの鋭い光は幾いく分ぶん和やわらいでいた。

「紹介するのが遅れてしまいましたが、この娘は紅羽神楽。紅羽本家の次女で、鋭利の二つ下になる妹です」

「……どうも」

　芙蓉の紹介を受けて、神楽がぼそっとあいさつをする。

「好戦的な娘ではありますけれど、いたずらに殺しを行うことはまずありませんので、ご安心ください」

　微笑み、芙蓉が言葉を続けた。

「紅羽の者は当主に仕つかえ、当主の命令を受けて暗殺を成なします。本家の者は本家の当主に、分家の者は分家の当主に――そして、分家の当主は本家の当主に。紅羽家の暗殺者は全て、本家当主が振るう刀に過ぎませんから」

　紅羽本家の現当主である芙蓉は、語る。

　刀がひとりでに動いて人を殺あやめることがないように、暗殺者たちは殺さない。当主という『剣士』が振るって初めて人を傷つけ、殺すのである――と。

　つまり紅羽家において、本家当主の権力は絶大。何なん人ぴとたりとも逆らうことはできない唯一無二の存在だった。

　しかし、だとすれば神楽が鋭利を殺そうとしたのも神楽の意思ではなく、芙蓉の命令なのかもしれない。善良そうな母親に見えるが、腹の底では……。

「ふふ。それにしても見事な立ち回りだったわねぇ、鋭利？」

　不安を覚える京輔の前で、芙蓉が晴はれやかに笑う。

「半年間もウチを離れて多少は腕が鈍にぶっているんじゃないかと、危き惧ぐしていたけど……杞き憂ゆうだったわ。さすがは当代随ずい一いちの名刀ね？　貴女が紅羽を継ついでくれたら、妾も安心して隠いん居きよできるんだけれど――」

「芙蓉さまッ！」

　瞬間、神楽が声を荒げた。

「姉さんは名刀なんかじゃありません！　錆さびたなまくら、あるいは模も造ぞう刀とうです。人を斬れない刀に価値はないのですから。紅羽家はわたしが継ぎます……役立たずの姉さんを斃たおして、わたしが！」

「……ん」

　敵意をたぎらせにらむ神楽の瞳から、鋭利が視線を逸らす。正座の上に置かれた手の平が、ヒザ頭を握りしめていた。

　芙蓉が「あらあら」と頰に手を当てる。

「本当に好戦的だこと。誰に似たのかしらねぇ……その心意気や好よし。早くお姉ちゃんを超こえる刀になってちょうだい。鋭利もよ？　一人前の暗殺者になりたいんだったら、まずはきちんと殺せるようにならなくちゃ」

「……はい、芙蓉さま」

「は、はい……お母さま」

　神楽は憎々しげな表情で、鋭利は沈ちん痛つうな面おも持もちで。

　頭を下げる姉妹に、芙蓉が嘆たん息そくをこぼした。

「こんなに仲が悪くなっちゃって、もう。昔はあんなに仲良しだったのにねぇ」

「……………………」

　芙蓉の言葉を聞いた神楽の顔が歪ゆがむ。

　なんとも言えないその表情は、ただ不愉快そうで。

「……………………」

　そんな妹を、鋭利は悲しげに見つめていた。

　客間に満ちる昏くらい空気を、芙蓉が明るい声で打ち消す。

「――と、まぁ姉妹ゲンカはさておきまして。どうぞ麦茶をおあがりくださいな。氷が溶とけてしまいますから」

「は、はぁ……」

「えーっと……い、いただきます」

「いただきまーす……」

「毒とか入っていないよね？」

　ストローチューブを準備しながら煉子が漏もらした一言に、促うながされるまま麦茶を飲もうとしていた京輔たちは動きを止めた。

　芙蓉が「まさか」と口元を押さえる。

「妾たち紅羽の得物は先祖代々、刀のみですからね。毒などという無ぶ粋すいな凶器を用いることはいたしませんわ」

　無粋呼ばわりされた毒島が顔をしかめるも、芙蓉は気づいていない様子だ。

「無粋で悪うございました……」とぼやき、毒島が麦茶を一気飲みした。

「……お、美う味まい！　こんなに美味しい麦茶は初めてですよ」

「五十袋で四百円の水出しですけど？」

「えっ!?　あ、そうですか……」

「これ、神楽！　お客さまの前でそういうことを言うんじゃありません！」

「クスクス。毒島先生、カッコ悪ーい！」

「うん、毒は盛られてないみたいだね。私と半分こするかい、鋭利？」

「…………いらないわ」

　斬りあいが行われた直後にもかかわらず、和なごやかな談笑である。

　もしかして、未いまだにビクビクしているのは自分だけなのだろうか――と、不安になりつつ麦茶をすする京輔に、芙蓉が微笑みかけてきた。

「色々ご無礼がありましたけれど、ともかく……紅羽へようこそ、プルガトリウム更生学院の皆さま。ご滞在は三泊四日でしたよね。ご覧の通り辺へん鄙ぴな場所ではありますが、心より歓迎させていただきます」





×　×　×






「こちらへどうぞ」

　芙蓉に呼びつけられた能面の女――紅羽家の侍じ女じよらしい――に連れられ、広い屋敷を移動する。神楽たちとは客間で別れた。

『長い旅たび路じでお疲れでしょう？　ごゆるりとお過すごしください。夕ゆう餉げの準備が整う頃にお呼びいたします。何か御用がございましたら、なんなりと』

『……………………』

　終始笑顔の母・芙蓉に、仏ぶつ頂ちよう面づらの妹・神楽。あらかじめ聞かされていた通り、人殺しを生なり業わいにしている家だけあって、一ひと癖くせも二ふた癖くせもありそうな家族だ。

　しかも、まだ兄妹がいるらしい。

　兄が一人に弟が二人、それから妹が一人。顔をあわせるなり斬りかかってくるような家族が、残り四人も……。

　親しん戚せきまで集まっているみたいだし、考えるだけで頭が痛くなってくる。

　鋭利も同じ心境らしく、客間を出てから眉み間けんにしわが寄りっぱなしだった。

　重々しい空気。鬱うつ々うつとした雰囲気を――。

「うわぁ、すごいね！　こんなところにも中庭があるよ」

「これでいくつ目でしたっけ。三つ目？　どれだけ土地が余あまってるんですか！」

　わいわい騒ぐ煉子と綾花が打ち破る。

　二人は侍女と京輔たちの間を歩きつつ、あちらこちらを見回して、

「本当に大きいお屋敷だよねぇ。せっかくだし、後で探検してみちゃう？」

「するする！　隠し部屋とか見つけちゃいましょうっ！」

「おっ、いいねいいねぇ～。忍者屋敷みたいな？」

「ですです。どんでん返しとか抜け道とか」

「隠し戸とか刀隠しとか？　かくれんぼがはかどりそうだね！」

「「……………………」」

　侍女がいようとお構いなしの煉子と綾花に、京輔たちは顔を見あわせた。

　鋭利が「……ハァ」とこめかみを押さえる。

「あの二人に緊張感はないわけ？」

「まったくだ。すっかり旅行気分じゃねーか、アイツら」

　煉子はともかく綾花も怖くないのだろうか。

　ここは名立たる暗殺者の家、何が起きてもおかしくはない場所なのに……。




「まぁまぁ。いいんじゃありません？」




　そのとき、京輔たちの背に声がかけられた。

　最後尾をのんびり歩む毒島が、麦わら帽子を直しながら言う。

「紅羽家の人たちは、当主の指示がなければ動かないんですし？　旅行気分で楽にしていてくださいよ。気を抜かないのは大切ですが、張はりすぎててもいけません。なぁに、心配いりませんとも。俺が張りっぱなしにしていますから」

　同時、毒島の足元――ズボンの裾から、ピンクの影がはい出した。

　三角頭につぶらな瞳の蛇へびである。

「「……あっ」」

　細長い身体に幾き何か学がく模も様ようを走らせた毒蛇は、縁側をはいずり中庭へ移動。玉たま砂じや利りの上を泳ぐように滑すべると、石いし灯どう籠ろうの陰にもぐって見えなくなった。

「俺が飼ってる『お友達』を、ここら一帯に放ってあります。異常があれば、感知してくれますよ。《猛毒禍劇ヴエノム・オペラ》はひっそり開演中です」

「しぃー……」と人差し指を立て、毒島が片目を閉じる。

　その仕し草ぐさは気持ち悪いが、頼もしさは抜ばつ群ぐんだった。

　多種多様の毒性生物を身体に潜ひそませて飼い、自由自在に使し役えきする――この毒物使いにかかれば、屋敷を手中に収めるなど造ぞう作さもないことなのだろう。

「毒島先生……オレ、今初めて先生のことカッコイイって思いました」

「……へぇ。やるじゃない。冴さえないのは外見だけなのね」

「二人とも、微妙に引っかかりのある言い方ですが……まぁいいでしょう。せっかくの夏休みなんです。羽を伸ばして過ごしましょうよ」

　また一匹、旅行カバンの中から山やま吹ぶき色いろの毒どく蛾がを羽ばたかせつつ、毒島が笑う。

　京輔は「そうですね」と肩の力を抜いたが、鋭利の表情はイマイチ晴れない。天てん井じように張っている蜘く蛛もの巣すを見あげ、

「……そんな風にコソコソ動いてるのも、お母さまにはお見通しだと思うけど――」

「こちらの二部屋が、皆さまの宿泊部屋になります」

　鋭利がひとりごちたとき、先行する侍女が立ち止まり、和室の障しよう子じを開いた。

　煉子と綾花が中に飛びこんで歓声をあげる。

「わぁ、綺麗！　とってもいいお部屋じゃないか。フシュー」

「高級旅館みたーい！　ちゃんとテレビも置かれてるし、やったぁ！」

　少し遅れて京輔たちも追いつき、室内をのぞきこんだ。

　一部屋の広さは八畳くらい。中央には座卓が置かれ、ご丁てい寧ねいにも急きゆう須すや湯ゆ呑のみ、茶葉や茶菓子まで用意されている。

　床とこの間まには生け花や掛け軸が飾られ、違い棚にはテレビが備えられていた。

　開け放たれた襖ふすまの向こうで、煉子と綾花が走り回っている。

「あーあ、床の間に荷物を置いたらダメでしょう……」

「毒島さん！　部屋分けはどうするんですか？」

　投げ出された荷物をまとめてぼやく毒島に、煉子が話しかけた。

　綾花が「はいっ！」と手をあげる。

「お兄ちゃんと一緒の部屋がいいですっ！」

「私も、京輔と一緒の部屋がいいですっ！」

「「先生と一緒の部屋は嫌です」」

「……………………」

　声をそろえて拒絶され、毒島がしょんぼりとした。

　麦わら帽子を脱ぎながら答える。

「いや、部屋はもちろん男女で分けますよ？　神谷くんは俺と一緒です」

「えっ。毒島さんまで京輔狙ねらいなのかい!?　そ、そんなぁ……」

「やめてくださいっ！　お兄ちゃんにはそういう性せい癖へきありませんから。しかも、あなたみたいなおじさんと……そんな部屋分け、絶対認めませんよ!?」

「お前ら、暑さでアタマが腐くさっちまったのか？」

「……元からじゃない？」

「お言葉ですが、氷河煉子さま」

　盛りあがっている会話の中に、侍女が割りこんできた。

「貴女さまのお部屋は別になります」

「…………へ？」

　思わぬことを告げられて、煉子が首を傾ける。

「別ってどこだい？」

「敷地の隅すみにある土ど蔵ぞうです」

「……土蔵？」

「はい。物置きです」

「物置きいいいいいいぃ!?」

　侍女の言葉に、煉子が引っくり返った。

「なんで私だけ物置きなんだよっ！　私、これでも人間なんですけどぉ!?」

「はい。存ぞんじあげております」

「じゃあ、そんなところにブチこまないでよね!?」

「いいえ。貴女さまのお部屋は、物置きでございます」

「なんでだよ!?　物じゃないって言ってるだろ！」

「申し訳ございません。私はご当主さまの命に従したがうのみでございますゆえ。ただ、貴女さまには特とく殊しゆな事情があると聞き及およんでおります。隔かく離りはそれが理由とも……」

「…………ぐぬぬ」

　煉子が反論できず押し黙る。《安全装置リミツター》の外はずれた煉子は、ありとあらゆる感情全てが『殺す』行為に至いたってしまう異常快楽殺人者サイコキラーだ。そんな奴を自由にしておくことなどできないし、京輔たちも一緒にいられない。

　マスクを外しているときは、きちんと隔離しておくべきだろう。

「シュコー……」

「どんまい」

　鋭利が煉子の肩を叩いた。

　部屋の入り口に立つ侍女へと顔を向け、

「――で、あたしは？　自分の部屋を使えばいいの？」

「お好きなようになさってください」

「……そう。わかったわ」

「鋭利の部屋？」

　消しよう沈ちんしていた煉子が興味を示す。

「何それ、気になる！　どこどこ？　どこにあるんだい!?」

「……ハァ？　どこでもいいでしょ」

「綾花も見たい！　今から案内してくださいよ」

「嫌」

　鋭利の返事は素そっ気けない。

「えー……」

「どうしてだよぉ……」

「別に」

「部屋が散らかりまくってるとか？」

「部屋に見られたくないものがあるとか？」

「別に。嫌なものは嫌なの」

「どうしても？」

「嫌」

「案内してくれないんです？」

「絶対に嫌」

「「……………………」」

　煉子と綾花は目め配くばせをして、首しゆ肯こう。

　――次の瞬間。




「なら、探検開始だあああああああああぁ！」

「鋭利さんの部屋を探せえええええええぇ！」




「ちょっ……!?」

　鋭利の脇わきをすり抜け、煉子と綾花が部屋を飛び出した。

　煉子は右へ、綾花は左へ。それぞれ反対の廊下をバタバタ走っていく。

「ああもう、あいつら――京輔ッ！」

　咄とつ嗟さに追いかけようとした鋭利が足を止め、左の廊下を指さした。

「あんたは妹をお願い！　あたしは煉子を捕まえるから！」

「お、おう！」

　命じるなり駆け出す鋭利に続いて部屋を出る。

　四人分のけたたましい足音が、あっという間に遠ざかっていった。

「「……………………」」

　残されたのは侍女と毒島。

　間もなく侍女は一礼し、のんびりと去っていく。

　こうして、独りになった毒島は――。

「……やれやれ。お茶菓子でもいただきますか」

　茶葉と急きゆう須すを用意して、お茶の準備を始めるのだった。





×　×　×






「おい、待て！　待てって、綾花！」

「――あっ、お兄ちゃん」

　真まっすぐ伸びる長い廊下の先、立ち止まった綾花が振り返る。

　息を切らして追いついてきた京輔に向き直り、

「どうしたの？」

「どうしたの、じゃねぇよ……」

　かくんっと首を傾かしげる綾花に、京輔は呆れた。

　軽いチョップを入れてたしなめる。

「はしゃぎすぎだ、バカ。いきなり飛び出すんじゃねぇっての……」

「あはは、ごめんごめん。鋭利さんの実家があんまりにもすごかったから、テンションあがっちゃったんだよね」

　打たれた頭を押さえて舌を出し、綾花が周囲を見回した。

　飛び出してきた宿泊部屋から、まだそれほど離れていない縁えん側がわだ。左手には日ひ除よけの簾すだれが降りており、右手には部屋の障子が並んでいる。

「気持ちはわからなくもねぇけどさ……一応人さまの家なんだから、あんまりうるさくしたらダメだろ。迷惑じゃねぇか」

「……ごめんなさい」

　綾花がしゅんとうなだれた。

　紫チェックのリボンで結ゆわれたツインテールが力なく垂れる。

　京輔は「あー……」と後頭部をかいて、

「それにほら、心配なんだよ。ここが普通の家ならともかく、棲すんでる奴ら全員暗殺者とかいうイカれた家なんだ。殺人犯より質たちが悪いぜ？　いくら毒島先生がいてくれるとはいえ、下手に探索なんてしようものなら、何が起こるかわかったもんじゃ――」




「イカれた家ですみません」




　感情のない冷えた声。背中に刃を突き立てられたようだった。

「おわぁ!?」と飛びのき、振り返る。

　赤錆色の鋭い三さん白ぱく眼がんが京輔を貫いていた。

　――紅羽神楽。紅羽本家の次女であり、鋭利の妹。緋色の和服を身にまとった彼女は剣けん呑のんな態度で、よそ者に対する敵てき愾がい心しんがにじみ出している。

「い、いつの間に……」

　京輔たちが立っているのは、縁側のちょうど真ん中辺り。

　にもかかわらず、今の今まで足音も気配も一切感じられなかった。綾花はうなだれていて気づかなかったのだろう、遅れて「あっ！」と声をあげる。

「鋭利さんにいきなり襲いかかって、返り討ちにされてたヒトだ！」

「…………は？」

　神楽の瞳が鋭さを増し、京輔から綾花へ向けられた。

　京輔も「えっ!?」と綾花を振り返る。

「お前、何言って――」

「何って、お兄ちゃんもさっき見てたよね？　このヒトが扇せん子すみたいな武器で鋭利さんに斬りかかったはいいけど、あっさりやられちゃったとこ。クスクス。綾花、びっくりしちゃったよ！　鋭利さんって強いんだね～。不意を打たれたのに、余裕で勝――」

「綾花！」

　無邪気にしゃべり続ける妹の口をふさいだ。

「んなこと言ったら失礼だろうが!?　確かにその通りだけど、面と向かって『あっさりやられた』とか言うな！　お前が斬りかかられたら、どうするんだよ？」

「お兄ちゃんが守ってくれるんじゃないの？」

「ま、守るけど……」

「じゃあ、大丈夫じゃん。けちょんけちょんだよ！」

「……どちらがですか？」

　神楽が低い声を発し、綾花をにらみつける。

　しかし、綾花は物もの怖おじしなかった。「ふふんっ」と平らな胸を張り、

「あなたがけちょんけちょんに決まっているじゃないですか！　綾花のお兄ちゃんは、誰にも負けませんからね。鋭利さんに勝てないあなたが勝つのは、百年早いです」

「――はい？」

　綾花に言い放たれた神楽が、眉まゆをひそめる。

「はあぁ!?」と狼ろう狽ばいする京輔をチラ見し、鼻で嗤わらった。

「わたしがこの男に負ける？　……フンッ。戯たわ言ごとを。相手が姉さんならばともかくこの程度の下げ郎ろう、百年どころか二秒で首が飛びますよ」

「二秒で首が飛びますよ、とかださーい。いかにも雑魚っぽいセリフです」

「……貴女なら一秒かかりませんが？」

「試ためしてみますか？」

「上等――」

「待ってくれ！」

　京輔は二人の間に身体を滑すべりこませる。

「会ってそうそうケンカすんなよ!?　とりあえず、落ち着け！」

「落ち着いていますが？」

「落ち着いてるよ、お兄ちゃん？」

「……いやいや」

　神楽の瞳は爛らん々らんと輝いており、綾花の瞳からは光が失うせていた。

　どちらも今すぐ相手を殺しかねない様よう相そうだ。

　神楽など帯に差された鉄扇にまで手をかけている。とはいえ、かみついたのは綾花が先なので、京輔は兄として代かわりに頭を下げた。

「ウチの妹がすみません。失礼なこと言っちまって――」

「違うよ、失礼なのはこの女だよっ！」

　神楽に人差し指を突きつけ、綾花が否定する。

「綾花は事実を言っただけだもん！　そしたらこのヒト、お兄ちゃんをバカにしてきて……下郎とか二秒とか、女ったらしとかスケコマシとか」

「後ろ二つは言ってねぇだろ」

　綾花自身にそう思われているのだろうか。

　微妙に傷つく京輔を見て、神楽が「……フンッ」と鼻を鳴らした。

「わたしがこの男に負けるというのが、事実だとでも？　戯言どころか妄もう言げんですね……ほとほと呆れ返ります。相手の力量すら推おし量はかれないうつけめ」

「あなたにうつけとか言われたくないです。綾花の方がアタマいいもん！」

「おや、また妄言ですか？　何を根こん拠きよにそんなこと――」

「だってアホじゃん、鋭利さん」

「…………はい？」

　瞬間、神楽の顔つきが変わった。

「姉さんが……アホ？」

「うん。テストの成績、下から二番目なんですよ？　鋭利さんがそれなら、妹も大して変わらないんじゃないかなぁ。クスクス。あ、ちなみに綾花は上から三番目です」

　すましていた表情を崩くずし、神楽が「……チッ」と舌打ちをする。

「あの出で来き損そこないとわたしを一緒にしないでください」

「出来損ないって――」

「出来損ないでしょう？　暗殺者なのに殺せないのですから。そういう意味では、貴方あなたがた殺人犯の方がよっぽどマシかもしれませんね。面つら汚よごしにも程ほどがあります。まったく……二度と帰ってこなければよかったのに」

　ぼそりと吐き捨てる声には、強い嫌けん悪おがこめられていた。

　神楽は帯から鉄扇を引き抜くと、

「わたしは、姉さんとは違う……人など簡単に殺すことができるし、実際すでに何度も殺しています。この扇子――鉄てつ扇せん刀とう《紅く雀じやく》を貴方がたの血で濡ぬらすことなど、造ぞう作さもないんですよ。それが、紅羽の暗殺者たるわたしの仕事ですからね」

　手を振り、畳たたまれていた扇面を開く。

「「…………ッ!?」」

　綾花がたじろぐように後退し、京輔は身体を緊張させた。

　神楽の顔から表情が消える。

　白い足た袋びに包まれた足が、床板を離れ――。

「……けれど、ご安心ください。今のところまだ、殺せとは仰おおせつかっておりません。せいぜい楽しく生きるがいいです。では、さようなら」

　クスリと微笑んだ神楽が、京輔たちの脇を通り過ぎていく。

　開いた扇子でパタパタ風を送りつつ、悠ゆう然ぜんと。

「「――――――――」」

　交差するとき絡からんだ赤錆色の瞳は、言げん外がいにこう告つげていた。

『命じられれば、即座に殺す』と。

　扇子に仕込まれた刀が、夏の陽射しを弾はじいてきらめく。

　鯉口を切るように、ほんの少しだけのぞいた殺意。その迫力に当てられて、京輔たちはしばらく動けなかった。





×　×　×






「うわああああああぁ、離せえええぇ！　離せよおおおおおおぉ！」

「……ふわぁ」

　神楽と別れた京輔たちが一いつ旦たん宿泊部屋まで戻ると、煉子の悲鳴が聞こえてきた。

　何事かと駆けつけて見れば、鋭利に腕ひしぎ逆十字固めをキメられた煉子が、床板の上でジタバタもがいている。

　一方、それを押さえる鋭利は余裕たっぷりで、退たい屈くつそうにあくびしていた。

「……あら、京輔。そっちも捕まえられたみたいね」

「ああ。お前は、その……何やってんだ？」

「別に。こいつが逃げようとするから、取り押さえてるだけ――よっ！」

「ひぎゃあああぁ!?　イっちゃうイっちゃう、そんなに激しくしたら関かん節せつがイっちゃううううぅ！　やめてぇ、許して！　もう逃げないから、逃げないからあああぁ！」

「…………はいはい」

　吐息し、鋭利が寝技をやめる。

　肩を押さえて「シュコー……」と伸びる煉子の元に、綾花が駆け寄った。煉子の頭を両手で抱えるようにして、

「ご無事ですか、煉子さん!?」

「あ、綾花ちゃん……私は、もうダメだ……君だけでも、逃げ……がくっ」

「煉子さあああああああああぁん!?　うう……わかりました。綾花だけでも屋敷の中を探して、鋭利さんのお部屋を――」

「おい。戻るぞ、綾花」

「――あ、うん」

「痛いたぁ!?」

　綾花が煉子の頭を離して立ちあがる。

　支ささえを失った煉子は、床板に頭を打ちつけていた。

「シュコー……ひどいなぁ。私はただ、君の部屋を見学しようとしただけじゃないか。どうして、あんなに嫌がるんだい？　怪しいよ」

「……別に。『見るだけ』とか言っといて絶対あさるでしょ、あんた」

「あさられたら困るものでもあるのかい？　フシュー」

「ハァ？　ありませんけど。あるわけないでしょ、そんなもの」

　などと会話しながら、皆で宿泊部屋に帰る。

　しかし、煉子が途中「せっかくだから近くを案内してよ！　お手洗いとかさ」と言い出したので、寄り道をしていくことになった。

　屋敷内を歩きつつ、京輔は気になっていたことを尋ねる。

「鋭利。お前、妹とは仲悪いのか？」

「…………どうして？」

「いや、さっき廊下で出くわしたんだよ。それで――」

「あたしのこと、何か言ってた？」

「……ん」

　問われ、京輔は答えあぐねた。

『出来損ない』『面汚し』『二度と帰ってこなければよかったのに』――それら、神楽の悪あく態たいを伝えていいものか逡しゆん巡じゆんしていると、

「紅羽の恥、出来損ない、腑ふ抜ぬけ、痴しれ者、面汚し、恥さらし、うつけ、ヘタレ、無能……あとはそうね、二度と帰ってこなければよかったのに、とか？」

　鋭利がしれっと予想してみせる。

「えっ」と驚く京輔に、鋭利が苦笑いを返した。

「……毎日毎日、事あるごとに罵ば倒とうされてたからね。あの娘があたしを目の敵かたきにしてるのは、嫌というほど思い知ってる。――紅羽はね、女家系なの」

「女家系？　女が生まれやすいってことか？」

「うん。赤は血を表し、血は生を表し、生は女を表す……だからっていうわけじゃないけど、ウチは昔から女性が生まれやすくて、当主も代々女性が務めてきたわ。継けい承しよう順じゆん位いは長女、次女、三女……で、末女の次にようやく長男ね。歴代の本家当主は、次女が五人で、三女が一人……残りは全員が長女よ。ちなみに、お母さまも長女」

　赤い花々の咲く中庭を望のぞみつつ縁側を歩く。

　語り聞かせる鋭利の声は涼すずやかで、淡たん々たんとしていた。

「……だけど生あい憎にく、本家長女のあたしは人を殺せないわ。にもかかわらず、才能だけは無駄にあるから無駄に期待されてて、失望されきれないで……そんなあたしの存在が、次女の神楽は我が慢まんならないんだと思う。昔は――あたしが『人を殺せない』ってわかる前までは、それなりに慕したってくれてたんだけどね」

　妹のことを話す鋭利は、せつなそうだった。

　神楽は鋭利を嫌っているが、鋭利は神楽を嫌ってないらしい。むしろ、後ろめたさを感じているように思える。

「……仲直りはできないのかよ？」

「無理じゃない？　あたしが殺せないままじゃ」

「ん――」

　沈ちん黙もくする京輔から顔を背けて、鋭利が中庭を見た。

　確かに、鋭利の言う通りかもしれない。鋭利が人を殺せるようにさえなれば、芙蓉はなんの問題もなく彼女に家を継つがせるだろう。

　神楽が鋭利を軽けい蔑べつする理由もなくなり、姉妹仲は改善へと向かう。

　鋭利の抱える悩みも、憂うれいも、しがらみも、全てが解消するように思えた。

「けど鋭利。お前自身は、本当に――」

　刹せつ那な、鋭利が「あっ」と歩みを止める。

　何かに気がついたように、中庭の一角を注視していた。

「……おや、どうしたんだい？」

「おもしろいものでも見つけたんですか？」

　後ろを歩く煉子と綾花も立ち止まり、鋭利の視線をたどる。

　大きな岩や石灯籠が置かれ、玉砂利の池がある広い中庭。その隅――整えられた緑の前に、花よりも鮮あざやかな紅くれないがあった。

　朱色の和装束である。こちらに半分背中を向ける形でしゃがみこむ人影は二つ、体格からしてまだ幼い子供のようだった。

　二人はしげみの前で何やら一いつ心しん不ふ乱らんにゴソゴソしている。

　――ばちんっ！　と、奇妙な音がした。

　ばちんっ、ばちんっ、ばちんっ、ばちんっ……。

「「…………？」」

　視線を感じたのだろう。二人がふいに作業の手を止め、振り返る。

　綾花が「きゃっ!?」と悲鳴をあげた。煉子が「うひゃあああぁ!?」と仰ぎよう天てんし、京輔も思わず息を呑む。

　幼おさな子ごたちの顔にはべっとりと、返り血らしきものが付着していた。

「「…………ぁ」」

　一拍遅れて二人が反応。紅こう茶ちや色いろの目をまん丸にする。

　真まっ赤かに汚れた瓜うり二つの童顔が、みるみるほころんでいき、




「「鋭利お姉ちゃんっ！」」




　歓声をあげるや否や、一直線に走り寄ってきた。

　中庭を突っ切る手にはそれぞれ、巨大なハサミが握られている。黒と白、正反対の色で塗られた刃から鮮血らしきものがしたたり、飛び散った。

　手に持つ凶器をブンブン振りかざし、幼子たちが距離をつめてくる。

「「鋭利お姉ちゃんだ、鋭利お姉ちゃんだっ！」」

「お、おい……なんか来るぞ!?」

「皆で返り討ちにする!?」

「いやいや！　逃げよう、綾花ちゃん！　早くっ！」

「「鋭利お姉ちゃんだ、鋭利お姉ちゃんだっ！　鋭利お姉ちゃんだ、鋭利お姉ちゃんだ、鋭利お姉ちゃんだ、鋭利お姉ちゃんだああああああぁ、わああああああぁい！」」

　京輔たちがアタフタしているうちに、幼子たちが接近。

　下駄を脱ぬぎ捨すて縁側にあがると、鋭利の周りをぐるぐる回って、

「鋭利お姉ちゃん、おかえりっ！」

「おかえり、鋭利お姉ちゃんっ！」

　キャッキャと騒ぎ始めた。今すぐにでも飛びつきたいのだろうが、ハサミと返り血のおかげで叶かなわないらしい。髪や着物があちこち体液で汚れている。

　鋭利は慣れているのか、動じることなく「ただいま」と口元をゆるめた。

「元気にしてた、繚りよう？」

「うんっ！」

　繚と呼ばれた幼子が黒いハサミを振りあげる。

「風か邪ぜとかひいてない、乱らん？」

「うんっ！」

　乱と呼ばれた幼子が白いハサミを握りしめる。












　紅茶色の髪を肩口の辺りで切りそろえた二人は、そっくり同じ顔をしていた。背せ格かつ好こうはもちろん声まで同じで、ハサミ以外では区別がつかない。

　京輔たちを置いてけぼりにしたまま、双子はかしましくしゃべる。

　じゃきんっ、じゃきんっとハサミを鳴らして、

「鋭利お姉ちゃん、鋭利お姉ちゃん」「あのね、あのね！」「さっきからそこら中にね」「変なのがいるのっ！」

「……変なの？」

「「うんっ！」」

　声をそろえる繚と乱。

　いちいち呼吸がピッタリだった。

「赤とか黄とか」「紫とか緑とか」「見たことない蜘蛛とか百足むかでとか」「見たことない蛇とか蛙かえるとか」「変なのが、たくさん」「たぁ～～～っくさん、いたんだよっ！」

「…………ああ」

　鋭利の眉間にしわが寄る。

　双子は互いの顔を見あわせながら、

「さっき見つけた蛇すごかったよね」「うん、すごく綺麗な色してた！」「えぐり出したばかりのはらわたみたいな」「小しよう腸ちようみたいなピンク色っ！」

「…………ッ!?」

　ピンク色の蛇。それは宿泊部屋に行く途中、毒島が放った毒蛇だ。

　となると、双子が浴びている返り血は――。

「だけどね、かみつかれそうになったから……」「殺しちゃった！」「首を刎はねたんだ」「ぢょきんって！」「それでも生きてて」「ウネウネしてて」「気持ち悪かったから……」「ぶつ斬りにしていたんだよ」「繚の断だん截さい刀とう《黒くろ叉さ斬ぎ》と」「乱の断截刀《白しろ叉さ斬ぎ》で！」「前と後ろから順番に」「ばちんっ、ばちんって！」

　無邪気に笑い、じゃきんっ、じゃきんっとハサミを動かす。

　二人のハサミと着物を汚している血や体液はやはり、毒島が屋敷の様子を探るために放った毒性生物のものだったのだ。

「……ハァ。殺やらかしたわね」

　嘆たん息そくする鋭利と、言葉を失なくす京輔たち。

　そのとき、ようやく気づいた双子が「「あっ！」」と声をあげ、

「この人たちって、もしかして……」

「うんうん、たぶんきっとそうっ！」

　ヒソヒソヒソヒソ。顔を寄せあい、内ない緒しよ話ばなしをし始めた。呆気に取られる京輔たちに、鋭利が双子の紹介をする。

「この二人はあたしの弟と妹。見ての通り双子の兄妹で、歳としは九歳。黒いハサミを持ってる男の子がお兄ちゃんの繚、白いハサミを持ってる女の子が妹の乱よ」

「よろしくお願いします、お兄ちゃんっ！」

「よろしくお願いします、お姉ちゃんっ！」

　双子が内緒話を切りあげて、ペコリと頭を下げてきた。

「よ、よろしくな……」

「よろしく」

「よろしくねっ！」

　戸と惑まどいながらあいさつする京輔たちを、双子が興きよう味み津しん々しんに眺ながめる。澄すんだ瞳と返り血まみれな顔のギャップが、アンバランスで恐ろしかった。

「ねぇ、お兄ちゃん」「ねぇ、お姉ちゃん！」「繚、知ってるよ」「乱、知ってるよ！」

「お兄ちゃんって、人殺しなんでしょ？」「お姉ちゃんたち、人殺しなんでしょ!?」

　生なま臭ぐさい香りを振りまいて、双子がつめ寄ってくる。

　キラキラとした眼まな差ざしで京輔たちを見あげ、

「どんな武器で殺すの？」「どんな風に殺すの？」「どうして殺すの？」「気になるね、乱ちゃん！」「気になるね、繚くん！」「教えて教えて教えて教えて教えて教えて教えて教えて」「知りたい知りたい知りたい知りたい知りたい知りたい知りたい知りたい！」

　じゃきんっ、じゃきんっ。じゃきんっ、じゃきんっ。

　ハサミを開閉して迫る双子に、京輔たちがたじろいでいると、

「……あんたたち。その前にまず汚れを落として、着替えてきなさい」

　鋭利が双子をコツンッと叩いた。

　双子は「「わっ!?」」と頭を押さえた後、互いの目を見つめあう。

　何がおもしろいのか「「……クスッ」」と破は顔がんして、

「「はあああぁ～～～い！」」

　と元気よく返事。血濡れた手を繋つなぎあい、パタパタ走り去っていった。取り残された京輔たちは唖あ然ぜんとなって、双子の後ろ姿を見送るしかない。

「…………なんだ、アイツら？」

「テンション高すぎ！　あんなのついていけないよ」

「すっごい子たちだったねぇ……近頃の若者は怖いなぁ」

「いつものことよ。それよりもアレ、知らせてきた方がいい？」

　鋭利が中庭の隅に生まれた血溜まりを指さす。

　――数秒後。

「何事ですかッ!?　お友達から緊急事態報告エマージエンシーが……」

　タイミングよく駆けつけてきた毒島は、変わり果てたペットの姿を目まの当あたりにして崩れ落ち、年とし甲が斐いもなく涙を流した。

「ひええええええええええええぇ、こびやん!?　こびやああああああぁん！　うう……どうして、こんな……うっ……うわああああああああああああぁ！」





×　×　×






「このたびは申し訳ございませんでした」

「「ございませんでしたっ！」」

　宿泊部屋で土下座する芙蓉。双子も真ま似ねしてヒザをつき、頭を下げる。

　三人の前であぐらをかいた毒島は腕を組み、そっぽを向いていた。

　大事なペットを惨ざん殺さつされて、相当ご立腹の様子だ。

　――あの後。侍女の捜そう索さくにより、屋敷内から発見された屍し体たいは全部で六つ。ブツ斬りにされた毒蛇と同様、例のハサミで斬り刻まれていたらしい。

　畳から顔をあげた芙蓉が、沈痛な面持ちで述のべる。

「無む益えきな殺せつ生しようはするんじゃないと、常つね日ひ頃ごろから言い聞かせてはいるんですけど……少しばかり嗜し虐ぎやく趣しゆ味みのある子たちで。気を抜くとすぐ小動物を殺してしまうんですよ。まだうまく殺意を制御できない未熟者なんです。妾の指導が行き届いておらず、このような結果を招いてしまい、誠まことに申し訳ございませんでした」

「「ございませんでしたっ！」」

「……………………」

　京輔たちは座ざ卓たくでお茶を飲みながら、成なり行ゆきを見守っていた。土下座する家族を前にした鋭利は、なんとも言えない表情で饅まん頭じゆうをかじっている。

　沈黙。ややあって、毒島が重たい口を開いた。

「……もういいですよ、顔をあげてください。謝られても死んでしまった彼らは戻ってきませんし。毒のある危険な動物を放し飼いにしていた俺も悪いです。ええ、悪いですとも……こんなことなら、もっと戦闘向きのお友達を放しておくべきでした。そしたら返り討ちにもできたのに……ブツブツ」

『自分も悪い』と言っておきながら、ぶつくさ文句を垂れる毒島。

　ペットたちの死がよっぽどショックだったのだろう。深くうつむく毒島へ芙蓉が身を乗り出した。手を伸ばして頰に触れると、

「やはり完全には許してはいただけませんか？　なら、仕方がありません……妾が直接お詫わびをさせていただきますわ。子の愚ぐ行こうを許していただく代かわりに、妾はどんな蛮行も許して差しあげます。ふふ。どうぞ、今こ宵よいはお好きになさってください」

　淫いん靡びな指使いでなでさすり、ささやく。

　毒島が「……はい？」と胡う乱ろんげに顔をあげ、

「――やぶさかではありません」

　あっさり要求を呑んだ。鼻の下が、だらーんと伸びきっている。

　ペットの死など忘れてしまった様子で、鋭利の母とは思えないほど若々しく色っぽい芙蓉の全身に、下心丸出しの視線を走らせていた。

「死ねばいい！」

「ぎゃっ!?」

　鋭利が毒島に饅頭をぶつける。

「お母さま!?　どういうおつもりですか!?　こんな男に対して、あんなこと……気でも狂ったのですか!?　お母さまが許しても、あたしは許しませんからね!?」

　顔を赤らめて怒る鋭利に、芙蓉が「あらあら」と微笑わらった。

　伸ばしていた腕を引っこめ、口元を押さえて、

「冗談に決まっているじゃないの、鋭利。やだわぁ～」

「…………お母さま」

「冗談ですか。ちぇっ……」

「――先生？」

　芙蓉にジト目を注そそいでいた鋭利が、毒島に半眼を向ける。

　落らく胆たんしていた毒島は、大慌てで手を振った。

「いやいや、俺も冗談ですよ？　当たり前じゃないですか！　ハハハ……これでも一応教師ですからね。いくらお綺麗だからといって、親おや御ごさんと不ふ倫りんをするなんて――」

「不倫ではありませんわ、先生」

「え？」




「妾の夫は、すでに鬼籍に入っておりますからね」




「「…………ッ!?」」

　瞬間、鋭利の肩が震える。

　毒島は『しまった』という顔をしていた。

「鋭利の親父おやじさんが……鬼籍に？　あの、それってつまり――」

「はい。六年前、仕事の途中で亡くなりました。享きよう年ねん三十二歳でしたわ」

　芙蓉が目を伏せて答える。

「暗殺を生なり業わいにしている以上、仕事には危険がつきまといます。この業界は総じて寿命が短いですからね……享年三十二歳というのは、それでも生きた方なんですよ。ただ、夫は極きわめて優秀な暗殺者でしたから、やはり運に恵まれなかったのでしょう……長女の鋭利は当時十歳、繚と乱はまだ三歳でした」

「「「――――――――」」」

　なんと返せばいいのかわからず、京輔たちはうなだれるしかない。

　双子も「「しゅん……」」と悲しそうにしていた。

　重苦しい沈黙が降りる。

　その空気を払ふつ拭しよくしたのは、芙蓉が手を打ち鳴らす音だった。

「すみません。妾としたことが、お客さまに気を遣つかわせてしまいました……夫のことは心配なさらないでください。妾も子供たちも、すでに心の整理がついております。もう六年も前のことですから。そうよね、鋭利？」

「……………………」

　芙蓉の問いかけに対し、鋭利は黙ったまま。白くなるほど唇をかみしめ、うつむいていた。隣に座る京輔は心配になり、その横顔をうかがう。

「……鋭利？」

「あらあら。鋭利はお父さんっ子だったものねぇ」

　芙蓉が苦笑し、鮮血色の瞳を細めた。

「……だけどね。貴女がそんな顔をしてたら、お父さん悲しむと思うわ。今日からお盆なんだもの。亡くなられたご先祖さまたちが、此岸に還かえってくるとき――ねぇ、鋭利。お父さんのこと、笑顔でお出迎えしてあげましょう？」





×　×　×






　能面をつけた侍女の手により、料理が続々と運ばれてくる。

　煮物、炒め物、揚あげ物、和あえ物、酢の物、汁物、漬け物……紅い漆しつ器きの皿に盛られたそれらは品数豊富で、かなりの量があった。

　長い座卓が、あっという間に埋うめ尽つくされてしまう。

「うわぁ、すげぇな……ごちそうじゃねぇか」

「料理まで旅館みたーい。美味しそう！」

「何コレ、生殺しかい？　私だけ食べられないんですけど!?」

「……土蔵で食べれば？」

「えっ!?　嫌だよ、ボッチ飯なんて。ご飯は何を食べるかじゃない、誰と一緒に食べるかが大切なんだ！　だから、悔くやしくないもん……悔しくなんか……な、ないもん」

「まぁまぁ。涙を拭ふいてください」

「マスクが邪魔で拭けないよぉ、うわあああぁん！」

　などとわいわい騒ぎつつ、用意されている座布団についた。

　上手から毒島、京輔、煉子、綾花の順番だ。

　そして、鋭利は――。

「…………チッ」

　毒島の正面、神楽の左隣に腰を下ろした。

　神楽が聞こえよがしな舌打ちを漏らすが、鋭利はどこ吹く風である。

　――あの後。屋敷の裏にペットの屍し体たいを埋め、墓はかを作った京輔たちは、夕飯まで学院にはないテレビを観たり、他愛のない雑談をしたり、今後の予定を話しあったりして、宿泊部屋でゆったりくつろいだ。

　六年前に亡くなったという父親については、誰も言げん及きゆうしていない。鋭利自身、部屋に戻る頃にはいつも通りで、思いつめた様子も見られなかったのだ。

　今も、瞼の半分下りた目で「……ふわぁ」と呑のん気きにあくびしている。

「お腹なか空すいたねぇ、繚くん！」

「早く食べたいね、乱ちゃん」

　神楽の右隣には双子が陣取り、二人でペチャクチャ談笑している。最後に現れた芙蓉は座卓の横端――一同を見渡す位置に座ると、

「お待たせいたしました、皆さま。分家の者は帰らせましたので、本家にいる紅羽家の者はこちらで全員になります。では、いただきましょうか」

　芙蓉にならい、京輔たちも合がつ掌しよう。

「「「いただきます！」」」と声をそろえ、紅い漆うるし塗ぬりの箸はしを手に取る。

　午後六時。紅羽本家の広間にて、九人による和やかな会食が始まった。

　毒島のおちょこに地酒を振る舞う芙蓉へ、鋭利が話しかける。

「……お母さま。兄さんと村むら正まさはいないんですか？」

「ええ、二人とも仕事に行ってるわ。刃ば更さらの方は予定通りに事が進めば、明日の午前中にでも帰ってくるんじゃないかしら？　村正は今海外にいるから、お盆ぼんいっぱい帰ってこられないかもしれないわねぇ」

「そうですか……相変わらず、忙しそうですね」

　芙蓉が口にした『仕事』とはもちろん暗殺のことだろう。家族の中で唯一、人を殺すことができない鋭利は複雑な表情を浮かべる。

「そういう貴女は、相も変わらず暇ひまそうですね」と、神楽があざけった。

　すると、芙蓉が意外なことを続ける。

「本当なら、神楽も今日の夜まで仕事のはずだったんだけどねぇ……早く鋭利に会いたかったのか、手て際ぎわよく終わらせちゃって。ふふ。この娘こったら、朝方帰ってきてからはろくに眠りもしないで、ソワソワしっぱなしだったのよ？」

「――ぶっ!?」

　神楽が揚げ出し豆どう腐ふを噴ふいた。

「芙蓉さまッ!?　まぎらわしい言い方なさらないでください！　仕事が早く終わったのはたまたま調子がよかっただけですし、眠らなかったりソワソワしていたりしたのは、出会い頭に一ひと太た刀ち浴あびせかけるためです！　あ、会いたかったわけでは――」

「唇に豆腐がついてるわよ、神楽？」

「触さわらないでくださいッ！」

　おしぼりを持つ鋭利の手を払いのけ、神楽が荒ぶる。自分でゴシゴシ口元を拭くと、鋭利から離れた。しかめっ面つらを紅こう潮ちようさせて、卓上を掃そう除じする。

　自分のおちょこに酒を注ぎつつ、芙蓉が「あらあら」と苦笑した。

　京輔たちが座る反対側へと視線を移し、尋ねる。

「ウチの料理はいかがですか、皆さま？　お口にあえばいいんですけど」

「はい、とっても美お味いしいです！」

　カボチャの煮物を頰ほお張ばる綾花が答え、満面の笑みを浮かべた。

　京輔もトマトの寒かん天てん寄よせを口に運んで「美う味まいです」とうなずく。どれも、家庭料理とは思えないレベルだ。プロの料理人を雇やとっているのかもしれない。

　プルガトリウム更生学院で出される食事は、どれも生ゴミみたいな味なので、尚なおさら美味しく感じられた。

　地酒と一緒に馬ば刺さしを味わう毒島が、しみじみと言う。

「いやぁ、酒も料理も美味しいですねぇ。こちらの料理は、お母さまが……？」

「はい。ただ、今晩は量が多いので、神楽にも手伝ってもらいました」

「「「えっ!?」」」

　京輔・煉子・綾花の三人が一斉に神楽を見た。

「…………なんです？」

「いや、なんつぅか、その――」

「意外です。あなたはマトモな料理が作れるんですね」

「う～ん、どうだろう？　まだ彼女の料理を食べてないだけかもしれないよ。美味しい料理の中に、とんでもない失敗作がまぎれこんでる可能性も――」

「ありません。料理など、決められた手順をなぞるだけでしょう？　失敗できる輩やからの気が知れません。そんなマヌケがどこにいますか」

　京輔たちは無言で神楽の隣を指さす。

「……な、何よ？」

　天ぷらをもぐもぐしていた鋭利が、顔をしかめた。

　神楽は「……まさか」と食事の手を止め、

「料理ができないんですか？」

「――――――――」

　鋭利はしばし硬直した後、視線を逸らしながら答える。

「できなくなくも、なくなくもない……けど？」

　神楽の手からポロリと箸が落ちた。

「ね、姉さん……冗談でしょう？　料理ができない、勉強ができない、人も殺せない。じゃあ、逆に貴女は何ができるんですか？」

「……息とか」

「息!?　そんなの虫でもできますよ。無能にも程ほどがあります！　紅羽本家の長女がこの体ていたらくでは、ご先祖さまに嗤わらわれますね。生ける身内の恥さらしです。今すぐにでも呼吸を止めて死ねばいいのに……なんなら、わたしが止めて差しあげますが？」

「無理無理。不意をついても止められなかったじゃない」

「んなっ……じょ、上等ですよ！　今この場で斬り伏ふせて――」

「これ、神楽！　食事の席で刀を抜くんじゃありません！」

「…………はい。申し訳ありません、芙蓉さま」

　芙蓉にたしなめられた神楽が、苦虫をかみ潰つぶしたような表情で席につく。あわや斬りかかられそうになった鋭利は、顔色一つ変えず吸い物をすすっていた。

　常じよう軌きを逸した姉妹のやり取りである。

　蒸し暑いのにヒヤヒヤしていると、煉子が袖を引いてきた。

「ねぇねぇ、京輔。私が『あーん』してあげようか？」

「……あん？　自分で食うし、いらねぇよ」

「ああんっ。いいじゃないかぁ、京輔ぇ～。私と君の仲だろう？」

「うるせぇ。お前は黙ってパックゼリー飲んどけ」

「はい、あーん……」

「いらねぇっつってんだろ!?　しかも、料理じゃなくてパックゼリーかよ！」

「うん。間接キスだね？　もじもじ」

「ストローだから間接キスじゃないだろ」

「じゃあ、直接キスをするかい？　フチュー……」

「ガスマスクが邪魔だ！　近づけんなよ、怖いから！」

「「――――――――」」

　騒ぎあっている京輔たちに、赤錆色の三さん白ぱく眼がんが突き刺さる。

　鋭利のものだけではない。神楽までもが、じっとりにらんできていた。

「あ、あの……なんすか？」




「貴方は姉さんの恋人ではないんです？」




「えっ!?」

「ええっ!?」

「――ぶっ!?」

　京輔と煉子がぶったまげ、鋭利が吸い物を噴いた。

　神楽が「……おや？」と怪け訝げんそうにする。

「てっきりそういう関係なのだと思ってました。姉さんと付きあっていながら他の女とイチャイチャするとは、命知らずの不ふ届とどき者め……と。ですが、違ったみたいですね。貴方が付きあっているのは、そのガスマスク女ですか？」

「うん、そうだよ。フシュー」

「ちげぇだろ！　オレは誰とも付きあってねぇ！」

「……そうなんですか、姉さん？」

　神楽が隣へ顔を向けると、鋭利はおしぼりで卓上を拭いているところだった。耳まで赤くなった鋭利は声を上ずらせ、

「当たり前でしょ!?　だ、だだだだ、誰がこんなゴクツブシなんかと……あり得ない。ふざけたこと言わないでよ、神楽！　バカじゃない!?」

「す、すみません……」

　意外にも神楽は素直に謝る。

「確かに、こんな外見からしてパッとしない男を好きになるはずありませんもんね？　いくら姉さんだからといって、言いすぎたかもしれません」

「……ハァ。そうよ。言っていいことと悪いことがあるでしょ、神楽？」

「はい……本当にすみません」

「お前ら、そんなにオレが嫌なのか？」

　今まで散々毒を吐いてきた神楽が『言いすぎた』って……。

　遠回しな悪口に、割と本気で凹へこんでいると、

「謝れ」

　――ビュンッ！

　視界を真紅の影が過よぎった。

「…………ッ!?」

　神楽が咄とつ嗟さに首を傾ける。一瞬前まで彼女の眼球があった空間を、長細い凶器が貫いた。縁側に面した中庭の池から、ぽちゃんっと音がする。

「なっ――」

　影が飛来してきた方へ顔を向ければ……。

「お兄ちゃんに謝れ。死んで、謝れ？」

　ヒザ立ちになり、右手を振り抜いた綾花が、光のない目で神楽を見ていた。その手元から朱塗りの箸が消えている。

　神楽の目玉めがけ、綾花が箸を投擲したのだ。

　京輔の額に脂あぶら汗あせが浮かんだ。

「お、おい……綾花、落ち着――」

　――ヒュンッ！

　身を乗り出した京輔の眼前を、今度は白い光が過ぎる。

　宙を斬り裂きながら飛来したそれは、綾花のツインテールを数ミリほど斬り飛ばして襖に突き立った。刃の仕込まれた鉄扇。

　神楽がゆっくり立ちあがり、殺気だった瞳をすがめる。

「……殺すつもりで仕掛けたのなら当然、殺される覚悟もできていますよね？　紅羽に殺意を向けたこと、その生命いのちを以もって後悔させてあげます」

「あなたこそ。お兄ちゃんを愚ぐ弄ろうした罪、地獄に落ちて未来永えい劫ごうあがない続けろ」

「綾花ッ！　お前、いきなり何してんだよ!?　やめろって！」

　大慌てで回りこみ、綾花を取り押さえる京輔と、

「神楽ッ！　刀を収めなさいよ！　素しろ人うと相手に本気になってどうするの!?」

　神楽の前に割りこんで、必死になだめようとする鋭利。

　綾花と神楽は視線をぶつからせ、バチバチ火花を散らしていた。

「気に入らない娘です。その生意気な喉、斬り破って差しあげましょうか？」

「クスクス。気があいますね？　綾花もあなたのこと嫌いです。だから、死ね！」

「楽しい夜ご飯だねぇ、繚くん！　はい、あーん」

「君がいればいつでも楽しいけどね、乱ちゃん。はい、あーん」

　罵倒と凶器が飛び交う食卓に構かまわず、双子が互いの口に食事を運びあう。

　毒島が、お酒を注つぐ芙蓉に訊いた。

「……アレ、止めなくてもいいんです？」

「ええ。放っておけば収まるでしょう。それよりも、先生。せっかくの同業者ですし、色々お話ししましょうよ」

「は、はぁ……」

「ねぇねぇ。そのお酒、私も飲んじゃダメかい？」

「いけません！　貴女は未成年でしょう」

「そうそう。飲酒はご法はつ度とですよ？　でも、ちょうどいいわ。妾、貴女についても色々知りたいんです。純粋な『人殺し』として造り出されたという、貴女の話……酒の肴さかなに聞かせてもらえませんか、《殺害機関マーダー・メイド》さん」

「ストップ！　それもいけません！　氷河さんのことはウチの最高機密トツプシークレツトですから。おいそれと情報を与えるわけには――」

「ダメ……ですか？」

「うおぉ!?　そ、そうですね？　ちょっとくらいだったら……」

「……また鼻の下が伸びてる。だらしないなぁ」

　芙蓉に手を取られて照れる毒島に、煉子が「やれやれ」と首を振る。

　一方、京輔と鋭利は妹たちの仲ちゆう裁さいを続けていた。

「すまん、ウチの妹が悪かった！　後で叱しかっておくから、許してやってくれないか」

「違うよ、悪いのはあの女だよ。お兄ちゃんが謝る必要なんかないもんっ！」

「……うん。妹が悪かったわ、ごめんね？　それと、あたしも便びん乗じようしちゃって――」

「なぜ姉さんが謝るのですかッ!?　ここで退ひいたら、紅羽の名が廃すたります！」

　座卓を挟んでにらみあう、綾花と神楽。

　出会って間もないというのに、すっかり犬猿の仲である。殺意こそ収まったものの、怒りは未だ鎮しずまる気配を見せない。

　数十分後――。

　どうにか二人を落ち着かせた頃、料理はほとんど冷めてしまっていた。





×　×　×






「フシュー。楽しい夜ご飯だったねぇ、京輔？」

「……そうだな」

　騒々しい夕食が終わって、午後八時過ぎ。

　テレビのバラエティ番組を観る京輔に、煉子が話しかけてきた。

　鋭利と綾花はお風呂に行っており、毒島はトイレ。座卓がどけられ、布団の敷しかれた宿泊部屋には現在、京輔と煉子の二人だけしかいない。

　お互いすでにお風呂を済ませているので、私服ではなく寝巻き姿だ。白地に紺の模様が描かれた浴衣ゆかたは、いかにも『旅館です』という趣おもむきである。

　禍まが々まがしいガスマスクの存在が、ムードをブチ壊しにしていたが。

「シュコー……私も皆とお風呂に入りたかったなぁ。ご飯も見ているだけで食べられなかったし、泊まる場所も別。私だけ扱あつかいひどくない？　ねぇ、ひどくない？」

「……そうだな」

「だよねぇ、ひどいよねっ！　ていうか暑苦しいんだよ、このマスク！　汗をかいても拭けないし蒸むれるし邪魔だし鬱うつ陶とうしいし、あああああああああぁ、もうっ！」

　煉子が癇かん癪しやくを起こし、無理やりマスクを脱ごうとし始めた。

　手をかけ「ふんぬぅ～～～っ！」と引っ張りながら、布団の上を転がり回る。

　しかし、固定ベルトに鍵がかかっているので、脱げるはずもない。脱げかかったのはガスマスクではなく浴衣の方だった。

　大の字になり、はだけた胸を上下させる。

「シュコー……シュコー……うう。やっぱりマスクをしたままでいいから、このお部屋で寝させてもらおうかなぁ。独ひとりで土蔵はいくらなんでも寂さびしいし。マスクをしてれば一緒に寝たって問題ないもんね？」

「……そうだな」

「うんうんっ！　いやでも、着けっぱなしだとストレス溜たまるんだよねぇ……う～ん、どうしよう。京輔はどっちの方が嬉しい？」

「……そうだな」

「そうだなじゃないけど。私の話ちゃんと聞いてる？」

「……そうだな」

「――――――――」

　煉子が無言で身体を起こし、京輔を見た。学院内では観かん賞しようできないバラエティ番組に釘くぎづけの京輔は、煉子の方を見向きもしない。

　時折「……ぷっ」と噴き出しては、ツッコミを入れたりしている。

　ガスマスクのこめかみ辺りから、ピキッという音がした。

「ハハハ。やっぱおもしれぇなぁ『マンソンハーツ』……って、来週二時間スペシャルなのかよ!?　けど、観れねぇじゃん……テンション下がるわぁ」

「下がってるのは私だあああああああああぁ！」

　煉子がブチ切れ、京輔に飛びかかる。

「のわあああぁ!?」と驚く京輔を引きずり倒し、布団の上で馬乗りになった。浴衣が着崩れているせいで、かなり際どいところまで胸が露出している。












　腹の上にまたがる身体から、濃こい石けんの匂いが香った。

「私とテレビ、どっちが大事なんだい!?　せっかく二人きりなのにっ！」

「そ、そんなこと言われても……とりあえずさ、どいてくんねぇ？」

「やだ！　どかない！　京輔が私を『好き』って言ってくれるまで、絶対どかない！」

「……ぷっ」

「テレビを観るなああああああぁ！」

　押し倒されたまま首を倒してテレビを観賞する京輔に、煉子が激げつ昂こう。

　浴衣の襟えりに手をかけて、裸にひん剝むこうとしてくる。

「ちょっ……おいバカ、やめろ！　何しようとしてんだよ!?」

「フシュー。私と二人っきりになるなんて軽率だったねぇ？　私を見てくれないなら、目を逸らせなくしてあげるだけさ。ほらほら京輔、よぉくご覧よ……このカラダを好きにさせてあげると言っているんだ。君も男なんだし、満まん更ざらでもないだろう？」

「…………うっ」

　不覚にも一瞬、揺ゆらいでしまった。視線が吸い寄せられる。

　胸だけではない。ほんのり湿しめった銀ぎん髪ぱつや上気した肌、艶なまめかしい鎖さ骨こつや細い肩、挙あげ句くの果てにはガスマスクにまで。その下にある素顔を想像してしまい、目が離せない。

　両想いになったら殺されてしまうと、わかっているはずなのに……。

「おや？　思ってたより抵抗しないね」

　煉子は京輔の頰に手を伸ばすと、しなやかな指をはわせて、

「やっぱり君も本当はシたいんだ？　よぉ～し……ご覧の通り口は使えないけど、それ以外でたっぷり気持ちよくさせて――」




「ただいま、お兄ちゃんっ！」




　あわや食べられかけたとき、綾花が戻ってきた。

　お風呂あがりでツインテールをほどき、浴衣に着替えた綾花は、

「鋭利さんの家、お風呂もすごいね～。実家に露天風呂があるとか、びっくりしたよ。浴よく槽そうはひのきだし！　おかげでついつい長風呂しちゃ――」

　京輔たちの姿を捉えた瞬間、停止。

　笑顔のまま一秒、二秒、三秒、四秒……。




「お邪魔しました」




　――ピシャンッ！　と障子を閉めて去る。

　京輔は急いで煉子をどかすと、廊下に飛び出した。

「待て待て待て待て、待ってくれ！　違うんだ、今のは勘かん違ちがいなんだ！」

「…………うん、何が？　綾花はなんにも見てないよ？」

　振り返った綾花の瞳は虚ろで、声も平へい淡たんだ。

　百パーセント誤ご解かいされている。綾花は「クスクス」と微笑み、

「だから、さっさとお部屋に戻ればいいと思うな。大丈夫だよ、お兄ちゃん。しばらく誰も近寄らせないもん。綾花がここで見張ってるから、思う存ぞん分ぶんヤればいいんだよ」

「勘違いだっつってんだろーが!?　とりあえず、来い！」

「ええっ!?　さ、ささささ、三人でしちゃうの!?　いきなりそれはダメだよ、ハードル高いよ！　お願い、待って！　せめて心の準備をさせてぇ～～～っ！」

「誤解をこじらせてるんじゃねぇよ！　マジでなんにもヤってないから！」




「……何やってんの？」




　廊下で騒ぐ兄妹に、呆れ混じりの声がかかった。

　見れば、綾花と同じくお風呂あがりの鋭利が眉をひそめている。

「……まぁ、別にいいけど。アイス持ってきてあげたから、こんなところに突っ立ってないで行きましょ。溶けちゃうわ」

「お、おう……？」

　アイスの袋を掲かかげる鋭利は、白地にイチゴやハートの模様がプリントされた浴衣を身にまとっていた。身体の前でリボンのように結んだ帯は、赤いタータンチェック。

　京輔たちが着ている来客用ではなく、鋭利の私物だろうか。

　やたらと子供っぽい部屋着に加えて今はポニーテールをほどき、化粧も全て落としているため、普段よりずっと幼く感じられる。

　ついまじまじと眺めていたら、鋭利がにらんできた。

「何よ？」

「い、いや……」

「すっぴんで悪かったわね！　お風呂あがりなんだし、しょうがないじゃない……あ、あんまりジロジロ見ないでくれる？　恥ずかし……ウ、ウザイから！」

　そっぽを向いて吐き捨てる。

　お風呂あがりで火照った頰が、ほんのり赤く染まっていた。刺々しい態度にイマイチ迫力がないのは、ノーメイクのおかげだろうか。

「鋭利、お前さ――」

「……な、何よ？」

「化粧してない方が可愛いんじゃねぇの？」

「…………ッ!?」

　鋭利が目を見開いてのけ反る。

　そのまましばし硬直した後、「……フンッ」と鼻を鳴らして、

「……ハ、ハァ？　何言ってんの。いいから。そういうの、いいから！　やめてよね。見え見えすぎて白けるわ。ないわー。そんなお世せ辞じであたしが喜ぶとでも思ってんの？　バ、バカじゃない!?」

　無意味に髪をなでつけながら毒づく鋭利。

　京輔は「いやいや」と否定し、

「お世辞じゃねぇぞ？　化粧してるときの鋭利は綺麗って感じじゃん。今は可愛いっていう感じだな。目つきも柔やわらかくなってるし、大人っぽさも減へった気がする。このままでも十分イケてんだから、無理に背伸びしなくていいんじゃねぇの？」

「……………………」

　素直に告げると、鋭利はうつむいてしまった。

　何か気に障さわることを言ってしまっただろうか、と京輔は焦あせる。

「え、えーっと……もちろん普段の鋭利も可愛いと思うぜ？　外見と中身のギャップが可愛いっていうか、意外で微笑ましいっていうか。化粧しなくても可愛いんなら、わざわざしなくてもいいじゃんって思わなくもないっていうか……それはさておき、部屋着まで可愛いなぁ！　何それ、イチゴ？　ハート？　お花とかお菓子まで描かれてるし！　似あいすぎだろ。可愛いお前に可愛い浴衣とか、可愛すぎてマジ可愛いな!?」

「…………いのよ」

　鋭利の口から低い声が漏れ出た。

　フォローしようとほめちぎっていた京輔は戸と惑まどう。

「あ、あの……鋭利？　なんでそんなに不機嫌そうなん――」

「うるさいのよ、バカ！」

　わめき、鋭利が面をはねあげた。

　イチゴのように火照った顔で激怒し、

「可愛い可愛い可愛い可愛い……なんなの？　ボキャブラリーが少ないの？　耳障りでうざったくってムズムズするから黙りなさいよぉ、バカあああぁ！」

「ふごっ!?」

　鋭利が京輔の口に、袋つきのままアイスをブチこむ。

　悶もん絶ぜつする京輔を放置し、「フンッ！」と歩いていってしまった。

「げほっ、ごほっ、うえぇ……何しやがんだよ!?」

「ありゃりゃ。どんまい、お兄ちゃん」

　唾だ液えきでベトベトの『ゴリゴリくん』（バナナ味）を引き抜き、むせる京輔。

　事態を静観していた綾花が、背中をさすってくれる。

「鋭利さんって、本当に初う心ぶだったんだぁ……クスクス」

「……何笑ってんだよ。アイスを口に突っこまれた兄貴がおもしろいのか？」

「ううん。違うよ、こっちの話！　なるほどなるほど……家はお金持ちだし、鋭利さんも案あん外がい悪くないかも？　けどまぁ、アタマの悪さと料理の腕で相そう殺さいだから、煉子さんの一位は揺るがないなぁ。綾花的には、ギリギリ許せなくもないレベル……？」

　綾花がどこからともなくメモ帳とペンを取り出し、何やら書きつけた。

　ブツブツ呟きながら、部屋に向かって歩き始める。煉子や鋭利を順位づけ（？）しているらしいが、よくわからない。

　後に残された京輔は後頭部をかき、

「げっ!?　もう溶けかけてるじゃん……」

　袋を剝むいてアイスを取り出すと、かじりつつ宿泊部屋へ戻った。





×　×　×






「そりゃあ、革命！　私の勝ちはもらったね！」

「残念、革命返しです！　そう簡単にはいかせませんよ、煉子さん？」

「革命返し返しだあああぁ！」

「な、なななな、なんですってーぇ!?」

「フシュー。私の方が一枚上うわ手てだったみたいだね、綾花ちゃん？」

「……革命返し返し返し」

「噓ぉ!?　固まりすぎだろう！　ダメだぁ、返せない……シュコー。こんな手て札ふだじゃ、どうしようもないよ」

　残り二枚のカードを放り投げ、煉子が布団の上に寝転がる。

　ハートの三とスペードの四だった。

「……はい、あがり。都みやこ落おちすればいい」

　鋭利がしれっと最後の札を場に出し、ほくそ笑む。

「んぐぐぐぐ……」と起きあがった煉子は、歯がみをして悔くやしがった。

「なんだよ、大貧乳のくせにぃ！」

「大貧乳て。大きいのか小さいのかどっちだよ」

「そんなの一いち目もく瞭りよう然ぜんじゃないか……」

「……た、確かに」

「二人まとめて地獄に落ちろ」

　にらみ、鋭利がスナック菓子をつまむ。

　時刻は現在、午後十時。京輔たちは部屋に集まり、トランプをしていた。

　ババ抜き、七並べ、神しん経けい衰すい弱じやく、ブタのしっぽ、大貧民……と遊びながら鋭利が持ってきてくれたジュースを飲み、お菓子を食べる。

　プルガトリウム更生学院では決して許されない贅ぜい沢たくだ。ついて来られなかった舞那の分もシャバの休みを満まん喫きつしようと、京輔たちはめいいっぱい楽しんだ。

　そんな中、保護観察官である毒島はというと――。

『あはは！　あはははは！　あはははははは！　この甘えん坊さんめぇ～』

　隣の部屋で毒性生物とたわむれ、じゃれあっている。その姿が見苦しくて襖を閉めたので、今は声だけ聞こえてきていた。

　鋭利が自室で寝ることもあってか部屋分けは結局、京輔たち兄妹と毒島。あんな男と二人っきりにならず済み、心底ホッとしたものだ。

　手際よくトランプを切りながら、煉子が皆に尋ねる。

「ところで、今日は何時に寝るつもりだい？」

「……さぁ？　眠くなったら寝ればいいんじゃないの」

「このまま夜よ更ふかし……するのは、さすがにいけませんかね。煉子さんは土蔵に入ってマスクを脱ぎたいでしょうし」

「そうだねぇ。一晩くらいだったら、我慢できるけど……」

「あたしは嫌よ？　徹夜なんてお肌に悪いじゃない」

「へぇ～、やっぱり気を遣ってるんですね。鋭利さん、顔だけはいいから」

「うんうん、鋭利は可愛いよねぇ。すっぴんだと二倍可愛いっ！」

「……ッ!?　かっ、かわ――」

　スナック菓子を取り落とし、鋭利が顔を赤らめた。

「可愛い可愛い、鋭利さん可愛い！　浴衣姿だと三倍可愛いっ！」

「ヨッ、浴衣美人！　和服がよく似あう！　貧乳だから四倍可愛いっ！」

「ハァ!?　や、やめなさいよ……なんなの!?　どいつもこいつも、あたしをバカにしてるわけ!?　可愛いなんて、そんなこと――」

「ちょっとトイレ」

「「「――――――――」」」

　立ちあがった瞬間、女子三人の冷たい視線が注がれる。

　京輔は「えっ!?」と困こん惑わくし、中腰のまま固まった。自分抜きで盛りあがっているようだったから、今のうちに済ませてこようと思ったのだが……。

「な、なんだよ。どうして、そんな目でオレを見る？」

「…………別に」

「あーあ、京輔……鋭利を恥ずかしがらせるチャンスだったのに」

「ここで最後にズドンッとキメてくれたら、楽しかったんだけどなぁ。大事なところで空気が読めないよね、お兄ちゃんって」

「……？　よくわかんねぇけど、オレは行ってもいいのか？」

「んなこと、わざわざ訊かないでくれる!?　こんなところでお漏らしされても嫌だし、行くならさっさと行きなさいよ、この遅ち漏ろう！」

「……遅漏？　どちらかっていうと、早そう漏ろうっぽくない？」

「ええっとですねぇ、この目でお兄ちゃんのを見たことがある綾花的には――」

「うるせぇよ！　変な話題で盛りあがるんじゃねぇっての……」

　下ネタ混じりのガールズトークに辟へき易えきしつつ部屋を出る。突き当たりにあるお手洗いを目指して、人気のない廊下を歩いた。

　ぎしっ、ぎしっ……と床板を踏む足音が、静かな薄うす闇やみに響ひびく。建てられて相当経っているのが、木材の傷いたみや汚れ具合から伝わってきた。

　ここが血ち腥なまぐさい家だという先入観を除のぞいても、何か出そうな雰囲気である。あるいは、独りになる瞬間を狙って、紅羽家が仕掛けてこないとも限らない。

　そう思ったら、途と端たんに心細くなる。

　自然と早足になり、意味もなく周囲を見回したりした。やはり誰かと一緒に来るべきだったか――と、京輔が後悔し始めたとき。




　ふと背後から首を戻した正面に、真紅の人影が立っていた。




「うわあああああああああぁ!?」

　悲鳴をあげて後退するも、足がもつれて転んでしまう。尻もちをつく京輔を、赤錆色の瞳が見下ろしてきた。

「…………なんですか、その反応は？」

　視線と同じく乾かわいた口調で訊いてきたのは、鋭利の妹――神楽だ。京輔が後ろを確認しているうちに、曲がり角かどから現れたのだろう。

　紅い浴衣を身に着けた神楽は、聞こえよがしに「……チッ」と舌打ち。

「人の顔を見るなり、悲鳴をあげるとは……失礼なかたですね。その上、見事な腰抜けっぷりです。弱者に手を出す趣味はありませんので、怯えなくても結構ですよ？」

　あざけるように笑った後、きびすを返そうとする。

「おい、神楽！　ちょっと待――」

「……はい？」

　足を止め、振り返る神楽。背中越しの半眼が京輔を捉えた。

「気安く名前を呼ばないでください。不快です」

「ん。す、すまん……じゃあ、紅羽？」

「ウチの家名を口にしないでください。不ふ相そう応おうです」

「そ、そうか……悪かったな、神楽ちゃん」

「やめてください。貴方にちゃんづけされると、鳥肌が立ちます」

「…………鋭利妹」

「却きやつ下かです。落ちこぼれの名前を出さないでください」

「どう呼んだらいいんだよ……」

「呼ばないでください」

「いやいや」

　――どんだけ嫌いなんだ。夕ゆう餉げの席で綾花と激突して以降、兄の京輔にまで当たりが厳きびしくなった気がする。尚、神楽と綾花はまだ仲直りしていない。

　困り果てる京輔に、神楽は溜め息を吐き、

「こんな男のどこがいいのやら……」

　呟き、さっさと歩き始めた。

　今しがた来たばかりの道を戻る形で――。

「……あれ？　お前、何しにこっち来たんだよ？」

　京輔たちが泊まる離れは、神楽の生活圏ではないはずだ。なんらかの用事で訪れたのだとしても、顔をあわせた瞬間、回れ右する意味がわからない。

　疑問を覚える京輔に、神楽が「……チッ」と舌を鳴らした。そういう仕草の一つ一つが姉の鋭利にそっくりだ。

「……別になんでもありません。貴方には関係のないことでしょう？」

「そうだけど。なんか気になっちまうだろ？」

　何せ、職業は暗殺者。相手が相手だけに、京輔たちをどうにかしようと画かく策さくしているのではないか、などと色々勘かんぐってしまう。

「……疑うたぐり深いかたですね。関係ないと言ったはずですが。あなたが気にすることではありません。呑気に枕投げでもしていてください」

　――枕投げて。修学旅行かよ。

　あながち否定できない空気なのが悲しい。

「いや、枕投げはしてないんだけどさ……今皆でトランプやってんだ。よければ一緒にやってかないか？　鋭利もいるぞ」

「結構です」

　即答だった。ダメ元で誘ってみたのだが、神楽の返事はにべもない。

「なぜ、わたしが貴方がたと過ごさなければならないのですか……貴方の妹、生なま意い気きな小娘もいるのでしょう？　顔をあわせたら、今度こそ殺してしまいかねません」

「小娘って……お前と綾花は同い年じゃねーか。それと『弱者に手を出す趣味はない』とか、さっき自分で言ってなかった？」

「やかましいですね」

　神楽がジト目で京輔をにらむ。

「……精神年齢なら、わたしの方が上です。弱者に手を出すつもりはありませんけど、手を出されたのなら話は別ですし。容よう赦しやなく返り討ちにしますよ？」

「勘かん弁べんしてやってくれ。妹の無ぶ礼れいは謝るからさ」

「……フンッ。貴方に謝られても困ります」

　神楽が憮ぶ然ぜんとして髪を払った。

「貴方と会話しててもストレスしか溜まりませんので、失礼させてもらいます。姉さんには『札を切っている暇ひまがあったら、人を斬れるようになってください』とでも伝えてください。では――」




「鋭利が人を殺せるようになったら、お前は態度を改めるのかよ？」




　去りゆく背中に、京輔は尋ねる。

　神楽はしばし黙考した後「……そうですね」と首肯して、

「そのときは認めてあげてもいいです。十中八九、あり得ませんけど……あんなヘタレに人を殺せるはずありませんから」

「同感だ」

「…………はい？」

　神楽が京輔を振り返り、いぶかしげな顔をした。

　刺すような眼差しを受け止め、京輔は笑う。

「鋭利は優しい奴だもんな。アイツが人を傷つけたり、殺してる姿はちょっと想像できないわ。そうだろ、神楽？」

「――――――――」

　訊かれ、神楽が口をつぐんだ。

　微かすかに目を見開いた後、視線を逸らす。

　鬱陶しげに吐き捨てた。

「……気安く呼ぶなと、言ったはずです」

　さようなら――と顔を背け、神楽が歩き去っていく。

　その背中を見送りながら、京輔はふとたわいない想像をした。

　神楽は京輔たちと過ごす鋭利が気になって、離れを訪れたのではないか。

　外からこっそり様子をうかがうつもりが、京輔とはちあわせてしまい、やむなく引き返したのではないか……と、勝手な思いをめぐらせる。

　鋭利を『優しい奴』と言ったとき、神楽が一瞬、嬉しそうな表情を浮かべかけたように見えたのだ。

　それは錯覚なのかもしれないが、少なくとも否定はしてこなかった。

　なら、信じてみたいと思う。

「血の繋がった姉妹……だもんな」

　鋭利の妹なのだし、悪い奴ではないだろう。

　そうであってほしいと願いつつ、京輔もまた歩き始めた。





















「おはよう、皆みんな！　昨さく晩ばんはよく眠れたかい？　フシュー」

　翌朝。京きよう輔すけたちが布団を畳んでいると、今日も朝からハイテンションな煉れん子こが侍女に連れられやって来た。

　まだ寝巻きの兄妹とは違い、タンクトップにダメージジーンズ。《安全装置ガスマスク》も装着しており、身み支じ度たくをきちんと済すませている。

「…………おはよう」

「おはようございます、煉子さん！」

　目をショボショボさせて返す京輔と、元気にあいさつする綾あや花か。煉子が「おや？」と首を傾かたむけ、いつも一ひと房ふさだけ跳はねている癖くせ毛げを揺らした。

「眠たそうだねぇ、京輔。あれからすぐに寝たんじゃないのかな？」

「ん。いや――」

「解散したのは零れい時じですけど、寝たのは明け方近くですね」

　起こされたのは午前七時なので、三時間ほどしか眠れていない。重たい瞼まぶたをこすり、京輔は「……ふわぁ」とあくびを漏もらす。

「綾花の奴が、寝かせてくれなかったんだよ……」

「えへへ。お兄ちゃんと二人っきりで寝るとか、すっごく久しぶりだしね！　思う存分堪たん能のうさせていただきました、はい」

「ええええええぇ!?　君たち、兄妹でナニしてたのさ!?」

「クスクス。秘密でーす。煉子さんでも教えてあげませーん！」

「…………怪あやしい」

　怪しいも何も、寝転がったまま雑談していただけだ。

　眠りそうになるたび頰ほおをペチペチ引っぱたかれたり、同じ布団だったり、互いの距離がやたら近かったり、軽いスキンシップを求めてきたり――と気になるところはなくもなかったが、やましいことはしていないので無問題だろう。

　物言いたげな煉子はとりあえず放置し、入り口の侍女に尋たずねた。

「そういえば、鋭えい利りは？　まだ寝てるんですか」

　侍女は能のう面めんを振り、事務的に答える。

「いえ。先ほど起こしてまいりましたので、そのうちいらっしゃるかと」

「……なるほど。じゃあ、オレらも身支度しとこうぜ？」

「はぁーい！　煉子さんは、夏休みっぽくラジオ体操でもしててください」

　――三十分後。

「…………来ねぇな」

「来ないね。何してるんだろ」

「いっち、にぃ、さーん、しっ！」

　京輔と綾花が身支度を終え、煉子のラジオ体操が五周目に突入しても、鋭利が訪れる気配は一向になかった。身支度に時間がかかっているのだろうか……。

　布団を片づけ戻ってきた侍女が、部屋を見回して言う。

「おや、鋭利さまはまだいらっしゃらないですか……恐らく二度寝でございましょう。今一度起こしてまいります」

「ちょっと待ったああああああぁ！」

　煉子がラジオ体操を止め、去さりゆく侍女を呼び止めた。

「君、今から鋭利の部屋に行くのかい？」

「はい。そうでございます」

「じゃあさ、じゃあさ！　私も一緒に連れていっておくれよ」

「やめとけ。鋭利の奴、あんなに嫌がってたじゃ――」

「はいはいはぁーい、綾花も行きたいっ！　鋭利さん、起こしに行きたーい！」

　制止しようとする京輔を遮さえぎり、綾花も煉子の申し出に乗っかる。

　すると、侍女はあっさりうなずいて、

「承しよう知ちしました。では、ご案内いたします」

「おいおい……」

　歩き始めた侍女の後ろに、煉子と綾花が嬉き々きと続いた。

　待ったをかける暇ひまもない。取り残された京輔はガシガシ頭をかくと、

「……ったく。怒られても知らねぇからな？」

　ひとりごち、煉子たちに追いつく。

　尚なお、京輔がついていくのは二人が暴走しないよう監視をするためであり、鋭利の――女の子の部屋に興味があるわけではない。

「いいかお前ら、部屋に着いても妙みような真ま似ねするんじゃねぇぞ？」

「それはフリかい？」

「ちげぇよ」

「フシュー。なぁに、心配しなくても大丈夫さ。――ね、綾花ちゃん？」

「はい。お部屋の散ちらかり具合やインテリアのセンス、いかがわしいモノや恥はずかしいモノの在あり処かを、徹てつ底てい的てきに調べ尽つくしてあげるだけですし」

「や、やめてやってくれ……」

　……綾花のチェックは厳きびしいからな。

　以前、見つからないと確信していたグラビア雑誌があっさり見つかり、

『今夜のおかずはソレでいいかな、お兄ちゃん？』

　と、ご飯の横に置かれていたときは血の気が引いた。運悪く両親も家にいたため――後の悲劇は、思い出したくもない。通称『爆ばく乳にゆうグラドルおかず抜き事件』。

　京輔の心に刻きざまれているトラウマの一つだ。

　などと悶もん絶ぜつしているうちに、宿泊部屋からだいぶ遠くへやって来ていた。離れよりも立派な母おも屋やの片かた隅すみへとたどり着く。




「到着いたしました」




　閉め切られた入り口の前で、京輔たちは足を止めた。部屋の中は静まり返っており、物音一つ聞こえない。やはり眠っているのだろうか……。

　障しよう子じに耳をつけていた煉子が、反対側で待機している綾花に『異常なし』のサインを送る。それに綾花が『了解』と返して、二人同時に京輔を見た。

　どうやら許可を求めてきているらしい。

　京輔は目を閉じ深呼吸すると、

　――『突とつ入にゆう』だ。

　うなずき、親指でクイクイッと部屋をさす。

　両端にスタンバイする煉子と綾花が、同時に入り口を開いた。次の瞬間、京輔たちの視界に飛びこんできた光景は、




　異次元。

　白とパステルピンクで埋うめ尽つくされた別世界だった。




「「「……………………」」」

　部屋に突入しかけた格かつ好こうで固まる、煉子と綾花。開け放たれた障子の真ん中、司令官よろしく腕を組んでいた京輔は、開いた口を閉じることができない。

　眼前に広がっているのは、洋室風にアレンジされた和室。床には真っ白いカーペットが敷しかれ、パステルピンクの壁紙が貼はられている。

　机や棚といった調度も色味が統一されており、可愛らしい小物やキャラクターグッズで飾られていた。天てん井じようには、シャンデリアまで輝かがやいている。

　クラクラするほど甘い匂いに満たされた、お姫さまチックな部屋の片隅――。

「……すぅ……すぅ……」

　天てん蓋がいつきのベッドから微かすかな寝息が聞こえてきた。白いレースのカーテンに阻はばまれ、詳くわしい様子はわからない。だが、間違いなくそこにいる。

「「「――――――――」」」

　京輔たちは無言で目め配くばせしあうと、足音を忍ばせて近づいていった。

　先頭を歩く煉子がカーテンに手をかけ、ゆっくり開く。

「……すぅ……すぅ……うぅん……」

　そこでは予想通り、寝巻き姿の鋭利が眠っていた。

　京輔たちの侵しん入にゆうに気づくことなく、安らかな寝息をたてている。

　腕に巨大なテディベアを抱いて。

「…………あざとい」

　その光景を目まの当あたりにした綾花が開口一番、呟つぶやいた。

　子供の身長ほどあるぬいぐるみを横向きになって抱きしめ、スヤスヤ眠る鋭利。そのほっぺを、煉子が恐る恐る突っつくが起きない。ペチペチしてみるが起きない。

　つまんでムニムニしてみても起きない。一向に反応しない。

「シュコー……すっかり熟じゆく睡すいしてるみたいだね」

「……だな。つかコレ、本当に鋭利か？　よく似た別人じゃねぇ？」

「うん、私もそう思っていたところだよ。双子の妹的な何かじゃないかな……」

　京輔と煉子は顔を並べて、鋭利によく似た生き物を眺ながめる。

　瞼まぶたを縁ふち取どる長いまつげと頰ほおにかかった赤あか錆さび色いろの髪。

　唇くちびるは半開きになっており、透明なよだれがこぼれていた。テディベアの顔にほっぺを押しつけ、ガッチリ抱きかかえている。

　寝ている間に着崩れたのだろう、ネグリジェの裾がめくれあがって綺麗な脚が大だい胆たんに露出していた。寝巻きの生地が薄いことも手伝い、色々なものがアウト寸すん前ぜん。

　起きているときの鋭利が決して見せない、無む防ぼう備びで隙すきだらけの姿だ。

「え、えーっと……オレらがコイツを起こす……のか？」

「起こした瞬間ブチ殺されそうだけど」

「だ、だよな……もう見なかったことにして、引き返そうぜ？」

「そうだねっ！　私たちは何も見てない、何も知らない。鋭利の部屋なんてなかった。後は召使いの人に任まかせて、速すみやかに退散――」

「起きてください、鋭利さあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁん！」

　怖気づく京輔たちを押しのけ、綾花が声を張りあげる。

「…………うぅ……ん……？」

　耳元で叫ばれた鋭利が、わずかに身じろぎをした。

「何してんだよ、起きちゃうだろーが!?　危ないからマジやめろって！」

「そうだよそうだよ、これはマズイよ！　逃げよう!?　ねぇ、早く逃げよう!?」

　京輔と煉子が引き止めるも、綾花は無視。

　鋭利の肩を揺さぶりながら一層大きな声を出す。

「朝です朝です、朝ですよおおおぉ!?　いつまで寝ているんですかあああぁ!?　ほら、起きてください起きてください、起きてくださああああああぁい！」

　しかし、鋭利はしぶとく起きない。眉み間けんに深いシワを寄せ「んんんぅ～～～……」と四し肢しに力をこめて、ぬいぐるみを抱きしめた。

　綾花のこめかみ辺りから、何かが切れる音がする。

　モフモフしたテディベアの腕を、両手でガシッとつかみ、

「だああああああぁ、もうっ！　起きろっつってんでしょうがああああああぁ!?」

　乱暴にグイグイ引っ張り始めた。最初こそ抵抗していた鋭利だが、所しよ詮せんはまどろみの最中。だんだん抜け落ちていき、ついには奪うばわれてしまう。

　その直後だった。




「…………プー太郎？」




　鋭利がうっすら瞼を開く。寝ぼけ眼まなこでよだれをぬぐい、腕の中からテディベアが失われていることに気づくと、途と端たんに血けつ相そうを変えた。

　上半身をガバッと起こして、自分が寝ていたベッドを見回し、

「プー太郎!?　どこ行っちゃったの、プー太郎!?　ねぇ、プー太――」

「「「――――――――」」」

　立ち尽くしている京輔たちを見止めた瞬間、停止する。

　鋭利の顔からみるみる血の気が失われていき、蒼そう白はくから真まっ青さおへ。

「なっ……な、なななな、ななななななな……」

　口をパクパクさせて喘あえぎつつ、今度は下からだんだん紅こう潮ちようしていって……。

「うぎゃ――――っ！　なんでいるのよ、あんたたちッ!?」

　顔一面が朱色に染そまるや否いなや、絶ぜつ叫きよう。

　枕を抱いてベッドの縁へりまで後退すると、せわしなく目を泳がせて、

「えっ、噓うそ……噓噓噓噓、なんでッ!?　なんであたしの部屋にこいつらがいるわけ!?　意味わかんない意味わかんない、何何何何……待って。お願い、待って！　ええっと、えっと……何コレ何コレ、なんなのよコレ!?　ああああああぁ……」

　一方、京輔たちは京輔たちで動揺していた。

　枕を抱いてもだえる鋭利を見つめ、

「……プー太郎？　このクマ、そういう名前のキャラクターなのか？」

「テディベアだから違うと思うよ。鋭利さんが自分でつけた名前じゃないかな？」

「ええっ!?　ぬいぐるみに名前をつけるとか……君、今いくつだっけ？」

「うううぅ……やめてぇ！　そんな目であたしを見ないでぇ！」

　皆の視線から逃れるように、鋭利が枕に顔をうずめる。

「へぇ～。よっぽど好きなんだなぁ、プー太郎……抱いて寝てたし」

「あざとすぎます。確かに、モフモフしていて気持ちいいですけど……モフモフ」

「ああっ、ズルい！　私にも抱きしめさせておくれよぉ！」

「ちょっ……何勝手にモフってんのよ!?　あたしのプー太郎を返せ！」

「ひゃあっ!?」

　鋭利が物凄い剣けん幕まくで顔をあげ、綾花からプー太郎をもぎ取った。そのまますぐに元の位置まで後ずさり、奪い返したプー太郎を抱きしめる。

　綾花が「……横おう暴ぼうだなぁ」と顔をしかめた。

「独どく占せん欲よく強すぎです、鋭利さん。お肉を盗とられて怒るライオンみたいな動きでしたよ？　どんだけ好きなんですか、プー太郎」

「うっ、うるさい！」

　耳まで赤くなった鋭利が腕に力をこめ、綾花をにらむ。

「そうよ、あたしはプー太郎が大好きよ！　コレがなくっちゃ、うまく眠れないのよ！　子供で悪かったわね!?　あざとくて悪かったわね！　はいはい、ごめごめ。ぬいぐるみ好きの何が悪いのよ!?　いいでしょ、別に！　可愛いんだから。文句あるわけ!?　なんなの？　勝手に入って勝手にバカにするとか、マジでなんなの!?　死ねばいいッ！」

　わめき散ちらす鋭利の瞳はパッチリ開いていた。

　いつも半分下りている瞼が、今はまったく下りていない。つまり、鋭利が今まで眠たそうだったのは、学生寮にこのぬいぐるみがなかったせい……なのか？

「…………死にたい」

　白とパステルピンクで飾られた部屋。

　プー太郎の胸に顔をうずめてすすり泣く鋭利を、京輔たちは黙って見ていることしかできなかった。





×　×　×






「……ああもう、最悪だわ。ほんとサイアク」

　大広間の食卓で、私服に着替えた鋭利が苦にが々にがしくうめく。五ご穀こく米まい、浅あさ漬づけ、焼き魚、味噌汁、小こ鉢ばち――並べられた朝あさ餉げには、一度も箸はしをつけていない。

　席についてからずっと、頭を抱かかえてうなだれていた。

「見られたら絶対からかわれると思って、隠してたのに……なんでよ。なんでわざわざ起こしに来ちゃうわけ？　あああぁ……消えたい。消えたいよおおおぉ～～～っ！」

　身をよじらせてもだえる鋭利に、京輔は苦笑。

　納なつ豆とうをかき混ぜつつはげましてやる。

「そんなに落ちこまなくていいだろ。可愛いじゃん、ぬいぐるみ。インテリアとかも、すげぇ女の子っぽくてさ。オレは全然アリだと思うぜ」

「ええー……そうかな？」

　しかし、綾花が即座に意見してきた。

　食卓の上に置かれたメモ帳を眺め、チェックリストを読みあげる。

「一メートルの巨大テディベア、ハート形のクッション、イチゴの目覚まし時計、お花の間かん接せつ照しよう明めい、キラキラした宝石箱ジユエリーボツクス、お菓子の雑貨、少女漫画でいっぱいの本棚――」

「あーあーあーあー、聞こえなーい」

　鋭利が両手で耳をふさいだ。

「……などなど、コレはさすがにやりすぎかなと。甘あま々あますぎて胸焼けしちゃうよ。綾花的には残念ながらナシ！　煉子さんはどう思います？」

「えっ、私？　そ、そうだねぇ……悪くはないんじゃないかと思うけど、うん」

　煉子はしどろもどろに答えると、パックゼリーをちゅーちゅーと吸すう。

　少女趣味をネタにしていじりまくると思いきや、普通に気まずそうだった。

　さすがの煉子も、これは下手にいじっちゃいけないネタだと判断したのだろう。その反応が逆に恥ずかしかったのか、鋭利がますます身もだえた。

「やめてぇ！　あんたまでフォローしないで！　ここはゲラゲラ笑ってからかうところでしょ？　なんで真ま面じ目めに気とか遣つかってるのよ……やだやだやだやだ！　どんどん無ぶ様ざまになってくじゃない。や、やめて……お願いだから、もう許してぇ……」

「……何を恥ずかしがっているんですか、姉さん？」

　そのとき、黙もく々もくと食事していた神楽かぐらが呆あきれ声で言う。

　神楽はうなだれる鋭利にジト目を向けると、

「貴女あなたの少女趣味は、今に始まったことではないでしょう？　昔から散さん々ざん、兄さまたちにからかわれてきたではありませんか」

「へ？」

　思わぬところから来た攻撃に、鋭利が面おもてをはねあげた。

　神楽は優ゆう雅がにご飯を口へ運びながら続ける。

「インテリアだけでは飽あき足たらず、服装まで変えようとしてましたよね？　わたしにはよくわかりませんが、ゴシック＆ロリータ……でしたっけ。やたらフリフリした洋服を着て、異い彩さいを放ちまくっていた記憶があります。雨でもないのに傘かさなどさして……理解に苦しむファッションでした。アレはもう着ないのですか、姉さん？」

「なっ――」

　鋭利が目を見開いた。京輔たちの視線が注ぐ。

　……純和風の家でゴスロリ？　鋭利の外見ならさぞ似あうだろうと思うが、環境にはそぐわない。浮きまくっているのが目に浮かぶようだった。

　綾花が「そういえば、クローゼットに色々あったかも……」と呟く。

「フリルだらけのドレスとか、パニエが入ったスカートとか、ガーターベルトとか……ヘッドドレスとかボンネットとか、猫耳カチューシャまであった気がする！」

「はい。自分で楽しむだけならまだしも、わたしにまで無理やり着せてきて……甘ロリでしたっけ？　赤あか子ご同どう然ぜんの格好にさせられ、パシャパシャ写真を撮られたことは今でもはっきり覚えています。この上ない屈くつ辱じよくでした……」

　神楽が箸はしを握りしめ、プルプルと震ふるえた。

　鋭利が「ハァ!?」と気け色しきばむ。

「屈辱って……あんたの方からせがんできたんじゃないの！　『姉さんばっかり可愛い服着てズルい』『神楽も着るぅ～』とか言って」

「なっ――」

　今度は神楽が絶ぜつ句くする番だった。

「ふっ、ふざけたことを抜かさないでください！　そんなの記憶にありません。過去を捏ねつ造ぞうしないでくれますか!?」

　叩きつけるように箸を置き、神楽が鋭利に向き直る。

「これ以上わたしを愚ぐ弄ろうするのなら、姉さんが昔、自分を主人公にした恋愛小説を執しつ筆ぴつしていたことを暴ばく露ろさせてもらいます」

「暴露させてもらいます――じゃないわよ！　しちゃってるじゃない!?」

　鋭利が卓たくに手の平を叩きつけ、神楽と対たい峙じした。

「もう怒ったわ！　散さん々ざんあたしをバカにしてくれてるけどね……あんたこそ昔は弱気で泣き虫で、いつも『姉さぁ～ん』とか鼻水垂らしながら、あたしの後ろをちょろちょろついて回ってたでしょ!?　そんな相手に嗤わらわれたくないわ」

「鼻水など垂らしていませんッ！　た、戯たわ言ごとを……ホラー番組を見た日の夜『独りじゃ怖くて眠れないから』と、布団に潜もぐりこんできたのはどこの誰だれですか」

「ああうん。それ、あたしじゃなくて神楽よね？　怖いものとか、別に全然平気だし。夜中『独りじゃ怖くてトイレに行けないから』って起こされて、わざわざ一緒に行ってあげたりしたでしょ？　何言ってんのよ」

「ぐっ――」

　神楽が気き勢せいをそがれ、押し黙る。頰を赤らめ眉まゆをつりあげているその表情は、年相応の子供っぽいものだった。

　すると、神楽の隣となりで食事していた双子が、顔を見あわせて、

「神楽お姉ちゃん、昔は鋭利お姉ちゃん大好きだったっけ、乱らんちゃん？」

「らしいよ、繚りようくん。あんまり覚えてないけど。なんか想像できないね！」

「うん、想像できない。意外だねぇ、乱ちゃん」

「うんうん。意外だよねぇ、繚くん！」

「大好きなどではありません」

　勝手に納得している双子を、神楽がひとにらみする。

　尚、芙ふ蓉ようは今朝早くから仕事終わりの長男を迎えに行っているらしく不在。話し相手を失なくした毒ぶす島じまは、黙々と食事していた。

　助け舟を出してくれるような人物はいない。

「フンッ……誰が姉さんなど好きますか。恥ずべき過去です」

　忌いま々いましげに吐き捨て、食事再開。

　仏ぶつ頂ちよう面づらで味噌汁をすする神楽を、綾花が「クスクス」と笑う。

「ゴミ神楽って、ツンデレなんです？　照てれてるように見えるんですけど」

「照れていません。黙ってください、クソ綾花」

　名前の頭に余よ計けいな単語をつけて呼びあう、綾花と神楽。二人は互いを毛嫌いしているみたいだったが、鋭利と神楽の場合は少々違う気がした。

　憎にくまれ口を叩きながらも、鋭利との思い出話を語る神楽は生き生きしていて、楽しげだったように思える。今は忌いみ嫌きらっているのかもしれないが、昔はきっと仲良しだったのだろうと想像させられる――そんな、微笑ほほえましいやり取りだった。

「……何、人の顔見て笑ってるんですか？」

「いや、別に」

「……チッ。どいつもこいつも」

　神楽が舌打ちをし、浅漬けをかみ砕くだく。

　イライラする神楽に向かって、京輔は尋ねた。

「ところで、ずっと気になってたんだけどさ……鋭利が昔書いてた恋愛小説、どういうストーリーなんだ？」

「ふぅん、京輔……よっぽど死にたいようね？」

　過すぎた話題を混ぜ返され、鋭利が殺さつ気きだつ。瞬間、神楽が『しめた』と言わんばかりに箸を止め、意い気き揚よう々ようと語り始めた。

「ああ、姉さんの処しよ女じよ作さくですね？　題名はそのまま『暗殺者の恋』。標ひよう的てきである一般人の少年と暗殺者の姉さんが、禁じられた恋をするお話で――」





×　×　×






「…………許さない」

　神楽が鋭利の赤あかっ恥ぱじエピソードを惜おしげもなく披ひ露ろうし、満足顔で去った後――食事の片づけられた座ざ卓たくに上半身を投げ出して、鋭利がうなる。

「絶対に許さないわよ、京輔」

「オレですか」

「……あんたでしょ」

　卓上にアゴを置き、鋭利が三さん白ぱく眼がんを向けてきた。

「あんたがわざわざ話を振らなきゃ、あたしが辱はずかしめられることもなかったのに……余よ計けいなことしてんじゃないわよ、トーヘンボク。死ねばいい」

　麦茶を飲んでまったりしていた京輔は、恨うらみがましい視線にひるむ。

「す、すまん……けど、いい物語だったよな！　覚悟を決めた鋭利が、相手を殺そうとするんだけど結局できなくて、涙ながらに想いを伝えるラストとか……」

「うんうん！　『あんたを殺すより先に、あたしが心を殺されちゃったわね（苦笑）』の決めゼリフには、天才的なセンスを感じたよ」

「相手の『いや、オレはとっくに殺されちまってたよ。お前と初めて会ったときには、もう心を瞬殺されてた（照笑）』ってセリフも素晴らしかったですよね！」

「……………………」

　京輔の発言を切きっ掛かけにして、煉子と綾花が盛りあがり始めた。

　鋭利の目め尻じりに涙が浮かぶ。

「京輔ええええええぇ～～～ッ!?」

「わ、悪い……フォローの仕方を間違えた」

　先ほど話題を振ったのも、神楽が鋭利について話す姿をもっと見たいと思ってのことだったのだが――いかんせん、踏ふんだ地雷がでかすぎた。

　まさか、あんなに小っ恥ぱずかしい内容だとは……。

　処女小説の他にも様々な過去話を暴ばく露ろされ、鋭利のライフはゼロに等しい。

　卓に頰をつけてだらける。

「……ハァ。厄やく日びだわ」

　ぼやき、鋭利が上半身を起こした。

　その場で大きく伸びをした後、立ちあがる。

「じゃあ、あたしはお墓はか参まいりに行ってくるけど……あんたたちは？」

「オレたちは、そうだなぁ――」

「鋭利さんのお部屋を再探索して、お宝を発はつ掘くつしたいと思いますっ！」

「お宝？　さては『暗殺者の恋』の原本だね、綾花ちゃん!?　よぉ～し、私も協力させてもらうよ。あわよくば、さらなる掘り出し物を発見しちゃおうっ！」

「……そう、わかったわ。小間使いの人たちに頼んで、あたしの部屋をしっかり守っておいてもらうわね？　虫一匹入れないように」

「「えー」」

　声をそろえて落らく胆たんする綾花と煉子に、鋭利が「……チッ」と舌を鳴らした。

「えーじゃない。一時間くらいで戻るから、宿泊部屋にいてもらえない？　屋敷の中をわざわざ探し回るの、めんどくさいし」

「「えー」」

「だから、えーじゃない！　京輔、よろしく頼むわよ？」

「おう。コイツら二人はちゃんと見張っとくから、安心しとけ」

「……うん、ありがと」

　尚、本来皆の面めん倒どうを見るべきはずの保ほ護ご観かん察さつ官かんはこの場にいない。食事を終えてすぐ『散さん歩ぽに行ってきます』と出かけてしまったのである。

　毒性生物を使えば、同どう伴はんしていなくてもこっそり監視できるのだろうが、単独行動の目立つ人だった。他人といるのが、あまり好きではないのかもしれない。

「――む」

　そのとき、鋭利がふいに気配を変じる。

　中庭でキャッキャと蝶を追いかけていた双子も、動きを止めた。

　鹿しし威おどしが水の重みで傾かたむき、涼しげな音を響ひびかす。




「ただいま」




　次の瞬間、その男は現れた。

　緋ひ色いろ袴ばかまに臙えん脂じの羽は織おりをまとう、十代後半ほどの少年。髪は赤と黒の二色メツシユで、右側頭部が編あみこまれている。耳には銀のピアスがはめられ、羽は織おり紐ひもにはシルバーチェーン。

　モデルのように端たん正せいな顔には、ほのかな微笑が浮かんでいた。

「…………兄さん」

「「刃ば更さらお兄ちゃんっ！」」

　鋭利が呟き、双子が走り寄っていく。

　緋色袴の男――刃更は、弟妹たちの頭を順番になでて、

「四日ぶりだね。元気してたか、お前たち？」

「「うんっ！」」

「ハハッ。息ピッタリだなぁ」

　赤しやく銅どう色いろの瞳ひとみを細めると、鋭利へ視線を移した。

　瞬間、刃更の笑顔がかき消える。

　乱の頭から手をどけて、鋭利の元へ歩み寄っていき、

「おやおや、鋭利……お前の方は半年ぶりくらいかな？　しばらく見ないうちに感じが変わった気がするね。少しばかり、確かめさせてもらおうか!?」

　部屋に入ると同時、畳たたみを蹴けりつけ急加速。

　腕を広げて躍おどりかかる刃更を――。

「お断りします」

　鋭利がひらりと回避した。

　刃更の両腕が空を切り、胸の前で虚むなしく交こう差さする。

「……ちえっ。つれない妹だなぁ。抱ほう擁ようくらいさせてくれてもいいだろう」

「嫌です。兄さん、香水臭いですから」

「えっ。噓、マジで？　くんくんくんくん」

　刃更がギョッと目を剝むいて、自分の身体からだをあちこち嗅かぎ出した。

「俺的には、ふわっと香る程度の量だと思うんだけど……あと香水じゃなくて御お香こうな？　フレグランス用の。さわやかでスパイシーないい匂いだろ？」

「……別に。相変わらずチャラいですね、兄さん」

「そういうお前は、相変わらず冷たいよなぁ。けど――」

　言葉を止めて腕を組み、刃更が鋭利の全身をまじまじと眺める。

　アゴをなでつつ目を細めると、

「相変わらず、綺麗だね？」

「……どこ見て言ってるんですか」

「脚だよ。太もも」

「恥ずかしげもなく答えないでください」

「いや、だって……なぁ？　『見てください！』と言わんばかりの短いホットパンツを穿はいといて『見るな』というのもおかしな話じゃないか」

「はぁ」

「さてはアレだな？　本当は見てほしいんだけど、素直に言うのが恥ずかしいから口の代かわりに服で示しめしているんだな？　恥ずかしがり屋のツンデレさんめ！」

「……あたしを怒らせたいんですか、兄さん？」

「ペロペロしたい」

「死ねばいい」

　毒づき、鋭利がそっぽを向いた。

　刃更は目を閉じ「本日最初の『死ねばいい』ごちそうさまでした」と合がつ掌しよう。再び瞼まぶたを開いたときには、鋭利ではなく京輔たちを見ている。

「……で、そちらが例のお客人かな？　ふむふむ、なるほど。これはこれは――」

　京輔、綾花、煉子……と視線を走らせ、眺めていく刃更。

　その目がピタリと煉子で止まった。

「――――――――」

　消え失うせる表情。目をすがめて観察しながら、

「…………君、素人じゃないよね？」

　さらりと看かん破ぱしてみせる。

「「えっ」」と驚く京輔たち兄妹。煉子は「フシュー」と笑い、刃更に訊いた。

「へぇ。どうして、そう思ったのかな？」

「どうして？　フッ……そんなの一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。俺くらいの猛も者さになるとね、ひと目で全てわかってしまうのさ。下手をすれば、三ケタ……その若さでソレとは恐れ入る。ここまですごい子には、中々お目にかかれないからね。久しぶりに血が騒さわいだよ」

「なっ……!?」

　――この男、煉子の殺害人数すらも見抜いたというのか？

　戦せん慄りつする京輔だったが、それだけでは終わらない。

「君が仮面をしている理由を推すい察さつするのも、簡単だ……そのガスマスクはただの奇抜なファッションじゃない。君の素す顔がお――正体を隠すためのものだろ？　だけど、残念……お見通しだよ。俺には全てが視みえているからね」

　刃更が不敵な笑みを浮かべる。

　瞳をギラギラさせて煉子を見つめ、

「そう、君は素人じゃない……マスクで顔を隠したグラビアアイドルだ！」

「「「「――――――――」」」」

　刃更が言い放った瞬間、なんとも言えない沈黙が降りた。

　鹿威しがカポーンと間抜けな音を鳴らす。

「……兄さん？　あなたは何をほざいてるんですか？」

　恥ずかしさで頰を染め、怒りに肩を震ふるわせて、鋭利が尋ねた。

　刃更は「フッ」と髪を払いのけ、したり顔で答える。

「だから、この女の子の正体だよ。いくらお忍びで素顔を隠していても、このおっぱいを見ればわかるさ。胸囲バストが三ケタ近くあるかもしれない。ここまで見事な巨乳――否、爆乳を持つ女の子が素人しろうとであるわけがないだろ!?　まだ中学生か高校生だっていうのに信じられない成長具合だ！」

「いいえ、兄さま。信じられないのは、あなたの思考回路です」

　鋭利が偏へん頭ず痛つうをこらえるように額ひたいを押さえた。

　煉子が「シュコー……」と嘆たん息そくし、豊かな胸を持ちあげる。

「残念だけど、私はグラビアアイドルじゃないよ？　ただのしがない美巨乳さ」

「なん……だと？」

　刃更がよろめき、驚きよう愕がくの表情を浮かべた。

　持ちあげられて存在感の増した煉子の胸を凝視し、

「そのおっぱいで素人……なのか？　おいおい冗談だろ、ダイナマイトハニー。ウチの鋭利とえらい差じゃないか。し、信じられない……しかも『美』巨乳だってえええぇ!?　ただ、口で言われても納得できないし、実際に確かめさせてもら――」

「待て」

「イテテテテテテテ!?」

　両手をワサワサ動かしながら近づこうとした刃更の耳を、鋭利が引っ張る。

「痛いな!?　お兄ちゃんを止めるんじゃない！」

「いや止めるでしょ、常識的に考えて。アホなの？　あまり動くと手元が狂って、指先のネイルが耳を斬きり裂さきますよ」

「…………うぃーっす」

　刃更が渋しぶ々しぶ抵抗をやめた。

　鋭利が「……チッ」と舌打ちし、刃更の耳から手を離す。

「救いようのないドスケベですね……誰かれ構わず口く説どいて毒どく牙がにかけようとする癖くせ、直した方がいいんじゃないですか？」

「失礼な！　俺は容よう姿しが優すぐれている娘にしか興味はないし、毒牙どころか歯し牙がにもかけないよ。あとロリコンではないからね？　いくら可愛くっても、乱とかあの娘みたいなちんまい女児には、死んでも欲情しないから！」

　あまり弁べん明めいになっていない弁べん解かいをして、刃更が綾花を指さした。

　綾花の顔から表情が消え、暗黒色の瞳から光が消える。

「なんかムカつくヒトですね……死んでも欲情しないというなら、死にますか？」

「コラコラ。物ぶつ騒そうなこと言うんじゃねーよ！　抑おさえろ、綾花」

　空からのグラスをつかんで立ちあがりかける綾花を、慌てて引き止めた。

　刃更が「――そういえば」と京輔を見る。

「鋭利が男を連れこむなんて珍しいよね。初めてじゃないかな？　俺たち家族以外の男と知りあいになるのは。どこまで行ったの？」

「……どこまでってなんですか」

「そりゃもちろん、キスとかスキンシップとかエッ――」

「死ねばいい」

　声と同時に振るわれた右手を、刃更がギリギリで回かい避ひした。

「危ないな！　真面目に首が飛ぶところだったぞ!?」

「ふざけたことを抜かすからですッ！」

　鋭利が顔を赤らめ、ネイルを胸に抱きこむ。

「キ、キスとかスキンシップとか……京輔とはそういう関係じゃありません！　ただのクラスメイトですから！　だ、だだだだ、誰が、あんなヘンタイ……」

「……変態？　そうか、彼は特とく殊しゆな性せい癖へきの持ち主なんだね」

「違います」

　――そんな、同類を見る目を向けられても困る。

「ふむ……まぁ、いいだろう。詳くわしいことはお昼どきにでも聞かせてもらうとするよ。仕事が終わったばかりで疲つかれてるんだ」

　言って「……ふわぁ」とあくび。

　刃更の仕事がどんなものかは、わざわざ訊くまでもない。

　鋭利の顔が微かすかに歪ゆがむ。刃更は唇くちびるの端を持ちあげ、




「お前も、早くマトモになれるといいなァ――《赤錆爪の処女ラステイ・ネイル》？」




「……………………」

　一瞬、ひどく加か虐ぎやく的てきな表情を浮かべてささやいた。

　そのまま答えられない鋭利の脇わきをすり抜け、縁側へ移動。

「じゃあ、またね？　後でゆっくりお話ししよう。自己紹介が遅れたが、俺は紅あか羽ばね本家の長男――紅羽刃更。十八歳で、カノジョはいるけど募集中。鋭利ともども仲良くしてもらえると嬉しいなぁ……殺し屋見習いの諸しよ君くん？　ひとまずは、おやすみ」

　一方的なあいさつと共に手を振り、笑みを残して去っていく。

「「刃更お兄ちゃん、刃更お兄ちゃんっ！」」

　双子が刃更の後を追いかけ、質問攻めにし始めた。

「今回は何人殺したの？」「刀は何本くらい使ったの？」

「用よう心じん棒ぼうをあわせて十人かな。一人一刀できっちり十本だね」

「強かった？」「弱かった？」

「答えるまでもないさ」

「カノジョさん、今何人いるの？」「殺した数より多い？　少ない？」

「ヒミツ」

「「えー。教えてよ！」」

　などなど。好こう奇き心しん旺おう盛せいな双子に、刃更がスラスラと答える。

　まるで世間話のようだがその実、語られている内容の多くは血ち腥なまぐさかった。もっとも、暗殺が日常的に行われている紅羽家では、それが『普通マトモ』なのかもしれない。

「……………………」

　三人の喧けん騒そうが聞こえなくなるまで、鋭利は唇をかみしめていた。





×　×　×






　――紅羽本家の敷地は広い。

　屋敷が建てられている平地はもちろん、山をいくつか丸ごと所有しており、私有地として部外者の立ち入りが禁じられているという。

　麓ふもととの交流もほとんどなく、かかりつけの医師や家庭教師など一部の許可を得た人々だけがかろうじて、屋敷に立ち入ることを許されていた。

　そして、彼ら裏社会に関わりのない者たちは皆、紅羽家の実じつ態たいを知らない。紅羽家には『表の顔』というものが存在しないため、まったく接点がないのだ。

　紅羽家が行うのはただ人殺しのみ。ゆえに多くの事こと柄がらは『殺す』か『殺さない』かによって判断され、処理される。

　それを一手に担っているのが――。

「お母さま、いつも穏おだやかで優しいんだけど……あれで意外とえげつないのよ？　紅羽に害なすものは徹てつ底てい的てきに殺すし、紅羽の益えきになるなら、たとえ相手が誰であろうと容よう赦しやなく殺させるんだもの」

　――紅羽芙蓉。鋭利の母親であり、紅羽本家の二十九代当主。

　その権力があまりに強大すぎるためだろう、芙蓉について話す鋭利の声からは、母に対する親愛よりも畏い敬けいの念が濃く感じられた。

　離れから渡り廊下を通り、母屋へ。墓参りを終えた後、京輔たちに広い屋敷を案内しながら鋭利は語る。

　自分が生まれ育った環境と、その家族について。

「あたしには、お母さまが何を考えてるのかわからない。表情や態度が全然変わらないから感情が読めない……それが怖いのよ。あたしが失敗したときも、そう。何回やっても殺せないのに、いつも『あらあら』なんて呑気に苦笑して……けど、六回目であたしが殺やり損そこねたとき、お母さまはなんにもしてくれなかった。根ね回まわしもせず放っておかれてたから、見限られたのかとばかり思ってたら……コレよ。いきなり家に呼びつけて、何事もなかったみたいに接して……本当、意味わかんないわ」

　ぼやく鋭利はひどく憂ゆう鬱うつそうだ。刃更と顔をあわせ、墓参りを終えてからの鋭利は、ずっとこんな調子だった。

　やはり鋭利にとって実家は居づらい場所なのだろう。京輔たちと別れて独りになったことでふさぎこみ、色々考えすぎてしまったのかもしれない。

　京輔は先頭を歩く鋭利の隣に並ぶと、

「わからないなら、直接訊きいてみるのはどうだ？　話ができねぇ人でもないだろ」

「…………まぁ、そうだけど」

　鋭利が渋い顔をした。

　人差し指に髪を巻きつけながら、気乗りしない態度で答える。

「あたし、お母さまがあんまり得意じゃないのよね……幼い頃から、暗殺者の『教育』と称しようしてひどい仕打ちを受けまくってきたし。寝ても覚めても修練修練修練修練、気絶するまでしごかれて、覚かく醒せいしたら再開。山奥に独りで捨て置かれたり、錘おもりをつけて滝たきに投げこまれたり、刃の雨に打たれたり、猛獣をけしかけられたり、謎の拘こう束そく具ぐをつけて生活させられたり……学院のカリキュラムなんて比べ物にならないくらい、超スパルタ教育だったわ。死にかけたのも一度や二度じゃない」

「……マジかよ？　教育ってか虐ぎやく待たいじゃん」

「うん。お母さまは『将来殺されないために、今死にそうな目に遭あわせてるのよ』とかうそぶいてたけど、どうだか……久く瑠る宮みやみたいに態度も厳きびしいならともかく、物もの腰ごしだけは落ち着いてるから余よ計けい怖くて」

「た、確かに……」

　嫌なギャップだった。苦手になるのもうなずける。

　腹に一いち物もつありそうだと思っていたら案の定、とんでもない母親だった。




「――だけどね、お父さまは違うの」




　ぽつりとこぼし、鋭利が口元をゆるめる。

　その声音は柔やわらかく、今まで聞いたことのない色をしていた。

「目つきが鋭くって強こわ面もてで、いつも不機嫌そうだった。普ふ段だんは無口であんまりしゃべらないのに怒ど鳴なると声が大きくて、叱しかられるたびすくみあがってたものよ。お母さまとは正反対な、気き難むずかしくて厳しい人だったわ。でもね……」

　寂しさと懐なつかしさ。

　深い愛情をにじませ、鋭利は続ける。

「すごく優しい人だった。仕事で留る守すが多かったんだけど、あたしが泣いたり落ちこんだりしてるときには、黙って頭をなでてくれたり、一緒にいてくれたりしたのよ。お母さまに内緒で、外に連れ出してもらったこともあるわ」

「……いい親父おやじさんだな」

「うん。元々は用心棒の仕事をしてたらしくて、紅羽とはなんの縁ゆかりもない人だったから価値観も違ってて……お父さまが近くにいてくれると、それだけで安心できたの。お父さまの大きな、ゴツゴツした手の感触は、今でもはっきり覚えてる――」

　言って、鋭利が手の平を見つめた。












　その瞳に悲しみが浮かぶ。

「……覚えてるのよ」

　消え入りそうな声で繰くり返かえし、うつむいた。

「鋭利……？」

　立ち止まった鋭利を振り向く。京輔たちの後ろを歩いていた煉子と綾花が追いつき、顔をのぞきこんだ。

「おや、大丈夫かい？　泣きたいなら、私のおっぱいを貸すけど」

「鋭利さん、ファザコンだったんですね……どんまいです」

「う、うるさい！」

　煉子たちから逃れるように歩き出し、鋭利が両手でほっぺを叩く。

「なんでもないわよ、別に。久しぶりにお墓へ行ってきたから、ちょっと感傷的センチになってるだけだし……心配されることじゃない」

　吐き捨て、鋭利が京輔を追い越した。

　そのとき見えた横顔は、やかましそうな仏頂面で。

「……そうか。なら、いいんだけどさ」

「シュコー……私のおっぱい、いらないのかい？　残念だなぁ」

「ではでは、綾花が鋭利さんの代かわりに……えいっ！　モミモミモミモミ」

「ひゃっ!?　あ、綾花ちゃん……これじゃあ歩きにくいよ。手を離――ひゃうんっ!?」

「へへへ。おっきい割には感度のいいおっぱいですなぁ。ほれ、ほれ、ほれぇ！」

「女同士で何やってんだ、お前ら……」

　京輔たちは父親に関する話題を切りあげ、鋭利の後を追いかける。

　しかし、とある和室の前を通り過ぎる際――。

「…………ん？」

　京輔は再び足を止めていた。

「なぁ。ここ、寄ってかなくていいのか？」

　それは仏ぶつ間まと思しき部屋だった。

　障子が開け放たれており、広さは八畳。ほのかに線せん香こうの匂いがする。仏壇の手前には精しよう霊りよう棚だなが設もうけられ、野菜や果物、鬼ほお灯ずきなどが飾られていた。

　精霊棚とは先祖の霊を迎える祭壇であり、鋭利の父親も、お盆の間は其そ処こにいる――はずだ。ならば、お墓ではなくこちらをこそ参るべきではないのだろうか。

「……………………」

　鋭利はしばし、何か言おうと視線を泳がせ、

「――別に？　もう寄ったから」

　しれっと答えて歩き出す。

「……そうか」

　うなずくと、京輔も歩き始めた。通り過ぎ際ぎわ、精霊棚を見る。

　京輔たちが今朝摂とったのと同じ食事が、朱色の盆に置かれて供そなえられていた。とっくに冷めている手つかずの料理。先祖に捧ささげられたそれから、遠ざかっていく背中へ視線を移し、吐息する。京輔はこう直感していた。

『もう寄った』という鋭利の言葉。

　あれは恐らく噓なんだろうな、と――。





×　×　×






　母屋を一めぐりした京輔たちは、玄関から外へ出る。

　高い石いし垣がきに囲まれた敷地はやはり広大で、屋敷以外にも納な屋やや土ど蔵ぞうといった物置き、茶ちや室しつや神社などの施設があちらこちらに点在していた。

　そんな中、鋭利たち紅羽家の者に、最も利用されているというのが『武道場』。

　母屋から程近い場所に建つ武道場の前には手ちよう水ず舎やと厠かわやが設もうけられており、赤い玉たま砂じや利りの敷かれた地面に渡り石の道が続いている。

　竹林を抜け、それらを視界に捉えたとき、鋭利がぼそっと呟いた。

「……誰かいるわね。神楽かしら？」

　鋭利は一瞬、のぞいていくか迷ったようだが……。

「ヒャッハアアアァ！　水だ、水だぁ！」

「冷たい水だぁーっ！」

「ちょっと!?」

　立ち止まった鋭利を追い越し、煉子と綾花が手水舎に群がる。柄ひ杓しやくをつかんでパシャパシャ水をかけあう二人に、鋭利は脱力。

「……何やってんのよ？　作さ法ほうがなってないわね」

　煉子の手から柄杓を取りあげて水をすくうと、左手を清めた。柄杓を持ち替え、次に右手。再び柄杓を持ち替えてから手の平に水を溜ため、静かにすすって口をゆすいだ後、吐き出す。最後に、両手で柄杓を戻した。

　その動作は流れるようで、何度も繰り返されてきたのがわかる。

「一杯分の手ちよう水ずでこうするの。わかった？」

「ちゅーちゅーちゅーちゅー」

　鋭利が得とく意い気げに顔を向けると、煉子は水すい盤ばんにストローチューブを差しこみ、一いつ心しん不ふ乱らんに水を吸っていた。その隣では、綾花が両手で水をすくって飲んでいる。

「…………聞け」

「うひゃあ、ちべたい！　何をするんだい、鋭利!?」

「もうっ！　常識のないヒトですね!?」

　二人に冷水を浴びせかけた鋭利が「……フンッ」と柄杓を戻した。そのまま手水舎を離れ、武道場へと向かってしまう。

　京輔は一応見よう見まねで手を洗い、鋭利の後を追いかけた。

「おおっ、こりゃまた随ずい分ぶんデカいなぁ……」

　ほどなくして正面玄関に着く。瓦かわら葺ぶきの立派な建物で、当然のごとく紅い。

　格こう子し戸どの向こうから、床板を蹴るような音と『うりゃあ！』とか『そりゃあ！』とかいう掛け声が聞こえてきた。

「……繚と乱？　相変わらず元気ね」

　苦笑しながら戸を開き、鋭利が武道場に入る。

　すると――。




「やぁ、君たち。いらっしゃい」




　緋色袴に臙脂の羽織をまとう少年が、のんびり笑いかけてきた。硬直する京輔の隣、鋭利が「……チッ」と舌を打ち鳴らす。

「まだ起きてたんですか、兄さん。さっさと寝ればいいのに」

「いやぁ、俺もそうしたかったんだけどさ。コイツらが寝かせてくれなくて……」

　――まいったよ、と傾けられた首のすぐそばを、白い刃が斬り裂いた。間かん髪はつ入いれずに奔り抜けた刃も頭を下げてかわしつつ、刃更がうそぶく。

「いやはや。モテる男は辛つらいねぇ」

「……そうですか。なら、今寝てはどうです？　永と久わの眠りにつけますよ」

「あはは。それが実際、何度も落ちかけてるんだ。徹てつ夜や明あけだから、すげぇ眠くて……いっそ傷でもつけてくれれば、醒さめるんだけど」

「……ふわぁ」と右手で口元を覆い、刃更がわずかに身体をズラした。

　一瞬前まで刃更の手首があった空間を、黒い刃が交こう叉さして通過。ほぼ同時に振り下ろされた白い刃の連撃も、虚むなしく刃更の残ざん像ぞうを斬る。

「え、えーっと……」

「ほらほら、お前ら。剣けん閃せんがヌルいぞ？　そんなんじゃあ、蝶ちよう々ちようも斬れない」

「うるさい死ねぇ、刃更お兄ちゃんッ！」

「死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ねぇ、刃更お兄ちゃんッ！」

「「殺られちゃええええええええええええぇ！」」

「…………なんだ、アレ？」

　当とう惑わくする京輔の前――武道場の真ん中辺りで、退たい屈くつそうにたたずむ刃更。

　その刃更を斬り伏せようと、双子が躍やつ起きになっていた。

　黒い刃と白い刃を手に跳ね回り、縦じゆう横おう無む尽じんに斬りかかっていく。

　双子が握る双剣はハサミを分解したものらしく、丸い持ち手をクルクル回して順じゆん手てと逆さか手てを目まぐるしく替えながら、変幻自在に躍りかかっていった。

　双子ゆえ、コンビネーションも抜群。時に一緒に時にバラバラに、タイミングをあわせたり外したりして、巧たくみに虚きよを突く兄妹の斬ざん撃げきを――。

「なぁ。お前もそんなところに突っ立ってないで、来ないか？」

「……いいえ、兄さん。遠慮しときます」

「えー。つれない妹だなぁ」

　刃更は雑談混じりに回避し続ける。最小限の足運びと身体運びで、悠ゆう々ゆうと。

　嵐のような双子の剣舞は、刃更の服をかすりもしない。

　――目を疑う光景だった。

　武道場の中をのぞいた煉子と綾花も、びっくりして固まっている。鋭利一人が平へい然ぜんとした顔つきで、肉親に斬りかかられる肉親を眺めていた。

「おい、鋭利……アイツら、何やってんだ？」

「何って、見ればわかるでしょ？」

「わからないから訊いてるんだが……」

「たわむれてるの」

「…………え？」

「紅羽家ウチでは割とよくあることなのよ。遊び道具がもっぱら真剣だから、それを使ってたわむれてるだけ。繚も乱も、別に本気で殺そうなんて思っちゃいないわ。殺すつもりで挑いどみかかっても殺せないけどね？　実力差がありすぎるもの」

「ご明めい察さつ」

　鋭利の言葉に歯を見せ、刃更が動く。

　上半身をかがめるようにしながら、斬撃の隙間をくぐり抜け、

「きゃっ!?」

「うわぁ!?」

　刃更が腕を持ちあげて、乱の身体に触れた――ように見えた瞬間、空中で双子同士が衝突していた。

　二人は真正面からゴチンッと額をぶつかりあわせ、墜つい落らく。

　得物を取り落としてもだえる。

「ううううぅ、痛い……痛いよ、乱ちゃん」

「わたしだって痛いよ、繚くん……ううううぅ」

「あはは！　痛がり方までそっくりだなぁ、お前ら。呼吸がピッタリすぎて、逆に崩しやすいぞ～。今回もまた刀を抜かせる前に終わっちゃったなァ、繚？　乱？」

「「ううううううううぅ～～～っ！」」

　勝ち誇ほこったように笑う刃更をにらみつけ、双子がうなった。

　刃更は呑気に「う～ん」と伸びをしている。

「やっべぇ、眠い……すげぇ眠いわ。お兄ちゃん眠い！　てことでお願いなんだけど、鋭利――お前、俺の眠気を吹き飛ばしてくんない？」

「お断りです。眠いんだったら、さっさと寝ればいいでしょう」

「いや、まぁそうなんだけどさ。今から寝ても中ちゆう途と半はん端ぱな感じじゃん？　大体半年ぶりに会ったんだ。兄としては是ぜ非ひ、成長具合を確かめさせてもらいたい」

「……別に。大して成長してませんけど」

「ごめん。胸の話ではなく――」

「知ってます」

　イラだたしげに返答した後、小さな声で「……そっちはちゃんと成長してるし」などと反論する鋭利。煉子がすかさず「ダウト」とツッコんだ。

　鋭利が「ハァ!?」と真っ赤な顔で振り返る。

「噓じゃないわよ！　一センチくらいは成長して――」




「はい死んだ」




「…………ッ!?」

　次の瞬間。鋭利が身体を震わせ、のけ反った。

　見れば、刃更が着物の左袖に忍ばせていた手を抜き放ち、何かを投げ終わったような格好で嗤っている。

　すがめられた瞳は、鋭利の背――心臓の裏側を正確に貫いていた。

「今、油断してたろ？　してたよな？　じゃなきゃ、剣士が背中をさらすわけがない。俺を誘さそう罠わなかと疑ってたのに、あっさり殺やられちまうなよ」

「…………ぁ」

　鋭利が自分の背中に手を回す。

　それから、ゆっくり刃更のことを見た。

「ヌルい環境に馴な染じんで、ヌルい連中とつるんで、ヌルい指導を受けて……お前自身もヌルくなったのか、鋭利？　成長してないどころか鈍にぶってるじゃん。嗤わせるなよ、《赤錆爪の処女ラステイ・ネイル》。殺す度胸のないお前から、技術を取ったら何が残るんだ？」

　容よう赦しやなく叱しつ責せきされた鋭利が、唇をかむ。

　――その背中には、何も刺さっていなかった。

　暗器を放つ動作をしただけで、実際に投げ放ったわけではないのだ。

　しかし、刃更の視線や指にこめられた殺意は本物。

　刃更が暗器を放っていたら、鋭利は背中から心臓を貫つらぬかれ、絶命していただろう――と確信させられるだけの殺気が、刃の代わりに鋭利を刺し貫いていた。

「やれやれ。腕はどうだか知らないが、心は鈍ってるみたいだねぇ、鋭利？　ガッカリだよ……ああ、残念残念」

　腕を下ろして嘆息し、刃更が気配を和やわらげる。

　鋭利たちのいる入り口へと足を進めて、

「う～ん。やっぱり眠たすぎるから、昼過ぎまで寝てくるわ……ふわぁ」

「――――――――」

　あくびしながら鋭利の横を通り抜けると下駄を履き、さっさと退散していった。鋭利は反応することができない。

「え、ええっと……なんかごめんね？　ただ、君のおっぱいは、その……まぁまぁ成長してるんじゃないかな。一センチくらいならきっと、うん」

「そうですよ！　一センチどころか二センチ、もしかしたら三センチくらい成長してるかも!?　あんなチャラ男の言うことなんて、気にしないでくださいっ！」

　煉子が肩を叩いてはげまし、綾花が必死に元気づけようとする。

　鋭利はそんな二人の声も届いていない様子でうつむき、立ち尽くしていた。





×　×　×






「はい、流しますよー」

　赤い花々が咲き乱れる庭に、芙蓉の明るい声が響いた。

　生き糸いとのように白く美しい麺めんが、穏おだやかな水流に乗ってぷかぷか流れてくる。

「もらったあああああああああぁ！」

　瞬間、真紅の箸が一本残らず麺をすくい取り、琥こ珀はく色いろの液体に落とした。すりゴマ、浅あさ葱つき、ミョウガ、生しよう姜がなどがたっぷり入ったつゆを絡ませ、麺を持ちあげる。

　それを口元まで持っていったところで、

「シュコー……マスクが邪魔で食べられないや」

　漆しつ黒こくのガスマスクに阻はばまれて、しょんぼり麺を下ろした。煉子の下流に陣じん取どる綾花が「……なんで取ったんですか」と、箸を構えたままジト目を向ける。

　眼前では縦真っ二つに両断された竹の中、透明な水がゆるやかに流れていた。斜ななめに置かれた竹の最も上流で、菜さい箸ばしを持つ芙蓉が笑う。

「麺はたくさんご用意しておりますからね？　たぁんと召めしあがってください」

　傍かたわらには侍女が控ひかえて、氷水にたっぷりそうめんが入った木製のたらいを抱え持っていた。芙蓉がそこから麺をすくいあげ、竹の中に落とす。

　いわゆる『流しそうめん』というやつだ。

「はい、綾花ちゃん。あーん……」

「はむっ！　ちゅるるるる」

「美お味いしい？」

「うんっ、冷たくって美味しい！　清涼感がありますよね」

　自分が先ほどすくった麺を、綾花に食べさせる煉子。

　仲むつまじい二人の前を通り過ぎ、流れてきたそうめんを――。

「よっ」

　京輔がすくった。そして、

「ほら。元気出せ」

　すぐ隣、下流でぼんやりしている鋭利の器に入れてやる。

　鋭利が伏せていた目をあげ、京輔を見た。

「ん……あ、ありがと」

　礼を言い、音をたてずに麺をすする。時刻は現在、正午過ぎ。武道場での一ひと悶もん着ちやくからまだ一時間ほどしか経っていない。

　消しよう沈ちんしている鋭利の下流で、神楽が「……フンッ」と鼻を鳴らした。

「そうめんすら自分ですくえないんですか、姉さん？　そんなんだから、あの女たらしにナメられるのです。だらしない」

　流れてきたそうめんを箸で取り、イラだたしげにすする。

　刃更はまだ眠っているらしく、この場にはいなかった。繚と乱は流しそうめんが面倒なのか、縁側で普通にそうめんを味わっている。

　毒島は最も下流の竹が切れるところで、ザルと一緒に待機していた。

　青く晴れ渡った空の下、鋭利の表情は晴れない。

「だらしなくって、ごめんね……」

「ごめんじゃありませんよ、まったく……本当に腑ふ抜ぬけですね、貴女は。どれだけ恥をさらせば気が済むのですか？　救いようがないアンポンタンです」

「…………ごめん」

「だから、ごめんじゃありませんけど。それしか言えないのですか？　屍し体たいみたいな顔をして……あの男に突かれただけで、ポッキリ折れてしまったんですか？　もろすぎでしょう、姉さんのメンタル。紅羽本家の恥ち部ぶですね。ああ、恥ずかしい」

「おい、神楽――」

「なんです？」

　間に入ろうとした京輔を、神楽がにらんでくる。

「赤の他人が姉妹の会話に入ってこないでもらえませんか。それと、気安く呼ばないでください。会って間もない女性のことを、下の名前で呼び捨てにするなど……そこはかとなく刃更兄さんと同じ臭においがしますね？　貴方も女たらしですか」

「はぁ？　んなわけ――」

「では、なぜ貴方だけしか男のかたがいないのですか？」

　神楽が低い声を出し、京輔の反論をさえぎった。

「姉さんに、ガスマスク女に、クソ綾花……教師を除のぞけば、周りは全員女性ですよね？　姉さんはともかく後の二人は貴方に首ったけですし。そのうち姉さんも骨抜きにして、まんまといただくつもりなのでは？」

「…………いただく？」

「はい。犯おかすという意味です」

「「ハァ!?」」

　京輔と鋭利、二人の声が綺麗にハモる。

「バ、バカヤロウ！　んなこと、これっぽっちも考えてねぇよ！」

「おっ、犯……そんな単語をさらっと口にしてんじゃないわよ、あんた！」

　一方、神楽は涼しげだ。麺をヒョイッと取りながら、

「姉さん……『犯す』と口にしようとしただけで、何をそんなに恥ずかしがっているのですか？　相変わらずアタマの中がパステルピンクですね……少女漫画でキスまでしか読んだことがないのに、外見ばかり背伸びをしても滑こつ稽けいですよ？」

　あざけり、優ゆう雅がにそうめんをすすった。

　鋭利が「……うっ」と鼻はな白じろむ。

「いいですか、姉さん。男とは、即すなわち獣けものなのです。この男は今しがた『これっぽっちも考えていない』と言いましたけれどね……そんなものは噓です。口先だけです。実際は寝ても覚めても、四六時中エロいことしか考えておらず、姉さんの美脚やくびれた腰やなめらかな鎖骨や色っぽいうなじを見て、劣れつ情じようを募つのらせている淫いん獣じゆうなのです」

「淫獣て」

　――そんな単語をどこで覚えたんだよ。まだ十三歳だろう？

　呆れる京輔を無視して、神楽は続けた。

「そんな獣に美味しくいただかれようが、それで貴女の身体が汚よごされようが、どうでもいいんですけどね。紅羽の血だけは穢けがさないでください」

「……わ、わかってるわよ」

「本当ですか？　避ひ妊にんは徹底させてくださいよ」

「「避妊ッ!?」」

「はい。生はダメだと思います」

「生て」

「中出しなどもっての外ほかですからね？」

「……おいおい」

　やたら生々しい単語がポンポン飛び出してくるな……。裏社会とはいえ立派な社会人だけに、色々成せい熟じゆくしているのかもしれない。

　などと思っていたら、鋭利が意外な言葉を口にした。

「ふ、ふぅん……半年会わないうちに随ずい分ぶん、耳みみ年どし増まになったのね？　今聞かせてくれた話って、全部あの『薄い本』の影響なのかしら」

「――は？」

　その単語を聞いた瞬間、神楽の顔色が変わる。

　流れてきたそうめんをすくい、鋭利が言いづらそうに続けた。

「今朝、墓参りの前にあんたの部屋をのぞいたんだけど……そのとき、たまたま見つけちゃったのよ。なんていうか、その……少しアブノーマルな漫画を。内容は……うん。表紙とタイトルを見て、そっと元の場所に戻したわ……ご、ごめんね？」

「なっ!?」

　神楽の手から箸が落ち、めんつゆがこぼれる。

「あ、貴女……何、勝手に部屋をあさって……わたしの部屋を、勝手に――」

「…………ごめん」

　神楽は、目を逸らしてうつむく鋭利につめ寄ると、

「貴女が見たタイトルは？」

「い、言えない……覚えてないわ」

「どんな表紙絵でしたか？」

「さ、さぁ……」

「白はく状じようなさいッ！」

　視線を泳がす鋭利の肩をつかんだ。

　しかし、鋭利は答えない。恥ずかしそうにもじもじするだけだ。

　神楽がうつむき、薄うすら笑いを浮かべる。

「……そうですか。あくまで素そ知しらぬフリを続けるつもりなんですね？」

　赤錆色の前髪が垂れ、目元に昏くらい影を落とした。

　腰帯へとゆっくり右手を伸ばし、

「ならば、仕方ありません。貴女が一体どの同人誌を見たのか……見てしまったのか、力ずくでも聞き出させてもらいますよ、姉さん!?」

　瞬間、神楽が鉄扇を抜ばつ刀とう。

　飛びのき逃げる鋭利を追いかけ、得物を振るいまくる。

「ちょっ……だから、覚えてないんだってば！　あ、あたしは何も――」

「噓です！　ならどうして、そんなに気まずそうなんですか!?」

「べ、別に――」

「別にじゃありません！」

　かがんでかわした鋭利の代わりに、庭の細い木が斬り飛ばされた。

「……………………」

　取り残された京輔は、ポカーンと姉妹の争いを眺める。紅羽家の者たちは、食事すら普通に摂れないのだろうか……。

　逃げる鋭利と追う神楽。遠目には、たわむれているように見えなくもないその光景を横目に、煉子と綾花が移動してきた。

「フシュー。鋭利、元気になったみたいだね？　よかったよかった」

「あーあ。せっかくお兄ちゃんと二人にしてあげたのに……余計な邪魔が入っちゃったかぁ。ゴミ神楽って、なんだかんだで鋭利さんにベッタリじゃないです？」

　煉子はストローチューブでめんつゆだけを吸いながら、綾花はちゅるちゅるそうめんをすすりながら、それぞれ京輔の両隣に陣取る。

　縁側では繚と乱が、麺を食べさせあって談笑していた。

「いいなぁ、神楽お姉ちゃん。僕も鋭利お姉ちゃんと遊びたい！」

「いいなぁ、鋭利お姉ちゃん。私も神楽お姉ちゃんと遊びたい！」

「……混ざっちゃおうか、乱ちゃん？」

「うん。混ざっちゃおう、繚くんっ！」

「「わああああああぁい！」」

　双子がハサミを手に立ちあがり、裸足はだしのまま鋭利と神楽に特攻していく。

「邪魔をするんじゃありませんッ！　先に黙らせますよ!?」

「め、めんどくさ……あたし、そうめんが食べたいんだけど――」

「「あはははははははははははは！」」

　姉妹の鬼ごっこが、瞬またたく間に乱戦へと変化した。

　互いを斬り伏せようと刀を振り回し、庭を駆けずり回る子供たちを見て、マイペースに麺を流す芙蓉が「あらあら」と苦笑する。

「今は食事の席なのに、もう……落ち着きのない子たちねぇ。お客さまには迷惑かからないように、くれぐれも気をつけるのよ？」

「風ふう鈴りん代わりに剣けん戟げきの音ですか。風流ですねぇ……お、梅うめ味あじだ！」

　落ちてきたピンクの麺を取り、のんびり『ざるそうめん』を味わう毒島。

　中々に混こん沌とんとした状況だったが、呆あつ気けに取られる京輔以外は平然と、それぞれの時間を愉しんでいるように思えて――。

（……ここには、オレしかマトモな奴がいないのか？）

　自分と同じ一般人の感性を持つクラスメイトが、ひどく恋しい。

　この状況についていけない京輔は独り、今頃学院でお留守番をしているであろう舞まい那なを想い、入にゆう道どう雲ぐもがそびえる夏空を仰いだ。





×　×　×






「…………身も心も疲つかれ果はてたわ」

　縁側に寝転がった鋭利が、弱々しい声で呟く。

　怪我こそ負っていないものの、双子の斬撃から逃げ回り、神楽にしつこく詰きつ問もんされた鋭利は憔しよう悴すいしきっていた。

　汗まみれで仰向けになった鋭利を、煉子が団扇うちわでパタパタあおぐ。

「お疲れさま、鋭利。西瓜すいかジュース飲むかい？」

「……いらない。普通に食べる」

　紅い液体の入ったグラスを押し戻し、鋭利が上半身を起こした。煉子の反対――右隣では、綾花と京輔が並んで座り、半月形の果実にかじりついている。

「わぁ、甘ーい！　よく冷えてて美味しいね、お兄ちゃん」

「ああ。日本の夏はやっぱり西瓜だな」

「うんうん、だよねっ！　西瓜だよねぇ～～～っ！　……ってことで、京輔。瑞みず々みずしい西瓜を味わった後は、是非――」

「西瓜割りしない？」

「シュコッ!?　どこ見て言ってるんだよ、鋭利！　私の西瓜は柔らかくってデリケートなんだから、優しく取とり扱あつかってほしいんですけど!?」

「……はいはい」

　煉子をあしらい、西瓜に手を伸ばす鋭利。縁側に置かれた盆の上、八等分された西瓜の一つを引き寄せると、ネイルでちまちま種たねをえぐり始めた。

「う、うわぁ……女め々めしい食べ方ですね、鋭利さん。どうせ取りきれないんですから、パクッといっちゃえばいいのに」

「やかましいわね。どう食べようが、あたしの勝手でしょ？」

「うん、人それぞれだよね。ちなみに、鋭利は毒島さんと同じみたいだよ」

　煉子が指をさす先、少し離れた縁側で毒島が西瓜と格闘している。

　スプーン片手に種をほじくり出しては、足元にうじゃうじゃ群がっている毒性生物に食わせていた。鋭利はしばらく固まった後、

「……いただきます」

　手を止め、西瓜にかぶりつく。よっぽど被かぶるのが嫌だったのだろう。女子生徒たちの間における毒島の不人気っぷりには、同情せざるを得なかった。

　久瑠宮と違い、あまり自分の方から干かん渉しようしてこないので、京輔的にはそこまで嫌いな人物でもないのだが……。

　などと憐あわれむ京輔を挟んで、女子三人は和気あいあいと談笑している。

　壮そう絶ぜつなたわむれの痕あとがあちこち残る庭を眺めて、

「しかし、君の家族は血の気が多い人たちばかりだね？　生まれてからずっと、あんな感じで斬った張ったを繰り返しているのかい？」

「……そうね。紅羽家の者は皆、三歳くらいから刀を握り始めて、五歳くらいには人と斬りあうの。そこからはもう、事あるごとに刀を振るって……初めて現場に行かされるのが十歳。十二歳には、一人前の暗殺者として活動してるわ」

「へぇ、なんかすごいですね……ゴミ神楽っていくつでしたっけ？」

「あんたと同じよ。今年で十四歳になるから、暗殺歴は三年ちょっとね」

「双子は？」

「九歳。もうすぐデビューかな」

　綾花が「ふぅん……」と相あい槌づちを打ち、西瓜をかじった。煉子が「ちゅううう」と西瓜ジュースを飲む。鋭利はうつむき、つま先を見つめていた。




「……もう、十六歳なのに」




　やがて、鋭利がぽつりと漏らす。

　乾かわいて荒すさんでヒビ割れて、今にも砕くだけてしまいそうな声だった。

　わざわざ尋ねるまでもない。それはこの夏、誕生日を迎えた鋭利自身の歳としだ。暗殺者として活動していれば、六年目に突入しているはずの年齢。

　けれど、鋭利は――。

「……ハァ。あたし、とうとうあの子たちにも追い越されちゃうのね。あたしが初めて人を殺させられたときには、まだ刀を握ったばっかりだった子たちに……ふふっ。本当笑えるわ。自分が情けなさすぎて、笑える」

「鋭利……」

「――六年よ？　あたしが人を殺せなくって、それでも必死に頑がん張ばり始めてから、もう六年。なのに、少しも成長しちゃいない……あたしは殺せないまま、わけのわかんない施設に入れられて、あんたたちとつるんで、のんびり西瓜を食べて……何してんだろ、あたし？　このまま一生《赤錆爪の処女ラステイ・ネイル》のままなのかしら」

「「「……………………」」」

　笑い混まじりの明るい声で自じ虐ぎやくする。

　そんな鋭利に、かけるべき言葉が見つからなかった。

　鋭利と似た境きよう遇ぐうでありながら、呼吸するように人を殺すことができる煉子。

　鋭利とまったく境遇は違うが、赤の他人の命をなんとも思っていない綾花。

　殺人に忌き避ひ感かんを抱きながらも、鋭利とは生まれも育ちもまるで異ことなる京輔。

　それぞれ、微妙に食い違っている。

『殺したい』のに『殺せない』鋭利の苦悩を、誰がわかってやれるだろうか？

　鋭利が六年もの間、抱え続けている苦しみを……。

（…………ん？）

　京輔の胸にふと、引っかかるものがあった。

　六年。鋭利が人を殺せなくなってから経つという年数だ。

　六年前の鋭利は、十歳になったばかりの年頃だろう。それは、鋭利が初めて人殺しをさせられた歳であり――。




「げっ!?　なんだよ、もう片づけられてるじゃないか、流しそうめん！」




　京輔の思考を中断させたのは、素すっ頓とん狂きような男の声だった。

　縁側に腰かけている京輔たちの背後、ちょうど鋭利の真後ろに緋色袴の少年が立ち、がっくり肩を落としている。

「うわぁ、残念……流しそうめんやるって知ってたら、寝るのは我が慢まんしてたのにさぁ。わざわざ叩き起こして事後報告とか、神楽の奴ひどくない？　俺に何か恨うらみでもあるのかよ、アイツ!?　後でおしりペンペンの刑だな！」

「兄さん――」

「やぁ。おはよう、鋭利。楽しかったか、流しそうめん？」

「……別に」

「別にってことはないだろ。西瓜まで食べやがって、コノヤロー」

「ちょっ……や、やめてください！」

　頭をくしゃくしゃにする刃更の腕を、鋭利が鬱陶しそうに払った。

　刃更は「ハハッ」と笑い、盆から西瓜をつかみ取ると、

「君のお隣、失礼させてもらうよ、巨乳ちゃん」

　煉子の隣にあぐらをかく。

　瞬間、綾花が立ちあがってかみついた。

「ちょっと！　何、ちゃっかり煉子さんの隣をゲットしちゃってるんですか!?　そこはあなたみたいなゴミが座っていいところじゃありません。どいてくださいっ！」

「ゴミぃ!?　なんでいきなりキレられてるの、俺……」

「煉子さんの隣に図ずう々ずうしく腰かけたからです！　あと、鋭利さんをいじめてバカにしてました。綾花のことも――」

「ああ！　初めて顔をあわせたとき、君のことを『ちんまい』とか『欲情しない』とか言っちゃったから、すねてるのかな？　ごめんごめん……確かに君は可愛いと思うよ？　ただ、いかんせん幼すぎる！　神楽と違って、年相応に子供っぽいしさ」

「……その頭、西瓜みたいに潰つぶされたいですか？」

　綾花の瞳から光が消える。暴走寸前な綾花を、煉子がなだめた。

「どぉどぉ。隣に腰かけられるだけじゃ、なんともならないさ。だから、そんなに怒らないでおくれよ。――ね？」

「…………むぅ。煉子さんがそう言うならいいんですけど」

　頰ほおをふくらませつつ、着席する綾花。

　刃更が「おおっ！」と喜んで、煉子に笑いかける。

「ありがとうね、巨乳――じゃなくて、煉子ちゃん！　かばってくれて嬉しかったよ。俺の周りは当たりが強い娘こばかりだからさ。優しさが染みるぜぇ……」

「フシュー。胸が大きい私は器うつわも大きいんだよ、お兄さん」

「なるほど！　言われてみれば、鋭利も神楽も綾花ちゃんも、性格がキツい娘って全員おっぱい小さいわ。君、賢いね」

「もげろ短小」

「……死ねばいい」

　綾花がののしり、鋭利が毒づいた。

　刃更が「おお、怖い怖い……」と西瓜をかじる。

「乳はともかく煉子ちゃん、俺のことは普通に『刃更』でいいよ？　さんとかつけなくてオーケー。たぶん、そっちの方が話しやすいと思うしさ」

「うん。わかったよ、刃更。美少女相手で緊張するかもしれないけれど、あんまり硬くならないようにね？」












「いや君、ガスマスクで顔見えないし！　顔よりおっぱいのが見えてる面積広いしっ！　ていうか、マジで大きいよなぁ。別の意味で硬くなりそうだよ、コレは……」

「ううううううぅ～～～っ！」

　下心丸出しの刃更に、綾花がうなった。

　京輔の袖をグイグイ引っ張ると、

「お兄ちゃん、お兄ちゃん！　あのチャラ男にあんなことさせちゃっていいの!?　煉子さんのこといやらしい目で見られて、なんとも感じないのかなっ!?」

「…………ん」

　綾花に訊かれて、京輔は気づく。自分がどうしようもなくイライラしていることに。煉子が刃更と――自分以外の男と、談笑している光景を見て。

　嫉妬にも似た想いを抱いてしまっていることに。

　気づいて、愕がく然ぜんとなった。

（いやいやいやいや！　ないないないない、それはないだろ!?）

　即座に否定し、首を振る。

　いくらなんでもあり得ない。あり得てはいけない。

　ごく普通の一般人である自分が、両想いになったら殺されてしまう異常快楽殺人者サイコキラーの殺し屋なんかに惚ほれることなどあり得るわけがない。

　この気持ちを認めてしまったら、京輔は終わりだ。戻れなくなる。破は滅めつの坂を転がり落ちていき、『人生終了』というバッドエンドへまっしぐら。

　そんな結末、まっぴら御ご免めんだった。――だから、

「……いや？　なんとも感じねぇけど。おっぱいくらい、男だったら誰でも見るだろ。いちいち騒ぐなよ。放っとこうぜ」

　仲良く話し続ける煉子たちから視線を逸らし、西瓜にかぶりつく。

　綾花が「あれ？」とツインテールを揺らした。

「……お兄ちゃん、今イライラしてる？」

「は？　してねーし」

「し、してるじゃん……」

「してねぇ」

　そっぽを向いて、西瓜をかじる京輔。

　綾花は目をしばたたかせ、反対側の鋭利に尋ねる。

「……してますよね、鋭利さん？」

「ええ、そうね。どう見たって、してるわね……フンッ」

「あれれ。鋭利さんもイライラしてません？」

「別に」

「そ、そうですか……」

　しれっと一いつ蹴しゆうされた綾花は頰をかき、

「クスクス。お兄ちゃんも鋭利さんも、意い地じっ張ぱり屋さんだなぁ……まぁ、綾花的には見てておもしろいんだけど！」

　満足気に破は顔がん。

　大口を開け、西瓜にかぶりついた。




「――そういえば君たち、今日はこれからどうする予定？」




　やがて、盆の西瓜が残らず皮になった頃、刃更が問いかけてくる。

　煉子は「う～ん」と腕組みをして、

「特に決まっていないかな？　残りの場所を案内してもらおうとは思ってるけど、それ以外はあんまりすることないもん。あと三日、こんな風にまったり過ごす感じになるんじゃないかなぁ」

「……そうね。宿題くらいしかやることないし」

「くらいしかって言うけどな、割と本気でシャレにならない量だぞ？」

　プルガトリウム更生学院の夏休みは一週間と短いが、出される宿題は多い。

　読書感想文や自由研究に加えて、辞書くらいの分厚さがある問題集『夏休みの強と敵も』を終わらせなければならないのである。

　問題集以外は学院を発たつ前、皆で済すましてきたものの、問題集の方はまだ半分くらいしか進んでいなかった。そろそろ本格的に取り組まなければマズイ。

　――と、思っていたのだが。

「夏休みの強敵？　とっくの昔に撃破しちゃったよ」

「まだ倒せてないの、お兄ちゃん？」

「えっ」

　さすが学年一位と三位。皆が死に物狂いで格闘している強敵を、こんなにもあっさり片づけてしまうとは……。

「オレ、まだ千ページ近く残ってるんだけど――」

「おっそ！　要よう領りよう悪すぎでしょ、あんた」

「なん……だと？」

　成績ドベ二の鋭利に見下され、京輔は愕然となった。

　――信じられない。鋭利には『夏休みの強敵』が赤点を取った教科数分、即ち九冊も上積みされているはずだ。

　にもかかわらず、この余裕は一体……。

「あんなの、サクサク答え写しちゃえばいいのよ」

「……バレたらブチ殺されるぞ、お前？」

「アホ羽さんが全問正解とかあり得ないので、すぐにバレます」

「あだ名が戻っているよ、綾花ちゃん？　鋭利は確かにアホだけどさぁ」

「心配ご無用」

　鋭利が不ふ敵てきな笑みを浮かべた。

「数百ページに一問くらい、答えを書いてるだけだから。他は全部空欄。わかりませんでしたっていうことで。このやり方なら、あっという間に一冊が終わるのよ？」

「…………なるほど」

　撲ぼく殺さつ確定である。綾花が「わぁ、すごーい」と棒読み口調で感心し、煉子が「うん。すごいアホだね」とうなずいた。

　とはいえ、三千ページ×十冊など普通に答えを写していても終わるはずがないので、鋭利のやり方もあながち間違いではないかもしれない。

　調教は、まず避けられないだろうが……。

「ハハハッ！　どうやら、予定はないみたいだね」

　京輔たちの話を聞いた刃更が快かい活かつに笑い、ニヤリと口元を歪ゆがめる。

　着物の袖をゴソゴソあさると、一枚の紙切れを取り出して、

「……なら、今晩コイツに参加してみないかい？　今け朝さ、麓ふもとの掲示板に張られてるのを発見しちゃってさ」

　などと提案してくる刃更に、京輔たちは顔を見あわせた。刃更が掲げ見せる紙には、でかでかとこう記しるされていたのだ――。




『納のう涼りよう盆踊り大会』
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　紅羽本家が所有している山の麓には、裏社会となんの繋つながりもない、のどかな村落が広がっている。住民が紅羽を訪ねる機会はほぼないが、紅羽の方はしばしば村へ降り、食材や日用品の買い出しを行っていた。

　とはいえ、それはもっぱら小間使いの仕事で、鋭利たち本家の子供は一人前の大人になるまで――即ち暗殺者として独り立ちする十二歳という年齢になるまで、滅めつ多たなことでは外出を許されていない。

　長男の刃更と長女の鋭利、次女の神楽は十二歳を超えているため、当主である芙蓉の許可さえ下りれば、屋敷の外へ出られるという。

　一方、殺人犯として服ふく役えき中ちゆう（？）の京輔たちは毒島いわく、

『……外ですか？　出られますよ、ええ。もれなく俺がついてきますけど』

　とのことだった。正式に仮かり釈しやく放ほう中ちゆうである煉子と綾花は当然、京輔と鋭利も同じ扱いのようで、毒島さえ伴ともなっていれば問題ないらしい。と、いうわけで――。

「わぁ～い、自由だぁ！」

「私たちは自由だあああぁ！」

　侍女の手により正門が開け放たれる。

　綾花と煉子が我われ先さきにと外へ飛び出し、快かい哉さいを叫さけんだ。

「はしゃぎすぎだろ」

「……ふわぁ」

　京輔と鋭利は門の内側にたたずんだまま、二人が騒ぐ様子を眺める。

「いやぁ、いいねぇ……実に見事な風景だ！」

　両手の親指と人差し指で四角いフレームを作り、刃更が赤銅色の瞳をすがめた。その挙きよ動どうに気づいた鋭利が振り返って、眉をひそめる。

「……何してるんですか、兄さん？」

「フフフ。心のフィルムに焼きつけているのさ。煉子ちゃんと綾花ちゃん、そして鋭利の浴衣ゆかた姿すがたを！　お前のうなじ、綺麗だよなぁ……」

　刃更が拡大するようにフレームを狭せばめ、鋭利の首筋を捉えた。

　鋭利が「……チッ」と舌打ちし、その範囲外へ逃れる。

「救いようのないドスケベですね。下げ卑びた視線を向けないでください」

　刃更をにらむ鋭利の服装は、洋服ではなく和装束。紅地に牡ぼ丹たん模様の浴衣をまとい、結ゆいあげられた髪には白い花飾りをつけている。

　珍しくほとんど化粧をしておらず、全体的に清せい楚そな装よそおいだ。京輔はその浴衣姿を見たとき思わず大絶賛したのだが、

『ふ、ふぅん……あっそ？　あんたなんかにほめられても嬉しくないし。全然まったく嬉しくないし！　化粧が薄いのも、別にあんたの影響とかじゃないんだからね!?』

　――と、言い放たれてしまった。

　京輔同様、かみつかれた刃更が「やれやれ」と首を振る。

「素直じゃないなぁ、ウチの妹は……まぁ、そういうところが可愛いんだけどさ？」

　尚、着替えているのは鋭利だけではなかった。

　京輔と毒島は甚じん平べいを、煉子と綾花は浴衣を、それぞれ身につけている。

　門を出てすぐ立ち止まった煉子が、自分の姿を見下ろし、

「和服を着るのは初めてだけど、とってもスースーするんだね？　落ち着かないなぁ。穿はいてないのはなんか、こう……恥ずかしい」

「クスクス。綾花たちはともかく、煉子さんのは裾すそが短いですもんね。気になっちゃうのも仕方ないです。ていうか、なんでそんなの選んだんですか？」

　綾花が身に着けている浴衣のデザインは、淡い紫の生地に菖蒲あやめが描かれたもの。黒髪ツインテールの根本には、濃い紫の花飾りが添えられていた。

　鋭利の浴衣姿が『綺麗』だとしたら、綾花は『可愛らしい』という印象だ。

　最後に、煉子はというと――。

「そんなの!?　すごく素敵じゃないか！　シュコーッ！」

　毎度お馴な染じみガスマスクにヘッドフォン。

　……百歩譲ゆずって、それはいい。

　だが、今回は服装まで変化球だった。明るい水色の生地に白とピンクの桜模様がちりばめられた浴衣は、丈が短くミニスカートそのもの。

　襟えり・袖・裾・帯の各所には、ヒラヒラとしたレース飾りまでついている。

　腰に手を添そえポーズをキメる煉子に、綾花がしょっぱい顔をした。

「えー。いくら綾花が煉子さん推おしでも、さすがにちょっと……安っぽいっていうか、コスプレっぽいっていうか……風ふう俗ぞく嬢じようみたいです」

「風俗嬢!?　使う言葉は選ぼうよ！」

「煉子さんこそ真面目に選んでください。なんなんですか、そのチョイス……センスが理解不能です。こんな浴衣が置いてあるのも意味不明ですけど」

「ああそれ、俺が買ったやつ」

　刃更が挙手をし、名乗り出る。

「カノジョに着せるつもりで用意したんだ。セクシーだろ？　色っぽい煉子ちゃんにはピッタリだと思うけどなぁ。浴衣にガスマスクっていう組みあわせも前衛的アバンギヤルドでゾクゾクするし。俺は好きだよ、煉子ちゃん！」

　歯を光らせほめる刃更に、煉子が「フシュー」と笑った。

「うんうん、だよね！　やっぱり男の子はこういう格好が好きなのさ。なんだかんだで君も大好きなんだろう、京輔？」

「…………ん」

　問われ、京輔は返答に窮きゆうする。

　正直あんまり好みではない。ミニ丈よりも普通の浴衣の方が断然いいと思うし、所々に配された装飾のレースも、和服とあっていなくて微妙だ。

　そして、顔には全てを台なしにするガスマスク。

　惹ひかれる要素はどこにもなかった。なのに、どうしてだろう。

「……そ、そうだな。悪くはないんじゃね？　オレは嫌いじゃねぇ……けど」

　そんな言葉が口をついて出る。

　理由はよくわからない。ただ、瞬間的に煉子をほめる刃更の言葉が浮かんで、ムッとして――気づけば、そう答えていた。

　煉子が「本当かい!?」と喜び、バンザイをする。

「わーい、やったぁ！　京輔にほめられたぁ～っ！　フシュー。ほらほら、やっぱり私の浴衣選びは間違ってなかったんだよ、綾花ちゃん。どんなもんだい！」

「はぁ。それは着ているのが煉子さんだからで、浴衣は関係ないと思うんですけど……初見は微妙な反応だったじゃないですか」

「あれ、なんかリアクション違くない？　おかしいなぁ……俺、ベタぼめしたはずなんだけど。もしかして煉子ちゃん、京輔くんに『ほ』の字なの!?」

「……………………」

　綾花が冷静なツッコミを入れ、刃更が煉子と京輔を見比べた。鋭利は不機嫌そうに唇を突き出し、ポニーテールを弄もてあそんでいる。




「お待たせしました、すみません」




　そこへ神楽がやって来た。

　鋭利たちと同じく浴衣姿で、白地に真紅の鳥が舞っている。帯には当たり前のように暗器――鉄扇刀《紅雀》が差しこまれていた。

「ギリギリまで鍛たん錬れんをしていましたので。もう発つのですか？」

「うん、そうだね。家から麓まで車で十分、麓から会場まで歩きで二十分くらいだから、ちょうどいい時間に着くと思うよ」

「ふぅん」

　答える刃更に、神楽が素そっ気けなく返す。

　その口から溜め息がこぼれた。

「……刃更兄さん。貴方あなたも物好きなかたですね。わざわざ麓に降りてまで、下しも々じもの祭りに参加なさるなど。ナンパでもしに行くおつもりですか？」

「ハハッ。違う違う。俺はただ、この面子メンツで夏を満まん喫きつしたいと思っただけだよ」

　微笑み、刃更が両腕を広げる。

　今日の十八時半から二十一時まで、麓の中学校で開催される納涼イベント――盆踊り大会。京輔たちはそれに参加するべく集まっているのだ。

　発案者が発案者だけに、京輔と鋭利はあまり乗り気じゃなかったのだが……。

『盆踊り!?　何それ行きたい、すごく行きたい！　フシューッ！』

『綾花も綾花も！　煉子さんと一緒に金魚すくいたい、かき氷食べたい！』

　煉子と綾花の食いつきがすさまじく、行くことが決定。

　借り物の和服に着替え、正門前に集合していた。

　刃更が「だけど……」と神楽を見やる。

「お前も来るっていうのは意外だね？　寝ても覚めても鍛錬ばかりで、つれない神楽にしては珍しい。どういう風の吹き回しなのかな」

「別に」

　神楽がしれっと顔を背けた。

「芙蓉さまに勧すすめられたからです。『たまには息抜きしてきなさい』と……それ以上でも以下でもありません。わたし自身が行こうと思ったわけではないですし」

「そうかい」

　半笑いの刃更を放置して、神楽が歩き始める。

　正門前ではちょうど真っ赤なリムジンが止まり、侍女が後部座席のドアを開けているところだった。綾花が歓声をあげ、煉子と一緒に乗りこんでいく。

「じゃあ、あたしたちも行きましょ」

「お、おう……」

　紅羽家の富豪っぷりにおののいていた京輔も、鋭利の後を追いかけた。

　後に残されたのは、刃更と毒島。

　冴さえない中年男を一いち瞥べつし、刃更が眉間を押さえる。

「あれ、おかしいな。浴衣姿の女の子をはべらせて、キャーキャー言われる予定だったんだけど……はべらせるっていうか俺、先生ともどもハブられてない？」

「えっ。俺、やっぱりハブられてるんですか!?」

「……でしょ。先生、一度も会話に加わってないですし」

「ハッ!?　た、確かに――」

「……やれやれ。神楽に言われた通り、ナンパでもするかなぁ」

　ショックを受ける毒島に、刃更がげんなりする。視線の先ではリムジンに乗りこんだ京輔が女子に囲まれ、刃更の代わりにチヤホヤされていた。
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　麓に着いたところでリムジンを降り、会場まで向かう。帰りも同じ場所で待っているという侍女と別れて、京輔たちはのどかな村を歩き始めた。

　辺りには緑豊かな田でん園えん風景が広がっており、住居はまばら。青々とした稜りよう線せんを背に、鈍にび色いろの鉄塔が林立している。

　日にち没ぼつ間近の夏空は淡く、注そそぐ陽ひ射ざしも柔らかい。

　アスファルトで舗ほ装そうされているあぜ道を、刃更が先頭になりぞろぞろ進んだ。

　京輔、煉子、綾花、鋭利、神楽、刃更、毒島……中々の大所帯である。すれ違う住民は皆びっくりして一同を凝視し、小声で話しあっていた。

「おい、あれ――」「見慣れない顔だね」「むしろ顔すら見えない奴いるし」「あんな人たち村にいたっけ？」「もしかしてアレじゃない？　ほら、山に棲すんでる――」「ああ、アカバネ……だっけ。すっごいお金持ちの」「そうそう！　私さ、たまに見かけるよ。高級そうな紅い車が山に入ってくとこ」「声かけてみる？」「無理無理！」「あの家には関わっちゃダメって、じっちゃんが言ってた」「ばっちゃんも言ってた」「ママー。あのお姉ちゃん、お面してるよ？　おもしろいねー」「シッ！　見ちゃいけません！」

　などなど。派手な容姿をしているだけに、注目度は抜ばつ群ぐんだ。盆踊り会場へと近づくにつれ人通りが多くなり、京輔たちは好奇の視線にさらされる。

　しかし、だんだん日も暮れていき、音頭と太たい鼓この音が聴こえる頃には、薄うす闇やみのおかげでさほど注目されなくなっていた。

「へぇ……思ってたよりにぎわってるじゃん！」

　田舎で土地がありあまっているのか、会場である中学校は敷地が広い。

　グラウンドの中央に建たつやぐらを中心に、おびただしい数の吊り提ちよう灯ちんが飾られ、宵よい闇やみを橙だいだい色いろの光で染めあげている。

　外周にはいくつもの露ろ店てん――焼きそば、唐揚げ、焼きトウモロコシ、じゃがバター、輪投げ、ヨーヨー釣り、金魚すくいなどの屋台が、所ところ狭せましと並んでいた。

　多くの人が行き交う会場を背に、刃更が皆を振り返り、

「さあ、どうやって回ろうか？　七人だと多いし、ここは二つに分かれ――」

「すごいよ、すごいっ！　何これ、すごおおおぉい！」

　煉子が歓声をあげ、京輔の手を取る。

「めちゃくちゃ楽しそうじゃないかぁ！　私たちも早く混ざろう、京輔!?」

「うわっ!?　おい、引っ張るんじゃ――」

「ほらほら、乗り遅れちゃうよ!?　早く早くぅ、お兄ちゃんっ！」

　綾花もすかさず逆の手をつかみ、刃更の脇をすり抜けていった。屋台に特攻していく三人を、鋭利が「あっ、待ちなさい!?」と追いかける。

「……………………」

　刃更は遠ざかっていく四人を見送った後、残りの面々に顔を戻すと、引きつり笑いの浮かんだ頰をかき、

「あー、うん。ちょうど分かれたね、ハハッ……俺、別行動してもいいかな？」

「……はい。構いませんよ、刃更兄さん。わたしも一人で行動させてもらいますので。貴方たちとは一緒に回りたくないですし」

「えっ。なんですか、この流れ？　皆で来た意味ありませんよね……」

　刃更が真顔で出した提案を、神楽がさらりと受け入れた。

　仰ぎよう天てんする毒島を置いて、それぞれ別方向に歩き始めてしまう。

「まぁ、わたしは最初っから一人で回るつもりでしたし？　誰が、姉さんたちと一緒に屋台めぐりなど……フンッ、バカバカしい！」

「まさか根こそぎ持っていかれるなんてなぁ……こうなったらもう、片かたっ端ぱしから女の子を口説くしかない！　京輔くん、見てろよおおおォ!?」

「……ビールでも飲みますか」

　神楽と刃更に続き、グラウンドへ向かう毒島。

　ラジカセから流れる音おん頭どと和わ太だい鼓こにまぎれ、愉たのしげな笑い声が聞こえた。
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「京輔、京輔！　アレはなんだい？」

「わたがしだよ。キャラクターの袋につめて売られてるんだ」

「へぇ～。なら、あの紅玉ルビーみたいな食べ物は？」

「りんごあめだな。生のりんごを砂糖でコーティングしてる――」

「うわあああぁ!?　見て見て、ナニか卑ひ猥わいなものが売られているよ!?」

「……フランクフルトだ。別に卑猥なもんじゃねぇ」

「ああっ、あそこにも!?　黒くて太いものがたくさん！」

「チョコバナナだよ。変な言い方するなっつーの」

「ねぇ、京輔……なんだかイカ臭くない？」

「すぐ目の前で焼いてるからな！　お前、後半わざとだろ!?」

　こういうお祭りに来るのは生まれて初めてらしく、目につくものを片っ端から指さし訊いてくる煉子に、京輔は苦笑。

　相も変わらず目立ちまくっていたが、煉子のガスマスク＝屋台で売られているお面の一種と思われているようで、過か剰じように浮いてはいなかった。

　腕を絡めてくっつく煉子へ京輔は尋ねる。

「……で、何が食いたい？　気になるもんがあったら、遠慮なく――」

「食べられないよ、お兄ちゃん」

　煉子と反対側の袖を引き、綾花が言った。

　その言葉でハッとなる。

　煉子が被っているガスマスクを見て、

「ああ、そうだったな……悪い。じゃあ、飲み物にするか？　輪投げとか射しや的てきとかして遊ぶのもいいし。せっかくだから、満喫しようぜ！」

「無理だってば、お兄ちゃん。綾花たち、今お金ないでしょ？」

「――ぁ」

　そうだった。屋台で何かしようにも、悲しいかな無む一いち文もん。

　指をくわえて見ているしかないわけで……。

「ぺろぺろ」

「……おい。なんだそれ」

　と思いきや、鋭利が紅い棒つきあめを舐なめている。

　鋭利が『知らないの？』という顔をした。

「何って、りんごあめだけど」

「盗んだのか!?」

「……ハァ？　んなわけないでしょ」

「さてはアレだな、屋台の人にねだったな!?　いくら美人でもそんな真ま似ね――」

「はい」

　息いき巻まく京輔をさえぎり、鋭利が巾きん着ちやく袋ぶくろを突き出してくる。

「……お金。お母さまが『自由に使いなさい』って。全部で五万円あるわ。りんごあめ買っちゃったから、残り四万九千七百円」

「えっ」

　――五万円？　屋台で飲み食いするには十分すぎる金額じゃないか。

　驚く京輔の代わりに、綾花が笑顔で巾着袋を受け取った。

「わぁ、ありがとうございまーす！　えへへ……でも、本当にいいんです？」

「うん。お小こ遣づかいだし、好きに使って構わないわよ」

　しれっと答え、鋭利がりんごあめを舐める。

　綾花が「セレブだぁ……」と目を輝かせ、巾着袋を握りしめた。紅羽家の金銭感覚に唖あ然ぜんとしていた京輔は、恐きよう縮しゆくして頭を下げる。

「ありがとうございます、鋭利お嬢さま」

「お嬢さま呼ぶな。ていうか、お礼はお母さまに言ったら？」

「鋭利もお母さんも、ありがとう！　おかげで盆踊りが堪たん能のうできるよ。鋭利大好きっ！　愛してるうううぅ！　フシュー」

「ちょっ……くっつかないでよ、うざったいわね!?」

　抱きついてくる煉子を引き剝がし、鋭利が「……チッ」と舌を鳴らした。

　気を取り直すようにりんごあめを舐め、

「……とりあえず、あんたたちもなんか買ったら？」

「ん。そうだな――」

「ねぇねぇ」

　辺りを見回す京輔の袖を、煉子が引っ張る。

「京輔、アレはなんだい？」

　煉子が指さしているのは、地面に置かれた浅い水すい槽そう。手前には浴衣姿の子供が二人、しゃがんで中をのぞきこみ、一心不乱に何かと格闘していた。

「……ああ、アレは『金魚すくい』だよ。水に濡れるとすぐに破やぶれる紙を使って、どれだけたくさん金魚を捕とれるか競きそう遊びだな」

「ふぅん？　おもしろそうじゃないか。私、挑戦してみたいかも！」

「お、いいぜ。綾花はどうする……って、あれ？」

　京輔が煉子から視線を移すと、綾花の姿が消えている。

　巾着袋は綾花が預かっているので、このままでは金魚すくいもできない。行方ゆくえ不明の綾花を探して、京輔がキョロキョロしていると、

「ごめん、お待たせ！」

　綾花が小走りに戻ってきた。

　両手にはそれぞれ二本ずつ、青くて細長いガラス瓶びんが握られている。顔の横でそれらを掲げ持ち、綾花が白い歯を見せた。

「屋台と言えば、やっぱりコレだよね。――てことで、どうぞっ！」

「お、おう……ありがとな」

「……ありがと」

「なんだい、コレは？」

　綾花に瓶を手渡された煉子が、ためつすがめつ不思議そうに眺める。水すい滴てきがポタポタしたたり落ちる瓶を、提灯の明かりに透すかすようにして、

「ええっと、飲み物……なのかな？　炭たん酸さん？　変わった形をしているけれど。すっごいくびれ！　コレはなんだい、綾花ちゃん？」

「ラムネです」

「……ＲＡＭＵＮＥ？」

「ＹＥＳ。お祭りでは定番の飲み物なんですよ」

「へぇ～。じゃあ、早速……って、あれれ。どこから飲めばいいのかな？」

「こう開あけるんだ。よく見てろ？」

　ストローチューブを準備したまま戸惑う煉子に、京輔が実演。包み紙を剝はがし、凸型の開栓道具を飲み口に当てると、一気に押しこんだ。

　――キュポンッ！　と小気味のいい音がして、飲み口をふさいでいたビー玉が落ち、炭酸が泡立つ。煉子が「シュコッ!?」とのけ反った。

「わっ、なんか出てきた！　……水すい晶しよう？」

「ガラス玉だよ。綺麗だろ？」

「うん、とても綺麗だ……素敵だね。私も挑戦してみようっと！」

　意気ごみ、煉子が自分のラムネに取りかかる。

　見よう見まねで包み紙を剝がすと、飲み口に開栓道具をあてがい、

「うわああああああぁ!?」

　押しこんだ瞬間、勢いよく泡が噴き出してあふれた。

　中身をポタポタしたたらせながら、煉子がオロオロとする。

「なっ、なななな、何が起こったんだい!?　爆発したよ!?　私のやつだけ爆発したよ!?　うわわわわわわ……助けてえええぇ！」

「あーあ。思った通りこうなっちまったか……」

「クスクス。ダメですよ、ちゃんと押さえてなくっちゃ――」

「きゃっ!?」

「あなたもですか、鋭利さん!?」

「し、死ねばいい……」

　手をラムネでベタベタにした鋭利が、地面に転がる瓶をにらんでいた。開栓したとき驚いて、思わず手を離してしまったらしい。

　綾花が瓶を拾いあげ、「ありゃりゃ」と顔をしかめる。

「飲み口が汚れちゃっていますね。新しいやつ、買ってきましょうか？」

「……いい。自分で買ってくる」

「どんまい！　フシュー」

「あんたに言われたくないわ」

「ハハハ。まぁ、慣れてねぇなら仕方ないわな。お前も初めてなのか、盆踊り？」

「あたしは――」

　言いかけ、鋭利が口ごもる。

　何かを考えるようにしばらく間を置いて、

「……二回目、だけど。ほとんど初めてみたいなものかもね」

　答えるなりきびすを返した。

　綾花の手から自分のラムネを取り、歩き出す。

「あっ――おい、どこ行くんだよ？」

「瓶、捨ててくる……あんたたちは金魚すくいでもしてたら？　ウチには池がたくさんあるから、どれだけ捕っても困らないだろうし」
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「せいっ！」

　水槽の前にしゃがみこんだ煉子が気合一いつ喝かつ、得物を振るった。勢いよく水中に潜ったプラスチックの枠わくが出で目め金きんをすり抜け、水面から飛び出す。

　水しぶきが跳はね、煉子の隣にしゃがむ綾花が「冷たっ!?」と飛びのいた。

「……あれ？　もう破れちゃったよ？」

「当たり前です。なんでいきなりフルスイングしてるんですか……水に当たった時点で破れてましたよね？」

　煉子が持つ枠の紙には、ものの見事に大きな穴が空いている。浴衣の袖で濡れた顔を拭き、綾花が自分の枠を構えた。

「いいですか、煉子さん。金魚すくいというのは、繊細な技術が要求されるお遊びなんです。まずは目標選び。水面近くでボーっとしてるマヌケを狙います。尾からすくうと逃げられるので、頭の方からすくうといいですよ。水圧のかかり具合に気をつけながら枠を移動させ、サッとすくえば……この通り！」

　――つるん。金魚が紙の上を滑すべって、枠の外へ逃れる。

　数秒ほど静止した後、綾花が照れ笑いを浮かべた。

「あ、あれ……おかしいですね？　久しぶりにしたから、腕がなまっているのかもしれません。では、もう一度いきます……えいっ！」

　――するん。同じ金魚を狙ったところ、またしても逃げられてしまう。

　金魚を見る綾花の顔から表情が消えた。

「……………………」

　しばし、無言で枠を振るい続ける。しかし、ちっともすくえない。イラだちゆえか、綾花の手つきがだんだん乱暴になっていき――。

「「あっ!?」」

　とうとう紙が破れてしまった。

　使い物にならなくなった枠と、優雅に泳ぐ紅い金魚を交こう互ごに映す綾花の虹こう彩さいから光が消える。次の瞬間、とんでもない行動に出た。

「……もういいです、金魚さん。遊びは終わりにしましょうかあああぁ!?」

　綾花が、紙の破れた枠を水中にくぐらせる。

　何度も何度も逃げられてきた金魚目がけて、横よこ薙なぎに枠を振るうと、

「ほ～ら、捕まえましたよぉ？　クスクス……」

　水槽の壁と枠の間に金魚を挾はさみ、ズルズルと持ちあげた。

　そうして強引に引きあげた金魚を、空気の中でたっぷり喘あえがせてから、おわんの中に落とす。憐れな金魚は衰すい弱じやくし、力なく浮いていた。

「――と、まぁこのようにしてすくうわけです！　わかりましたか？」

「うん。君がまったく繊せん細さいじゃないのは、よくわかったよ」

「……金魚も生きてるんだぞ？　虐ぎやく待たいするのはやめてやってくれ」

「壁すくいは禁止だよ、お嬢ちゃん。可愛いから大目に見てあげるけどね」

「えへへ。すみませーん」

　屋台のおっちゃんに注意されて、綾花が舌を出す。「あんまり迷惑かけるなよ？」と釘くぎを刺し、店主に千円札を渡した。

「とりあえず、コレで。もう一回ずつお願いします」

「あいよ。あんちゃんはやらないのかい？」

「いや、オレはいいです……見てるだけで十分楽しいし」

　手先が壊かい滅めつ的てきに不器用な京輔は、金魚すくいが大の苦手なのだ。

　店主から新しい枠を受け取った煉子が、気炎を吐く。

「フンシュコーッ！　次こそは捕るよ。私の本気を見せてあげちゃう！」

「クスクス。綾花もようやく温まってきました！　壁すくいを超える必勝法の数々で、金魚を捕りまくっちゃいます」

　邪悪な薄ら笑いを浮かべ、綾花も新しい枠を構えた。

　――そこからは、しばらく金魚すくいに没ぼつ頭とう。

　最初こそうまくすくえなかった煉子だが、すぐにコツをつかんだらしく、三つ目の枠を受け取った頃にはヒョイヒョイ金魚をすくえるようになっている。

　一方、綾花は金魚に逃げられてばかりで、いつまで経ってもすくえない。そのうち、正攻法を完全に捨て去り、反則技で挑いどみかかっていた。

　枠で金魚を弾はじき飛とばしたり、おわんで水ごとすくったり、持ち手の方で金魚を突つついて弱らせたり、挙あげ句くの果はてには店主の目を盗んで手づかみしたりとやりたい放題だ。

　わいわい盛りあがる二人を、京輔は後ろから立って眺める。

　その眼前に――。

「……はい、あげる」

　焼きそばが割りこんできた。何かと思えば、鋭利の差し入れだ。焼きそばの他にも、たこ焼きやお好み焼き、フランクフルトを抱えている。

　戻ってくるのがやけに遅いと思ったら、寄り道をしていたらしい。

「お、サンキュー。ちょうどお腹が空いてたんだよ……ていうか鋭利、お金は？」

「一万円だけ預あずかってるわ。全額一人に持たせちゃったら、不用心でしょ？」

「あー、なるほど……お前って、細かいところまで気が回るよな」

「別に」

　鋭利はしれっと顔を背けると、

「……こいつら、ずっと金魚すくいしてるの？」

　煉子たちを見下ろした。二人は金魚を追いかけるのに夢中で、鋭利が戻ってきたことにまったく気づいていない。

　歯を使って箸を割りつつ、京輔は答える。

「だな。かれこれ五回くらいやってる。お前はやらないのかよ？」

「……うん。興味ないもん」

　素っ気なく返し、鋭利がたこ焼きを頰ほお張ばった。

　京輔も焼きそばをすする。――美味い。ソースの香ばしさと野菜の甘み、肉の旨うまみに青のりのアクセントが加わり、絶妙なハーモニーを奏かなでた。

　昨日今日と美味しいものを食べ過ぎて、学院に戻った後が辛そうである。

　あそこの飯はどれも臭くさい飯だし……。

「なんか不思議だな」

　ぽつりとこぼす京輔に、鋭利が眉をひそめた。

　食べようとしていたフランクフルトをパックに戻しながら、

「……何がよ？」

「お前らとこうやって、普通の場所にいることが」

「ああ、そうね……あんたにとっては、こっちが普通だもんね？」

　呟き、鋭利が周囲に目を向ける。

　行き交う人々、子連れの夫妻、笑顔の少年、仲むつまじいカップル、やぐらを中心にして踊る老若男女、橙だいだい色いろに輝く提灯の群れ。

　そして――。

「……………………」

　鋭利が目を留めたのは、祭りの背後で黒くたたずむ校こう舎しやの影だった。

　プルガトリウム更生学院のような施し設せつではない、まっとうな――表社会の子供たちが通う学校。裏社会で生まれ、裏社会で育ち、今もまた裏社会で生きる鋭利にとっては、こちらこそが異常で、馴染みのない世界なのだろう。

　食い入るように校舎を見つめる鋭利は、何を想っているのだろうか……。

「あっ、鋭利！」

　知らず横顔に見入っていた京輔は、煉子の声で我に返った。

　鋭利も「……ん」と、現実に引き戻される。

「いつの間に帰ってきていたんだい？　ちゃっかり色々買いこんでるし！　いいなぁ、美味しそうだなぁ。私も食べたい……のに、食べれない！」

　煉子がフランクフルトやお好み焼きに目を留め、地じ団だん駄だを踏ふんだ。

　綾花も「あーっ！」と声をあげ、鋭利を指さす。

「鋭利さん、ズルいです！　そんなにたくさん美味しそうなもの――」

「はい」

　立ちあがって抗議する綾花に、鋭利がお好み焼きを差し出した。割り箸も含め、綾花の分まできちんと用意していたらしい。

「……別に、あたし一人で食べるつもりじゃないわよ？　金魚すくいで忙しそうだったから、皆の分も買ってきただけ」

　綾花が「鋭利さん……」と目を輝かせて、お好み焼きを受け取る。

　煉子が不満そうにうなった。

「うううぅ。どうして、私の分はないんだい？　マスクをしてても食べられそうなものとかなかったのかな!?」

「……なくはないけど。かき氷とか。あたしが買ってきても溶とけるし、味の好みがよくわからなかったからやめたの。あんたは自分で買いなさい」

「むぅ。そういうことなら、いいんだけれどさぁ……」

　ぼやき、煉子が穴の空いた枠を店主に返す。綾花も枠を返却すると、京輔たちは戦利品の金魚をぶら下げ屋台を去った。

「フシュー。しかし、いっぱい捕れたねぇ」

「そりゃあそうですよ。綾花と煉子さんの強力タッグですもん！」

「……店主のおっちゃん、相当困こまってたけどな」

　帰り際、営業スマイルが引きつっていたような気がする。

　煉子にかき氷を買ってやりつつ、京輔たちが次はなんの屋台で遊び倒すか話しあっていたとき。

「――お？」

　見覚えのある人物を見つけた。

　白地に真紅の鳥が舞う浴衣を着た少女――神楽は屋台の前に立ち、りんごあめを受け取っている。退たい屈くつそうな赤錆色の瞳が、京輔たちを捉えて、

「……フンッ」

　すぐに顔ごと逸らされた。

　声をかけようとする前に、さっさと歩いて行ってしまう。

「アイツ、一人で回ってるのかよ」

「……他の面子がアレじゃあ、無理もなくない？」

　鋭利がアゴをしゃくる先には、見ず知らずの女性を三人もはべらせ、射しや的てきを楽しんでいる刃更の姿があった。

　刃更は京輔たちの視線に気づくと、渾こん身しんのドヤ顔を浮かべて銃を構え直す。ナンパの成功でも誇りたいのだろうか……。

　またその奥では、毒島がビール片手にぼんやりとして、何やらブツブツひとりごとをこぼしていた。

　確かにあの二人と回っても、あまり楽しくなさそうだ。

「けど、それにしたって独りは寂しいんじゃねぇか？　声だけでも――」

「もうかけたわよ」

「えっ」

「瓶を捨ててくるとき出くわしたから、誘ったの。『一緒に回らない？』って。速攻で拒否されたけど。あたしと二人でも嫌みたい。だから、放っておいてあげましょ」

「…………そうか」

　断られたのなら仕方ない。だが、ならばどうしてついてきたのだろう。

　芙蓉に勧められたとはいえ、命令ではないみたいだし……。

「ダメだあああぁ、吸えない！　溶けるまで待てっていうのかい？」

　そんなことを考えていたら、煉子が悲鳴をあげた。

　ブルーハワイのかき氷にストローチューブを刺して吸おうとするも、うまくいかないらしい。店主からレモンのかき氷を受け取り、綾花が「クスクス」と笑う。

「大変ですね、煉子さん。いっそのこと自じ殺さつ未み遂すいでもして、強ごう引いんに《安全装置リミツター》を外しちゃったらいいんじゃないです？」

「グッドアイディア！　ちょっと今から死んでくる」

「待てコラ」

　煉子の後ろ首をつかんで止めた。こんなところで《安全装置》が外れてしまったら、シャレにならない。冷ひや冷ひやする京輔に、綾花がかき氷を差し出してくる。

「はい、お兄ちゃん！　鋭利さんも」

「サンキュー」

「……ありがと」

　京輔はメロンで、鋭利はイチゴだった。

「あまっ……けど美味しいわ。あんたのレモン、一口もらってもいい？」

「どうぞどうぞ！　よければ、お兄ちゃんのもどうぞっ！」

「ん。そ、それはいい……」

「クスクス。間接キスが恥ずかしいんですか？」

「ハァ!?　ち、ちちちち、違うし！　そういうのじゃないしっ！　バカじゃん!?」

　などと早速かき氷を味わう京輔たちに、煉子が髪をかきむしる。

「うううぅ。なんだよ、なんだよぉ！　皆ばっかりズルいじゃないか!?　私だって作りたてのかき氷食べたい！　焼きそば食べたい、たこ焼き食べたい、いか焼き食べたい、お好み焼き食べたい、フランクフルト食べたい、チョコバナナ食べたい、クレープ食べたい、りんごあめ食べたいいいぃ！」

「……ならその『お面』を脱ぬげばいいんじゃないか、お嬢ちゃん？」

「うるさいよ！」

　事情を知らない屋台の店主にツッコまれ、煉子が思いっきりブチキレた。





×　×　×






　かき氷を食べた後、京輔たちはヨーヨー釣りの屋台を訪れた。

　赤、青、黄、緑、白、ピンク……ビニールプールの中に浮かぶ色とりどりのヨーヨー風船を、かぎのついた道具で釣りあげる。

　金魚すくいに比べると簡単な遊びで、煉子も綾花もすぐに目当ての風船を手に入れることができた。煉子が水色とピンクの風船で、綾花が紫と橙の風船。金魚すくいのときと同じく鋭利は参加せず、二人に赤と白の風船を釣りあげてもらう。

　続く射しや的てきでも、鋭利は傍ぼう観かんしているだけだった。

　今回は京輔も加わり誘ってみたのだが、

「……いい。銃は専門外だし」

　と拒否。ヨーヨー風船をぶら下げて、ぼんやり射的を眺める。何か飲み食いしているわけでもないし、心ここにあらずの状態に見えた。

　京輔は京輔で鋭利が気になってしまい、射的に集中することができない。盛りあがる煉子と綾花に挟まれながら、京輔がソワソワしていると、

「――――――――」

　鋭利が無言で屋台を離れる。

　京輔はコルク銃を置き、呼び止めていた。

「おい、鋭利！　どっか行くのか？」

　鋭利は一瞬だけ目を伏せた後、

「お手洗い」

「お、おう……そうか」

　しれっと答え、さっさと歩き始めてしまう。その背中に「「いってらっしゃーい」」と声をかけ、煉子と綾花はすぐ射的に戻った。

　京輔も一応納得し、射的に戻ろうとしたのだが、

「あー……悪い、オレもトイレだ」

　やはり鋭利の態度が気にかかってしまい、再びコルク銃を手放す。

　煉子と綾花は射的のことで頭がいっぱいらしく、

「いってらっしゃーい。よし、今度こそ……もうっ、どうして倒れないんだよ!?」

「これはアレですね。的まとの後ろに細さい工くがしてあるパターンです。しゃらくさい……集中砲ほう火かで撃ち崩くずしましょう！　……あ。いってらっしゃい、お兄ちゃん」

　次のコルクをつめながら、返事もそこそこに作戦会議をしていた。その熱中具合からして、しばらく放っておいても問題なさそうだ。

「遅くなったら、勝手に回っていいからな？」と残し、京輔は射しや的てき屋やを後にする。

　首をめぐらせ鋭利の姿を探すが、すぐには見つけられない。鋭利が去っていった方に向かって歩きつつ、注意深く視線を走らせていると――。

「鋭利！」

「…………京輔？」

　人混みを抜けた先、グラウンドの外れでようやく追いついた。

　鋭利が怪訝そうに振り向く。

「なんであんたがついてくるのよ。なんか用？」

「いや、オレもトイレに行きたくってさ」

「あっそ」

　鋭利の態度は、いつにも増して素っ気ない。

　京輔から見て右の方向を指さし、

「……お手洗いはあっちだから。いってらっしゃい」

　教えると、自分は左へ歩き始めた。鋭利が足を向けているのは、出口――校門のある方角だ。京輔は慌てて後を追いかける。

「おい、どこ行くんだよ!?」

「別に」

「待てって！」

　だが、鋭利は足を止めない。京輔の制止を無視し、さっさとグラウンドを出ていってしまった。京輔はしつこく追いすがり、訊く。

「トイレに行くんじゃないのかよ」

「あんたこそ」

「……オレのことはいいだろ」

「なら、あたしのことも別によくない？」

「よくねぇ」

「……なんでよ」

「お前が心配だからだ」

「――は？」

　鋭利が足を止め、京輔をにらんだ。

「心配って……ハァ？　心配される必要ありませんけど。意味わかんない……そういうお節せつ介かいなとこ、うざったいからやめた方がいいわよ」

「う、うざったいって……」

「うざったい」

　目を逸らし、鋭利が髪をいじくる。

「……あたしが何か言ったわけ？　何もあんたに言ってないじゃない。なのにあんたはズケズケ間合いに入りこんできて、無ぶ遠えん慮りよに手を差し伸べて……なんなの？　斬り飛ばされたいの？　あたしが神経遣ってるのに、どうしてあんたは――」

「遣いすぎだ、バカ」

　イラだたしげにまくしたてる鋭利をさえぎり、京輔は言った。

　ほんの少しだけ怒りをこめて、

「周りに気遣いすぎだろ、お前……ちっとも楽しそうじゃねぇじゃん。ここに来てから一度も笑ってないし。それで心配するなとか、無茶言うんじゃねぇっての……わざわざ噓ついてまで、独りになろうとしやがって。言われなくても丸わかりなんだよ」

「ん――」

　鋭利が唇をかむ。

　その行く手をふさぐようにして立ち、京輔は続けた。

「綾花のことで悩んでるとき、言ってくれたよな？　もっと甘えなさいよ、って……。あの言葉、そっくり返させてもらうわ。もっと頼ってくれ、鋭利。力になれるかどうかはわかんねぇけど、迷惑だなんてこれっぽっちも思わねぇからさ。悩んだり苦しんだりしてることがあるなら、抱えこまずに聞かせてほしいんだ！」

「京輔……」

　鋭利が京輔を見つめる。

　そのまま、しばらく沈黙した後――。

「……フンッ。あんたやっぱり、どうしようもないお人好しだわ」

　吐き捨て、京輔を押しのけた。足早に校門を目指す。

「お、おい――」

「場所、変えるわよ？」

　呼び止めようとする京輔を制し、鋭利が溜め息を漏らした。





×　×　×






　細く鋭い三日月が、青銀色の夜空に浮かんでいる。

　会場から少し離れるだけで街灯の数は減へり、人通りも失われていった。盆踊りの喧騒が遠ざかっていく代わりに、聴こえてきたのは蛙と虫たちの合唱。

　無言で歩き続ける鋭利を追いかけ、あぜ道を歩く。

　田の緑を風がつま弾びき、涼やかな音を奏でた。

「ねぇ、京輔……」

　鋭利が話しかけてくる。身体ごと後ろを振り向いて、




「――このまま逃げちゃう？」




　と言った。冗談めいた口調とは裏腹に、顔つきは真剣そのものだ。

　感情の読めない眼まな差ざしで見つめられ、京輔は戸惑う。

「逃げるって、お前……本気か？」

「全然」

　あっさり否定し、鋭利が背を向けた。

　足元へと視線を落として、

「わかってるわよ……逃げられないことなんて」

　呟く。消え入りそうな声だった。

　人気のないあぜ道の途中で、鋭利が深呼吸をする。




「あたしね……今からちょうど六年前にもこうやって、外に出たことがあるの」




　そして、ゆっくり吐き出し始めた。

　鋭利が密ひそかに溜ためこんでいたものを――。

「当時あたしは十歳になったばかりで、初めて現場に連れていかれる直前だった……。毎日朝から晩まで鍛錬をして、腕に磨みがきをかけてたわ。あたしは紅羽本家の長女だし、一族からも期待されてたからね。失敗するわけにはいかなかったのよ」

　夜空を仰いで鋭利は語る。ポニーテールを風になびかせ、

「そんなあたしに、お父さまが声をかけてくれたの。『今晩、息抜きしよう』って……あたしのことを想ってくれたんだろうけど、正直乗り気じゃなかったわ。それまでほとんど家で過ごしてきたし、暗殺のことで頭がいっぱいだったから。でも実際に外へ出て盆踊りに来てみると、そんなの吹っ飛ばされちゃった」

　当時の気持ちを思い起こしたのだろう。

　鋭利の声音が柔らかさを帯おびた。

「目に映るもの全部が新鮮で、楽しくて、刺激的で。煉子みたいなはしゃぎっぷりよ。お父さまの手を引きながら色んな屋台を回ったわ。お忍びだったから、形が残るものはあまりやらせてもらえなかったんだけどね。一つだけ、あたしがどうしてもってお願いしたものがあるのよ。――なんだかわかる？」

　訊かれ、京輔は考える。

　鋭利が提げている水風船を見て、

「ヨーヨー釣り？」

「ハズレ」

「……金魚すくいか？」

「ハズレ」

「じゃあ……射的？」

「惜おしいわね」

　鋭利がイタズラっぽく微笑んだ。

「ぬいぐるみよ」

「……ぬいぐるみ？」

「うん。射的の景品にあった、特大サイズのぬいぐるみ……あたしはそれがどうしてもほしくて、取ってくれるよう頼みこんだのよ。そのぬいぐるみが、プー太郎――あたしがお父さまからもらった最後のプレゼントなの」

「あっ……」

　告げられ、京輔は思い出す。

　プー太郎を抱き、眠っていた鋭利。

『コレがなければうまく眠れない』ほど安心感を覚えるぬいぐるみは、鋭利にとって、父親との思い出がつまった宝物なのだろう。

　しかし、鋭利がプー太郎より大事に想っていた父親は――。

「盆踊りの翌週、お父さまは仕事に向かったわ。帰ってきたら、今度はあたしも一緒に連れていくって約束をして……そのまま、二度と帰ってこなかった。ううん……帰ってきたときにはもう、お父さまじゃなかった。元のカタチを留とどめていなかったから」

「…………そうか」

　語り聞かせる鋭利の声は、どこまでも静せい謐ひつだった。

　それは感情を押し殺しているようにも、繰り返しすぎて擦すり切きれてしまったようにも感じられる。昏く悲しい声だった。

「――殺してやる、って思ったわ。お父さまをこんな風にした奴を、おんなじ目に遭わせてやるって。毎日毎日、夢中で刀を振るい続けたの……それなのに」

　そこで初めて感情がこもる。

　鋭利のか細い肩が小こ刻きざみに震えていた。

「なのにあたしは、殺せなかった……お父さまの仇かたきどころか、ただの無力な一般人すら殺せなかったのよ！　刃が急所を斬り裂く寸前、お父さまのことを――お父さまを亡くしたときに、あたしが感じたことを考えちゃって……それを、ターゲットに重ねあわせちゃって！　だって、あたしは知ってるんだもん。ある日突然、大事なものを奪うばわれた人が、どれだけ強く打ちのめされるか。どれだけ、深く悲しむか……あたし自身がよくわかってるんだもん」

「鋭利……」

　いつかの保健室で、打ち明けられた話が思い出される。

　こらえるような嗚お咽えつを漏もらし、『殺せない』と告白してきた少女。

　その根底には最愛の父を無む慈じ悲ひに奪い去られた憎しみがあり、憎しみでは焼き尽くせないほど大きな悲しみがあった。

　鋭利が「ふふっ」と自嘲し、自虐する。

「……本当、バカみたいよね？　お父さまの仇討ちより赤の他人のことを考えて、怖おじ気けづいちゃってるなんて。あんた以上に救いようがないお人好しだわ……こんなんだからあたしは、何もできない。なんの役にも立てない。顔向けできない。あわせる顔が……ない。お母さまにも、神楽にも、兄さんにも、村むら正まさにも、繚にも、乱にも、分家にも、お父さまにも」

「……………………」

　やはり鋭利は精霊棚を参っていないのだろう、と京輔は思った。

　紅羽家や父親に対して後ろめたさを感じているから、その霊れい魂こんが還ってきている場所には近づけず、空からの墓だけを訪れたのだ。

「――あのさ」

　そんな彼女に京輔は問う。

　引っかかっていた疑問を投げる。

「お前の家族は、お前が暗殺者になるのを望んでんのか？　お前が仇討ちしてくれるのを期待してんのか？　お前の親父さんは――」

「当たり前でしょ」

　即答し、鋭利が振り向いた。

　その瞳は刃のような光を帯びている。

「ウチは暗殺者の名門なのよ？　幼い頃から殺しの技術を叩きこまれて、血腥い世界に羽ばたいていく……それが普通なの。望んでないわけないじゃない！　期待されてないわけないじゃない!?　お父さまも、きっと……あたしが一人前の暗殺者になって、自分を殺した奴を殺してくれるのを願ってるはずだわ」

「お前は？」

「…………ハァ？」

「お前自身はどうなんだよ、鋭利。辛い思いをしたりさせたりしてまで、暗殺者になりたいっていうのか？　人殺しになりたいっていうのか？　生まれがどうとか育ちがどうとか周りがどうとか全部置いといて、お前自身はどうしたいと――」




「殺したいわよッ！」




　次の瞬間、鋭利が吼ほえた。

　身体ごと向き直り、真正面から京輔をにらんで、

「お父さまを殺した奴を殺したい！　人を殺せるようになりたい！　一人前の暗殺者になって期待に応こたえたい！　本家の長女として胸を張りたい！　本家当主になって、皆を……大事な人を守りたい。そのためには、殺さなくっちゃいけない……殺せなくっちゃいけないのッ！　だから、あたしは――」

　そこまで一気にまくしたてたとき、鋭利が口をつぐんで静止する。

「……ぁ」と瞳を見開いて、宵よい闇やみの彼方を注視した。

　アスファルトを踏む下駄の音。

　田を貫き真っすぐ伸びるあぜ道を、誰かがゆっくり近づいてくる。消えかけた街灯の下、ぼんやり浮かびあがったその人物は――。




「そうですか。ならさっさとそうしてくださいよ、姉さん」




「神楽……」

　鋭利によく似た赤錆色の、鋭い双そう眸ぼう。

「……誰、その子？」

　穿うがつような視線を受け止め、鋭利が問う。

　神楽は独りではなく、見覚えのない女の子を連れていた。

　歳は十にも満たないだろう。神楽の手を握りしめ、不思議そうな目で京輔たちのことを見ていた。

　神楽は「ああ」と女の子を見下ろし、

「迷子です。退屈していたところに話しかけられて、相手をしたら懐なつかれました。名前は雛ひなちゃんだそうです」

「かぐらお姉ちゃん。このひとたち、だぁれ？」

　淡うす黄き色いろの浴衣を着た女の子が、京輔たちを指さして尋ねる。

　神楽は、別人のように柔らかい物腰で答えた。

「わたしのお姉ちゃんとそのお友達ですよ、雛ちゃん」

「へぇ、そうなんだ！」

「「…………？」」

　好奇心あふれる眼差しを向けられ、京輔たちは顔を見あわせる。

　鋭利が眉をひそめて訊いた。

「え、ええっと……こんなところでそんな子連れて、何してんの？」

「散歩です。姉さんたちを追いかけるわたしに、この子の方からついてきたんですよ。ちょうどいいので連れてきました」

「ちょうどいい？」




「はい。使えるかなと」




　――直後。

　神楽が女の子の鳩みぞ尾おち辺りに掌しよう底ていをねじこむ。女の子がくぐもった悲鳴を漏らし、地面に崩れ落ちた。うつ伏せのまま、ピクリとも動かなくなる。

　鋭利が「ちょっ……」と血相を変えた。

「神楽ッ!?　あんた、子供相手になんてこと――」

「選んでください」

「は？」

　神楽は構わず先を続ける。

　失神した女の子を一瞥すると、困惑する鋭利を見つめて、




「この子供を殺すか殺さないか。この場で選んで、実行してください」




「…………え？」

　選択肢を突きつけた。

　そして、とどめの一刀を浴びせる。

　帯から鉄扇を抜き、鋭利の前に立つ京輔をさして。




「尚、後者を選んだ場合には――わたしがこの男を殺します」





























「あんたが、京きよう輔すけを…………殺す？」

「はい。姉さんがこの子供を殺せないなら、わたしが代かわりにこの男を殺します。簡単な二者択一でしょう？　見ず知らずな他人の命を取るのか、知りあいの命を取るのか。二つに一つです。さぁ選んでくださいよ、姉さん」

　人ひと気けのないあぜ道に姉妹の声が響ひびく。姉の鋭えい利りは呆然と、妹の神楽かぐらは超ちよう然ぜんと――二人の間に立つ京輔は口を挟はさめず、視線を行ったり来たりさせた。

　神楽は、表情一つ変えることなく鋭利を見ている。

「……ハァ？　何よ、それ……京輔を殺されたくなかったら、あたしに今すぐその子を殺せっていうの？　バ、バカげてる……そんなの、選べるわけないじゃない!?」

「そうですか。ならこの男が死ぬだけです」

「ふざけないでッ！」

「ふざけてなどいませんが」

　叫ぶ鋭利に対しても、神楽の態度は変わらなかった。

　撥はねのけ、無む慈じ悲ひに追いこんでいく。

「わたしが冗談を言っているように見えますか？　残念ですがこれは命令なんですよ。芙ふ蓉ようさまから仰おおせつかっている正式な仕事です。機きを見て貴女あなたの目の前で、貴女が大切に思っている命とそれ以外の命を天びんにかけてやるように、とね」

「えっ……」

　鋭利が言葉を失った。

　京輔の脳のう裏りに、芙蓉の姿が思い描かれる。

　あの母親は人好きのする笑顔の陰かげで、そんな謀はかりごとをめぐらせていたというのか。

　殺す寸すん前ぜんまで凶器を見せない暗殺者のように、一いつ片ぺんの狂気ものぞかせることなく素顔を隠し続けていたというのか。

「……なんでよ。お母さまはどうして、そんなこと――」

「貴女が人を殺せるようになるためですよ、姉さん。芙蓉さまがずっと望んでいることです。それは貴女も同じはず。ためらう必要などありませんよね？　殺してください。でないと、この男が死ぬことになります。あなたのせいで殺されるんですよ。つまり、貴女は逃れられない……自分の手で直接的に殺すのか、わたしの手で間接的に殺させるのか。今の貴女が選べる道は、それだけしかないのですから」

「…………どうしても？」

「どうしてもです。言ったはずですよ、姉さん？　これは、わたしが芙蓉さまから仰せつかっている仕事だと。紅あか羽ばね家けの暗殺者にとって、本家当主の命令は絶対……説得するだけ無む駄だですし、戯ざれ言ごとに耳を貸すつもりもありません。刀はただ振ふるわれるのみです。貴女自身もそうなのですから、よくおわかりでしょう」

「――――――――」

　沈ちん黙もく。鋭利は蒼そう白はくな顔で神楽と京輔、地面に倒れる女の子を順番に見た。うつむき、唇くちびるをかみしめる。

「…………わかったわ」

　逡しゆん巡じゆんの末、鋭利が面をあげた。

　水風船を放り捨て、女の子ターゲツトの元へと向かう。

「そうよね、神楽……いつまで経たっても逃げてばかりじゃ、いけないもんね？　逃げたところで逃げきれやしないんだもの」

「お、おい――」

「あんたはすっこんでなさい」

　引き止めようと手首をつかむ京輔に、鋭利が半眼を向けた。貫つらぬくような瞳ひとみには、強い拒きよ絶ぜつの意思が宿やどっている。

「……これはあたしの問題よ。あんたが出しゃばってくることじゃない。お願いだから邪魔をしないで、京輔――あたしの、邪魔をしないで」

「鋭利……」

　ゆるんだ手を振りほどき、鋭利が京輔を通り過ぎた。去さり際ぎわ、京輔にだけ聞こえる声で「……ごめん」と謝る。

　神楽が浴衣ゆかたの袖そでをひるがえし、扇おうぎを開いた。

「姉さんの言う通りです。貴方はただ自分の命が助かるようにと、祈っていればいいのです。十二人殺したという殺人鬼が、なぜ殺しを止めるんですか……心配せずとも約束は破りませんよ。姉さんが《赤錆爪の処女ラステイ・ネイル》の汚お名めいを返上できたなら、貴方には指一本触ふれません。触さわりたいとも思いませんが」

「――本当ね？」

　鋭利が、神楽の元へたどり着いて向きあう。

　神楽が「はい」と扇せん子すをあおいだ。

「わたしが芙蓉さまから仰せつかっているのは、先ほど口にした命令だけですし。貴女がきちんと殺せれば、この男は助かりますよ？」

「……そう。ならいいわ」

　首しゆ肯こうし、鋭利が視線を落とす。地面の上では淡うす黄き色いろの浴衣を着た女の子が倒れ伏し、意識を失っていた。その傍かたわらにヒザをつき、鋭利が女の子を裏返す。

「うっ――」

　鋭利の口から声がこぼれた。

　あどけない顔。瞼まぶたを閉じた女の子の胸が、呼吸にあわせ微かすかに上下している。神楽の手並みが鮮あざやかだったおかげか、その表情は安らかだった。

「名前は、雛ひなちゃん……だったわね？」

　鋭利が恐おそる恐るといった様子で、女の子に手を伸ばす。ネイルの先が当たらないよう注意しながら頰ほおをなでた。壊こわれ物でも扱あつかうように、そっと。

「貴女は何をしてるんですか？　わたしは『殺せ』と言ったはず――」

「黙ってて」

　静かだが、有無を言わさぬ口調。女の子に視線を固定したまま言い放つ鋭利に、神楽が一瞬だけひるむ。

　しかし、すぐさま「……フンッ」と扇子で口元を隠かくした。

　鋭利が女の子から手を離し、目を閉じる。

「殺すわ」

　やがて瞼を開いたとき、鋭利の気配は一いつ変ぺんしていた。

　感情のない無む機き質しつな声音。風の音さえ、止やんだ気がする。

　鋭利の右手がゆっくり持ちあげられた。人差し指・中指・薬指の爪に仕込まれた三本の刀が、星明かりを受けてきらめく。

　鋭利が狙いを定めているのは、女の子の白い喉のど。

　無む防ぼう備びなその頸けい動どう脈みやくに、ためらいなくネイルが振り下ろされ、

「殺すな」

　――ようとしたとき。

　突とつ如じよ響いた声に、鋭利がビクンッと身体からだを跳ねさせた。手を振りあげたまま硬直し、憑つき物ものが落ちたような目で京輔を見る。

　その表情が、みるみる怒りに塗ぬり替かえられていった。

「あ、あんたねぇ……邪魔するなって言ったじゃないの!?」

「うるせぇよ」

　一いつ蹴しゆうする京輔に、鋭利が「……ん」と鼻はな白じろむ。

「お前が邪魔してほしくないのはわかった。人を殺したい気持ちもわかった――だけど断る。オレを助けてもらう代わりに、女の子を殺す？　勝手なこと言ってんじゃねぇ！　このまま見殺しにしたら、オレも立派な人殺しだろうが!?」

「ぁ――」

　鋭利が振りあげていた手を下ろす。

　京輔は溜め息を吐くと、赤あか錆さび色いろの瞳ひとみを見つめ、

「悪いけど、力ずくでも止めさせてもらうぜ。生あい憎にく、命ほしさに大人しく見てるほど、お利り口こうさんじゃねぇからな。『どちらか一人の命を選ぶ』なんていうふざけた天びん、オレがこの手でブッ壊してやるよ！」

「京輔…………」




「――貴様」




　そのとき、低い声が響いた。

　京輔を射いる神楽の瞳には、烈火のごとき憤ふん怒ぬが渦うず巻まいている。

「何をでしゃばってるんです？　卑いやしい下げ郎ろう風ふ情ぜいが、偉えらそうに……ふざけているのは、貴方です。施し設せつで更こう生せいでもされたのですか？　随ずい分ぶんとまぁ立派な言葉を吐はきますね……十二人も殺したという、殺人鬼のくせに」

「違う」

「何が違うというのです？」

「俺は一人も殺しちゃいねぇ。ただの――一般人だ」

「……………………」

　神楽は無反応。一瞬だけ間を空あけて、

「はぁ。そうなんですか。それならそれで、別にいいんですけど。貴方が殺人鬼だろうとなかろうと、わたしの対応は変わりません。大人しく天びんに乗る気がないのなら、半殺しにして乗せるだけです」

　鉄扇を閉じ、神楽が京輔の方を向いた。

「わたしの仕事を妨さまたげた罪は重いですからね？　格下だろうが容よう赦しやはしません」

「上等だ。かかってきやがれ！　お前はさっき言ったよな？　『鋭利が選べる道は二つだけしかない』って。だけど――」

　汗で湿しめった拳こぶしを握り、震ふるえる奥歯をかみしめる。慣なれない雪せつ駄たを脱ぎ捨て裸足はだしになると、京輔は不ふ敵てきな笑みを浮かべた。

「選べる道なら、まだあるぜ？　オレがお前を返り討ちにして、鋭利にどっちも選ばせないって道がな」

「……………………へ？」

　鋭利が目を見開いて、ほうける。

　神楽は「――はい？」と瞳を細めた。

「本気でのたまってるんですか、貴方は。だとしたら、救いようがないうつけ者です。のぼせあがるのも大たい概がいにしておくことですね？　身の程を教えてあげましょう」

　カツンッ、カツンッと下駄を鳴らして、神楽が京輔に近づく。

　一歩、二歩、三歩……。

　京輔は油断なくその動きを注視し、拳を構えた。

　四歩、五歩、六歩、七歩、瞬間。




　――カツンッ！　と一ひと際きわ強い音がして、神楽の姿がかき消える。




「なッ!?」

　直後、左側頭部に横なぐりの衝撃。金属バットのフルスイングを食らったような重い打撃に頭ず蓋がいが揺さぶられ、京輔の身体が傾かしいだ。

「がッ!?」

　そこへ連撃。右側頭部をなぐり飛ばされ、逆方向に首が振られる。人間の拳とは思えないほど硬い感触だ。

　星が飛び散る視界の端はしを、白銀色の曲線が奔はしった。

「ぐッ!?」

　アゴの下から突きあげるような追撃。振動が真っすぐ脳まで伝わり、世界が白く染めあげられる。意識が遠のきかけた。

　よろめきながら後退し、京輔は尻もちをつくように倒れる。

　その足先で、カツンッと下駄がそろった。

　神楽が、悠ゆう然ぜんと京輔を見下ろす。

「……おや？　わたしを返かえり討うちにするのではありませんでしたか？　反応すらできていませんでしたけど」

　その右手に握られているのは――閉じた鉄扇。

「わたしが刃を開いていたなら、貴方は自分が斬られたことにも気づかず絶命していましたよ？　貴方が生き永ながらえているのは、わたしの慈じ悲ひです」

　言いつつ、神楽が得物を振るった。

　左の頰に鉄扇を食らった京輔は吹っ飛び、アスファルトに転がる。

「京輔ッ!?」

　鋭利の悲鳴。神楽は扇子についた血を飛ばし、

「――姉さん。今からこの男をなぶり殺しにします。助けたいなら、その子を殺すことですね？　みね打ちとはいえ立派な鈍どん器きですから……あまりのんびりしてると、手遅れになりますよ。わたしが男を殺すのが先か、姉さんが女の子を殺すのが先か――いざ、尋じん常じように勝負しましょう」

　嗤うと同時、神楽が京輔の鼻はなっ柱ぱしらに鉄扇を振り下ろした。
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「クッ――」

　視認することすら不可能な迅はやさで襲いくる打撃を、紙一重で回避する。神楽の凶器が地面を打ちすえた瞬間、身体を跳ね起こし、捨て身のタックルをかました。

「ナメんなあああああああああぁ！」

「愚ぐ鈍どんです」

　神楽はそれを難なんなくかわし、すれ違いざま京輔の右頰に鉄扇を打ちこむ。再び地面に倒れる京輔の後頭部を、神楽が下駄で踏みつけた。

「そんな動きでわたしを捉えられるとお思いですか？　なんと滑こつ稽けいな……武術もろくにたしなんでないようですね。正しよう真しん正しよう銘めい、素しろう人とではありませんか」

「うるせぇ！」

　あざける神楽に、京輔は咆ほう哮こう。

　力任せに頭を持ちあげ、神楽の足をはねあげる。

「…………ッ!?」

　神楽がたまらず体勢を崩した。起きあがるなり右ストレートを繰り出すも、

「遅いと言っているのです」

　神楽はひらりと拳を避け、京輔の腕を取る。交差させた腕と扇の間に挾みこむようにして右手首を捉えると、

「ぐっ……あああああああああァ!?」

　――反転。神楽の身体がひるがえって滑すべりこみ、京輔の背後へ。鉄扇によって関節をねじられた京輔は悲鳴をあげ、地面に両ヒザをついた。

　京輔の右手を背中に回して固定しながら、神楽が嘆息を漏らす。

「バカみたいに拳を振り回すことしかできないのですか、貴方は……ほとほと呆れ返ります。確かに力は強いようですが、宝の持もち腐ぐされですね？　わたしはあまり力がありませんけど、きちんと振るえば――この通りです」

「があああァ!?」

　神楽が力を加えると、手首にさらなる激痛が走った。

　もだえ苦しむ京輔を見て、鋭利が「神楽ッ！」と声を荒げる。だが、すぐさま悄しよう然ぜんとうなだれ、弱々しい声で続けた。

「……やめて。お願い、もうやめて……これ以上、京輔を傷つけないで。殺すから……ちゃんと、この子を殺すから……お願いよ」

「――――姉さん」

　神楽は不愉快そうに眉をつりあげ、

「まだわかっていないようですね？　今の貴女がすべきは、お願いではなく殺すことでしょう。やめてほしいなら、さっさと殺してくださいよ。やはり気つけが必要ですか。このまま、折らせてもらいます！」

「ぐぁああああああああああああァ!?」

「京輔えええぇ!?」

　固めた手首に体重をかけると、一気に力をこめる。

　間に鉄扇をかませた関節技は、人の骨など容易たやすく破壊――するはずだった。

「…………ッ!?」

　しかし、折れない。ビクともしない。

　尋じん常じようならざる肉体の強度に、動揺する神楽。

「離しやがれええええええぇ！」

「チッ――」

　その隙すきを突いて暴れ、京輔は拘こう束そくを逃のがれた。

　痛む手首を押さえて神楽と対峙し、鋭利に向かって呼びかける。

「オレのことなら心配すんな！　無理に殺さなくっていい。オレは絶対殺されねぇから……お前は、お前のことだけ考えてればいいんだ！」

「きょ、京輔――」

「黙りなさい！」

　神楽が鉄扇を振るい、京輔をなぐりつけた。

　その打撃を腕で受け止め、京輔は叫ぶ。

「オレが殺されちまうから殺すんじゃねぇ！　神楽に強要されるから殺すんじゃねぇ！　お前自身はなんで殺すんだ!?　どうして、その子を殺したいんだよ!?」

「そ、それは…………」

「紅羽だからに決まっています！」

　鋭利の代わりに神楽が答え、踏みこみつつ鉄扇を薙いだ。

　咄とつ嗟さに腕を持ちあげ構えるも、鉄扇が突き刺さったのは左の脇わき腹ばら――「がはっ!?」とよろめく京輔に、殴おう打だの嵐をお見舞いしながら、

「先祖代々、暗殺を存在理由とする人殺しの家系……其そ処こに生まれたわたしたちは皆、人間ではない。刀です。人を斬るため生み出され、研とぎ澄すまされた道具なのです。刀がどうして斬るかなど、笑しよう止し千せん万ばん！　そのために造られたからです。斬れない刀に価値はないでしょう？　意味はないでしょう、姉さん!?」

「神楽――」

「ふざけんなッ！」

　扇の乱らん舞ぶをかいくぐって拳を繰り出し、京輔は吼ほえる。

「お前ら二人とも、刀じゃなくて人間だろうが!?　ちゃんとそれぞれ感情を持ってる！　紅羽がどうとか先祖がどうとか環境がどうとか、そんなの関係ねぇだろう!?　お前自身はどう思ってるんだよ!?　殺しちまったら戻れねぇんだ、よく考えて――」

「貴方に何がわかるのですか!?」

　左フックからのアッパーカットを避さけ、神楽が鉄扇を振るった。カウンターのような形でなぐり飛ばされる。

「出会ってまだ数ヶ月の他人が、わかったような口をきかないでください！　わたしと姉さんは、生まれたときからずっと一緒に殺しの技術を磨いてきたんです。貴方が想像している以上に、過か酷こくで壮そう絶ぜつな鍛たん錬れんを積んで……にもかかわらず、この体たらくはなんですか、姉さんッ!?　殺すために生まれ、殺すために育てられ、殺すために生きてきた貴女から人殺しを取ったら、何が残るというんですか!?」

　なじられ、鋭利が「……うっ」と瞳をうるませた。京輔と神楽、女の子の間で視線をさまよわせるだけの鋭利に、神楽が唇をかむ。

　鉄扇を握る手に力がこめられ、乱打はますます苛か烈れつさを増した。

「貴女はそんなに弱い人ではないはずでしょう!?　わたしたち兄妹の誰よりも迅はやくて、誰よりも強くて、芙蓉さますら凌りよう駕がするだろうと讃たたえられた貴女が、いつまで無様な姿をさらし続けるおつもりですか!?　もうこれ以上、紅羽を……わたしを失望させないでください」

「…………神楽？」

　罵ば声せいはいつしか、すがるような声へと変わっている。戦闘では優位に立っているにもかかわらず表情は必死で、余裕が失われていた。

　そんな神楽に鋭利が動かされる。

　胸にネイルを抱いて、女の子の白い喉元を凝視し、

「おい、待て！　早まるんじゃ――」

「黙れと言ったはずです！」

　神楽が、京輔のアゴ先に掌しよう底ていをかました。

「紅羽のことなど何もわからない貴方が、でしゃばるんじゃありません！」

　脳のう震しん盪とうでよろける京輔の横っ面へ、続けざま鉄扇を見舞う。だが、京輔は倒れない。歯を食いしばって踏ふん張ばると、全力で回し蹴りを放った。

「うるせええええええええぇ！」

「クッ――」

　しかし、空振る。京輔の四し肢しは未だ神楽をかすりもしていなかった。それでも必死に抗あらがい続け、あがき続ける。

「ああ、そうだよ！　表社会で生まれ育った一般人のオレには、お前ら暗殺者や裏社会のことなんてこれっぽっちもわからねぇ！　お家事情も深くは知らねぇ！　だけどな、人を殺すことができない奴の気持ちなら、オレにもわかってやれるんだッ！」

「京輔…………」

　涙に濡れる鋭利の双そう眸ぼうが、揺らいだ。

　相手のことを考えすぎてしまって、殺せない少女――しかし、彼女は『殺したい』と言う。それは彼女の本音だろうか。本心だろうか。噓うそ偽いつわりのない想いだろうか。

　気が強くて意地っ張りで不器用で、心優しい少女――京輔が同級生からリンチを受けたとき、紗しや魔ま夜やや煉れん子こに翻ほん弄ろうされていたとき、綾あや花かのことで悩んでいたとき……思えば、彼女はいつも周りに気を配っていた。

　反面、自分のことはほとんど表に出さず、全部一人で解決しようとしてしまう。

　盆踊りから黙って抜け出そうとしていた鋭利の姿が、脳裏を過よぎった。

　だから――。

「人を殺すのが怖いんだよな？　嫌なんだよな？　それでもお前が『殺したい』のは、なんでだよ!?　周りや他人のことばっか気にして、自分をないがしろにして、無理やり抱かかえこもうとしてるんじゃないのか!?　お前はもっと――」

「黙れッ！」

　神楽の鉄扇がこめかみを打つ。皮ひ膚ふが裂け、血が流れるが構わない。

　鋭利に視線を固定したまま京輔は叫んだ。

「もっと自分を大事にしろよ、バカヤロウッ！　紅羽のこととか神楽のこととかオレのこととかそんなの全部抜きにして、テメェ自身と向きあいやがれえええぇ！」

「…………ッ!?」

　猛たけると同時、ありったけの力で右腕を振り抜く。

　神楽は避けない。京輔の拳が神楽の脇腹に吸いこまれ、




　次の瞬間、京輔の身体が宙を舞っていた。




「――え？」

　何が起こったのかわからない。

　神楽を捉えたはずの拳けん打だは空を切り、気づけば視界が百八十度回転している。自分が投げられたと理解したときには、左の肩口から田んぼに墜つい落らくしていた。

　泥どろ水みずが跳ね、京輔の身体が緑の海に沈しずみこむ。

　痛みよりも驚きよう愕がくの方が大きい。口に入った泥を吐き出しながら身体を起こすと、神楽があぜ道の上から京輔を見下ろしていた。

　その瞳と目があった瞬間、京輔の背に怖おぞ気けが走る。




「もう、終わりにしましょうか……」




　神楽が腰の後ろに手を伸ばし、帯から二本目の鉄扇を抜いた。

　左右同時に扇面を開く。金属的な音が鳴り、宵よい闇やみに白銀の花が咲いた。鋭く研がれた扇の先端が、日本刀の輝きを放つ。

「貴方の頑がん強きようさには、ほとほと疲れ果てました。いつになったら倒れてくれるんですか……まるで鋼鉄ですね。人間とは思えません。けれど、わたしたち紅羽の刃は金属すら断ち斬ることができる。即すなわち、強度など無意味――」

「神楽ッ！」

「…………姉さん」

　神楽がゆっくり首を動かし、鋭利を見た。

　その横顔が微かすかに翳かげる。

「最後の情けです。貴女が殺さないと言うなら、この男を一いつ寸すん刻きざみにしますよ？　貴女が見ている目の前で、凌りよう遅ちのように削けずり殺します。わたしはどちらでも構いません……貴女が好きな未来を選んでください」

「――――――――」

　追いこまれ、鋭利が息を呑む。

　神楽のことを見返すが、神楽は口をつぐんだまま。京輔も黙っている。言いたいことは全て伝えた。後は、鋭利に任まかせるだけだ。

「あ、あたしは…………」

　鋭利が女の子を見つめる。沈黙が降りた。

　蛙かえると虫たちの声。風と葉は擦ずれの音にまぎれて、遠く祭りの喧けん騒そうが聞こえる。

「……………………」

　やがて、鋭利が腕を伸ばした。

　女の子の白い喉――頸けい動どう脈みやくにネイルを押し当て、瞼を閉じる。

　消え入りそうな声がこぼれた。

「ごめんね」

　その言葉は、誰に向けてのものだったのか。

　閉じていた目が開かれる。

　そして――。
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「…………ごめん」

　謝罪の言葉を繰り返し、鋭利はネイルを引いた。

　横にではない。女の子から指を離して、凶器を胸にかき抱く。

「やっぱり無理だよ……殺せないよ」

　へたりこみ、弱々しく呟いた。

　神楽が「…………は？」と絶句する。

「な、何を……何を言ってるんですか、貴女はッ!?」

　神楽が絶叫するように怒ど鳴なった。『どちらでも構わない』と告げていたときの冷静さはどこへやら、感情を剝むき出だしにして、

「ほんの少し力をこめて、指を動かすだけでしょう!?　たったそれだけのことなのに、どうしてできない!?　怖気づくのも大たい概がいにしてくださいよ……腑ふ抜ぬけが！　臆おく病びよう者ものが！　根性なしが！　弱虫が！　もう何回目だと思っているのです!?　貴女は一体いつまで《赤錆爪の処女ラステイ・ネイル》のまま、腐くさり続けるつもりで――」




「殺したくないッ！」




　神楽の罵倒を切り裂いて、鋭利が声を張りあげる。

　その目元から涙の飛沫しぶきが散った。

「殺したいのに殺せないんじゃない……殺したくないから殺せないのよ、あたしはッ！　誰かを傷つけるなんて辛つらいし、怖いし、大っ嫌い！　そんなことするくらいなら、一生錆さびたままでいい！　さげすまれた方がいい！　そうよ、あたしは……あたしは腑抜けで臆病者で根性なしの弱虫で、どうしようもない欠けつ陥かん品ひんなのッ！　だから、ごめん……ごめんなさい、神楽……あたしは、この子を殺せない。誰も……殺したくない」

「ね、姉さん――」

「京輔の言う通りだわ……あたしは今までずっと、自分をだまし続けてた。皆の期待に応えなきゃ、長女としてしっかりしなくっちゃ、神楽をガッカリさせないようにしなくちゃ、お父さまの仇かたきを討うたなくちゃって……だけど、やっぱり無理なの。できないの！　どんなに自分をだましても、だましきれなくて。心があげる悲鳴に耳をふさいで、聞こえないフリをして、他人の代わりに自分を殺し続けて、押しこめて……もう限界よ……ごめんなさい、神楽。ごめんなさい、お母さま。ごめんなさい……お父さま」

「……そん、な…………」

　嗚お咽えつしながら謝る鋭利に、神楽がだらりと鉄扇を下げる。

　神楽はしばし、魂たましいが抜けたように放心していた。

　その奥歯がかみしめられ、引き結ばれた唇から低い声が漏れ出る。

「…………ああ、そうですか」

　神楽が緩かん慢まんな動作で首を動かし、京輔を見た。真紅の虹こう彩さいと漆黒の瞳どう孔こう、憤怒と憎ぞう悪おが丸ごと殺意に変換されて、邪魔者を貫つらぬいている。

「わかりました。では、この男を殺します。姉さんをおとしめた下げ郎ろうを活いけ造づくりにしてあげましょう。四し肢しの先からなますにして、寸刻みにして、細こま切ぎれにして、八やつ裂ざきにして、ズタズタにして、刺し身にして、盛りつけたら食べさせて……舌と心で味わわせてあげますよ。貴女がどれほど愚おろかな選択をしたのか。この男の末まつ路ろと血肉を処しよ方ほうし、養よう生じようしていただきましょう」

　淡たん々たんと告げ、神楽が足を踏み出した。

　垂れ下がった両腕の先、二枚の扇がひるがえる。

　――次の瞬間。

「やめてえええええええええぇ！」

「「…………ッ!?」」

　地面を蹴りつけ肉にく薄はくする神楽と京輔の間に、紅い影が滑すべりこんできた。

　神楽が目を剝き、振り下ろした右腕を止める。鉄扇刀は、乱入者――鋭利のうなじを浅あさく裂さいたところで停止していた。

　覆い被さるようにしがみつき、身をていして京輔をかばう。斬れた首から血があふれ出し、真っ白い肌を伝って流れ落ちた。

　鋭利の細く柔やわらかい身体が、小刻みに震えている。

「え、鋭利――」

「邪魔です。どいてください」

　神楽が鉄扇を下げ、鋭利の背をねめつけた。

「このままでは殺やりづらいです。悪あがきはやめて、さっさと――」

「嫌あああぁ！」

　鋭利が決して離すまいと、京輔の身体を抱きしめる。涙をボロボロとこぼし、矜きよう持じをかなぐり捨てて、駄だ々だっ子このようにわめいた。

「どかない！　絶対にどかない。絶対絶対絶対、どかないっ！」

「あ、貴女ねぇ――」

　冷れい酷こくだった神楽の顔に朱しゆがさす。鉄扇を振りあげ、怒ど号ごうを叩きつけた。

「いい加減にしてくださいよ、姉さんッ!?　なんと見苦しい……どかないならどかせるだけですし、どかさなくても殺すことなら簡単にできます」

「死ぬから」

「……………………はい？」

　抱きついたまま首だけで振り返り、鋭利が神楽をにらみつける。

「京輔が死んだら、あたしも死ぬから！　それでもいいなら殺しなさいよ!?」

「んなっ――」

　神楽があんぐり口を開いた。

「た、戯たわ言ごとを……バカげた脅おどしです！　他人の命も奪うばえない貴女が、自分の命を絶たてるわけないでしょう!?　ふざけないでください」

「ふざけてなんかいないもん！」












「もんじゃありません！　ならば、今すぐ実行してみてくださいよ!?　貴女が自分の命を絶つことができたら、この男を見逃してあげてもいいです」

「わかったわ」

「……………………はい？」

　立ちあがり、鋭利が己の喉にネイルをあてがう。

　その指先に躊ちゆう躇ちよなく力が加えられ、

「姉さんッ!?」

　瞬間、神楽が鉄扇を放り捨て、大慌てで鋭利の腕をつかんだ。

　引き離されたネイルの下には浅い傷が走っており、鮮血がにじんでいる。

　神楽は「……ハァ」と脱力した後、血けつ相そうを変えて怒鳴った。

「ちょっと！　何してるんですか!?」

「あんたがしろっていうから、自害を――」

「本気でしようとしないでください！　アホですか、貴女は!?　わ、わたしの心臓まで止まるところでしたよ……」

「安心してくれてるの？」

「してません！」

　わめき、神楽は「……チッ」と舌打ち。

　鋭利の手首を握りしめたまま、うなだれる。

　その唇から力のない呟きが漏もれた。

「殺したくないって、なんですか……なんなんですか、姉さん？」

　神楽の声が湿しめり気けを帯おびる。

　顔を背けて地面を見つめ、語りかけた。

「今までずっと、殺しのために技術を磨いてきましたよね？　連日連夜、苦しい修行に耐えて鍛錬を積んで……幾いく度どとなく死にかけながら。それでも一緒に頑張ってきたではありませんか。にもかかわらず、この期ごに及およんで『殺したくない』など――」

「…………ごめん」

「ごめんじゃありません！」

　神楽が叱しつ咤たし、鋭利をねめつける。

　つりあがった目尻には、ほんのり涙が浮いていた。

「わたしに謝らないでくださいッ！　そんな姿を、見せないでください……目め障ざわりなんですよ。泣いて、落ちこんで、悩んで、苦しんで……そんな姉さん、見たくないです！　貴女はもっと強くて、凜り々りしくて、気高くて、どんな苦難もしれっと乗り越えてしまう人であるはずでしょう!?　わたしは昔からずっと、そんな姉さんに憧あこがれていました……貴女の背中を、追いかけ続けてきたんです」

「神楽……」

「――雅まさ人とさまが死んだ日のこと、覚えていますか？」

　雅人というのは、六年前に亡くなったという父親の名だろう。

「わたしは当時七歳で、姉さんは十歳……わんわん泣きわめくわたしに、貴女は言ってくれましたよね？　『あたしが仇を討ってあげるから』って。『父さまを殺した奴は、あたしが殺す。だから泣かないで』って。その言葉を聞いたわたしは安あん堵どし、悲しみや恐怖が和らぐのを感じたんです。『姉さんならできる。必ず、殺してくれる』って……そう信じていました。なのに――」

　神楽が鋭利に向き直る。

　手首を離し、浴衣の襟首をつかんで、

「なのに、貴女は殺せなかった！　雅人さまの仇どころか、一般人すら……あのときの衝撃ったらありません。裏切られたと思いました。憤いきどおりを覚えました。追いかけていた背中が突然消え失うせて、取り残されてしまったわたしは、強い不安を感じました。憧れ続けていた貴女が、無様に転落していくのを……見ていられませんでした」

「…………そう」

「だから、嫌いです」

　神楽が下唇をかみしめた。

　鋭利の胸ぐらを引き寄せ、罵声を浴びせる。

「わたしは貴女が大っ嫌いです！　これまで散さん々ざん軽けい蔑べつしてきましたけど、今回のことで完全に見み限かぎりました……貴女にはもう何も期待しません。何も望みません。何も求めません！　願わくば、極きよく力りよくわたしの視界に入らないでください。貴女を見てるとイライラするので！　今後一切、わたしに関わらないでください」

「……うん、わかったわ。神楽がそうしてほしいんだったら、そうする」

「～～～～～～っ！」

　神楽が瞳をたぎらせて、寂しそうに微わ笑らう鋭利をにらんだ。

　突き飛ばすようにして襟首を離し、落とした鉄扇を拾う。開いた扇面を閉じると腰帯に差しこみ、きびすを返した。

「このことは芙蓉さまに報告させてもらいますからね？　それで貴女がどうなろうが、知ったことではありません……死ねば、いいんです」

　吐き捨て、神楽が歩き出す。

　その背中を――。

「待てよ」

　京輔は、思わず呼び止めていた。

　神楽が「……はい？」と鬱陶しげに振り返る。

「なんですか」

「お前、本当に鋭利のこと嫌いなのか？」

「大嫌いです」

　神楽の返事はにべもない。

　だが、京輔は引き下がらなかった。

「鋭利が人を殺せないだけで？　へぇ……だとしたら、お前が鋭利を好きな気持ちは、元々そんなに大したものでもなかったのかもな」

「――なんですって？」

　赤錆色の瞳に殺意がこもる。

　腰をあげ、京輔はひるむことなく神楽の視線を受け止めた。

「だってそうだろ？　お前が鋭利を心しん底そこ慕したってたんなら、たったそれだけの理由で嫌いになるわけがねぇ。そんな想いは噓っぱちだよ」

「…………は？」

「ちょ、ちょっと――」

「オレも最近、同じような経験をしたんだ」

　殺気だつ神楽とたしなめる鋭利、二人を無視して京輔は続ける。

「オレの場合は、妹が……それまで普通の女の子だと思ってた綾花が、平気で人を殺しちまえる奴だってわかった。お前らとは、逆パターンだな？」

　猟りよう銃じゆうを持ち出し、煉子たちを撃ち殺そうとした綾花。

　あのとき受けた衝撃は、今でも忘れられない。妹が得体のしれない化け物に思えて、一気に距離が開いた気がした。――しかし、

「……それでも、オレは綾花が好きなんだ。人を殺せるアイツは理解できないし、怖いとすら感じてる。だけど、やっぱり大切なんだよ。アイツのことが大切なんだ！　嫌けん悪おや恐怖なんかよりずっと、好きっていう気持ちの方がデカくて……強くて。いいところもたくさん知っててさ。嫌いになんか、なれるわけなかった」

「京輔……」

「――――――――」

　神楽は、無言で京輔をにらみ続けている。

「お前もそうじゃねぇのかよ、神楽？　本当はまだ鋭利のこと、嫌いになりきれてねぇんだろ!?　なんだかんだ言いながらもお前、鋭利のことは傷つけようとしてねぇし……自分じゃ冷たく振る舞ってるつもりだろうけどな、傍はたから見てると正直、満まん更ざらでもなさそうに見えるぞ？　素直じゃねぇのは姉ゆずりなのか？」

「やかましいですね」

　神楽が不快そうに顔を歪ゆがめた。

「貴方の兄妹事情など知りません。どうでもいいです。それと同じくわたしと姉さんのことも、貴方の知るところではありません。わかったような口を叩くのは、金こん輪りん際ざいやめにしていただけませんか？」

「でも――」

「でもじゃありません。言ったはずです。わたしは姉さんが大嫌いですし、軽蔑しています。慕っていないし、大切にも想っていません。以上です」

　京輔の制止を一刀両断すると、歩き始める。

　そのまま立ち去ろうとしたとき。




「安心したよ」




　宵闇の彼方かなたから声がした。

　神楽の前方で一瞬、何かが光る。

　刹せつ那な。

「…………ッ!?」

　神楽が帯から鉄扇を抜き、宙を薙いだ。

　――キィン！　と高い音が鳴る。次いで、何かが田んぼに落ちる水音。

　神楽が鉄扇を開き、イラだたしげに尋ねた。

「……どういうおつもりですか？」

「いや別に」

　闇の向こうから、飄ひよう々ひようとした少年の声が答える。

　現れたのは――。




「妹たちが甘ったれたことしてるから、ちょっぴり活かつを入れてあげようかなぁと思ってね？　祭りの時間は終わりだよ。ここからは血祭りの時間だ」




　緋ひ色いろ袴ばかまに臙えん脂じの羽は織おりをまとう伊だ達て男おとこ。

　手しゆ裏り剣けんのような得物を弄もてあそび、紅羽刃ば更さらが軽けい薄はくな笑みを浮かべた。





×　×　×






「……甘ったれたこと？」

　神楽の声に剣けん呑のんさが混じる。

　刃更はますます笑みを深くし、肩をすくめた。

「ああ。今回もまた殺せなかった上に『殺したくない』とか痴しれ言ごとを吐く長女と、それをさらっと見逃しちゃう次女。吐き気がするほど甘ったるいとは思わないかい？」

「思いませんね」

　刃更の問いを即座に切り捨て、神楽が鉄扇をあおぐ。

「仕方のない判断でしょう？　あの男を殺したら死ぬと脅おどされ、自害をされかかったのですから。退ひくより他は――」

「死なせてやればいいんじゃないかな」

「――はい？」

「死にたいなら死なせてやればいいんだよ。お前が考えてやることじゃない。芙蓉さまから言われているんだろ？　『京輔くんの命とそれ以外の命を選ばせてやれ』ってさ。鋭利は後者を選んだんだ。なら命令に従したがって、前者の命を絶たたなくちゃ。結果、鋭利が死んでしまっても、それこそ仕方のないことだと思うけど」

「…………ん」

　神楽の動きが止まった。

　刃更は容よう赦しやなくたたみかける。

「お前、自分で言ってたじゃないか。『鋭利が嫌い』だって。『どうなろうが知ったことじゃない』って。なら鋭利が自害しようと、別にどうでもいいよなァ？」

「そ、それは――」

　神楽は刃更から目を逸そらして、

「確かにその通りですけど、姉さんの実力は折り紙つきなのですし……こんな形で失われてしまうのは、紅羽にとって大きな損そん失しつに――」

「ならないね。錆びた刀に価値はない」

　しどろもどろに反論するも、ばっさり斬り捨てられてしまった。

「し、しかし……姉さんをどうするかは、わたしたちではなく芙蓉さまがお決めになることではありませんか？」

「うん。俺たちは命令に従うだけだしね。だからさ、まずは従おう。芙蓉さまから言われた通りに京輔くんを殺して、それで鋭利が死んでしまったら、そのときはそのとき。振り下ろすか振り下ろさないかは、俺たち刀が決めることじゃないだろ？」

「――――――――」

　閉口し、神楽が構えていた鉄扇を下ろす。

　刃更は満まん足ぞく気げにうなずいた後、鋭利へ視線を移した。

「……ってことで、ごめんね？　神楽の代わりに、俺が京輔くんを殺させてもらうよ。自害したいならすればいい」

　笑いかけ、傷ついた喉元を見る。

　鋭利が京輔をかばう位置に移動し、守るように両腕を広げた。

「させません。京輔を殺させたりなんか、しません！」

「鋭利……」

　刃更が「ハハッ」と可お笑かしそうに噴き出す。

「相当入れこんでるみたいだなぁ！　お兄ちゃんとしては複雑な気分だけど……うん、いいね。それだけ大きな存在だったら、亡くしたときのショックもさぞ大きいだろう。俺としては、ぶっちゃけ壊しちゃうのが一番手っ取り早いと思うんだよねぇ」

　赤しやく銅どう色いろの瞳が細められ、京輔を捉えた。

「大事なものを目の前で徹底的に壊してやれば、心も壊れてくれるはず。心さえうまく壊れてくれれば、余計なことを感じなくて済む……躊ちゆう躇ちよなく人を斬る道具になれるさ。壊れすぎて使い物にならなくなったら、棄すてちゃえばいい」

「に、兄さん……」

「テメェ！」

　激げつ昂こうする京輔に、刃更が口角を歪ゆがめる。

「フッ。そういきり立つなよ、京輔くん。頭に血が上ると、判断力が低下するからね。猛たけりやすいのは小者の特とく徴ちようだ」

「うるせぇ！　ふざけたこと抜かしてんじゃ――」

　鋭利を押しのけ前に出ようとした刹那、刃更が無む造ぞう作さに腕を振るった。直後、何かが京輔の左頰をかすめる。手で押さえると、ぬらりとした血液の感触。遅れて、痛み。

　見れば、刃更の手から手裏剣が消え失せていた。

　黒い刃が闇に溶けこんで飛来し、京輔の肌を斬り裂いたのだ。

「……次騒いだら、喉いくからね？　俺の刀は今の三方手裏剣――投とう擲てき刀とう《夜断烏やたがらす》の他にも色々あるんだ。下手に動くと、一瞬で血だらけになれるよ」

「クッ――」

「兄さんッ！」

　歯がみする京輔を下がらせ、鋭利が声を怒らせる。

「やめてください！　これ以上、京輔を傷つけるなら……」

「ハハッ。どうする？　俺を殺すのか」

「いいえ。半殺しにします」

　鋭利が両手のネイルを光らせた。

　踏み出したつま先にも、暗器――計十六本の刀を構え、戦闘態勢に入る。

「ふぅん……おもしろいじゃん。ただ、俺は鋭利を狙わないよ？　俺の狙いはあくまで京輔くんだしね。俺の刀は遠距離・中距離・近距離・至し近きん距離、全てをカバーしてる。お前が俺の間合いに入るのと、俺が京輔くんを仕し留とめるの……どっちが速いと思ってるんだい？　いくらお前でも、飛び道具より迅くは動けないよなァ？」

「……………………」

「俺の刀を防ぐにしたって、お前の《朱裂すざく》はそういう使い方に向かない。攻撃特化型の暗器だ。よくてせいぜい相あい討うちだろうね？　お前の刀が俺を捉える頃、取り残された京輔くんは血の噴水をあげてる」

「そ、そんなの……やってみなくちゃわかりません」

　気丈に返す鋭利だが、その声音は硬かった。指先も震えている。

　勝算があるとすれば、京輔が自力で刃更の刀を避さけきることだが……。

「ああ、ちなみに《夜断烏》は一度にたくさん投げることもできるよ？　さっきは一本だったけど、今度は八本投げてみようかな。それを全部で×カケル三くらい」

「「…………ッ!?」」

　一本でも難しいのに、そんなのかわせるわけがない。絶望する京輔たちの前で、刃更が腕を組んだ。着物の袖に手を入れ、刀を放つ準備をする。

　――そして。

「じゃあ、殺やるね？　翔とべ《夜断烏》」

　刃更が両腕を引き抜いた。

　闇にまぎれて飛翔する、数多あまたの凶器。それより一瞬速く動いた鋭利が振り返り、京輔の身体を突き飛ばしてきた。

「………………ぇ？」

　ほうける京輔の眼前、鋭利が儚はかなげに微わ笑らう。

　その唇が『ごめん』という形に動いた。

　ゆっくり傾いていく景色。

　京輔が見ている、目の前で――。

　驟しゆう雨うのように襲いくる日本刀の群れが、闇を斬り裂きながら降ふり注そそぎ、鋭利の全身をズタズタの血祭りにあげる。




「舞え《紅く雀じやく》」




　――その瞬間だった。

　突如として割りこんできた影が、華か麗れいな演えん舞ぶを披ひ露ろうする。

　凄すさまじい剣けん戟げきの合唱が響いた。

　星空の下、扇が翼のようにひるがえる。

「「「……………………は？」」」

　呆あつ気けに取られたのは、京輔たちばかりではない。

　刃更もポカンとした表情で乱入者、両手の鉄扇刀を操り、投擲された刀全てを防いでみせた少女を見ていた。

「神楽？　あんた、どうして――」

「知りません」

　無ぶ愛あい想そうに言い、鉄扇を下ろす。

「身体が勝手に動いてしまいました。誠まことに腹だたしいですけど、姉さん……どうやら、わたしは貴女に死んでもらいたくないみたいです」

「え？」

「…………すみません」

　神楽が謝り、声を落とした。鋭利に背中を見せたまま、

「貴女が殺せないとわかったとき、当あたり散ちらしてしまってからずっと……わたしは噓をついてきたのかもしれません。貴女が大嫌いだと、軽蔑していると。慕っていないし大切にも想っていないと……意地を張り続けてきたのかも、しれません」

　神楽は語る。鋭利が初めて『殺したくない』と本音をさらけ出したように――神楽もまた、隠し続けてきた想いを吐と露ろする。

「最初はすぐ謝るつもりでした。一回目はたまたま失敗しただけ。二回目に殺すことができたら、謝ろうと思っていたんです。けれど、貴女は殺せなかった……それが三回、四回と続いていき、その都つ度どわたしは貴女を罵倒し、謝る機会を失って……優しい言葉をかけてあげられないまま、六年経ってしまいました」

「神楽……」

「一つだけ訊かせてもらえませんか」

　神楽が鋭利を振り向いた。

　緊張した声で尋ねる。

「貴女は人殺しを忌き避ひしているんですよね。平然と人を殺あやめてしまうわたしのことを、その……どう思っているのです？　やはり、嫌悪感を抱いて――」

「バカね。そんなわけないじゃない」

「へ？」

「あたしはあんたが生まれたときから変わらず好きだし、大事に思ってるわよ。当たり前でしょ？　神楽は、あたしの可愛い妹なんだから」

「姉さん――」

　神楽が目を見開いた。

　束つかの間ま、こらえるようにうつむくと、




「そうですか。ありがとうございます……今まですみませんでした。わたしもやっぱり姉さんが好きです。人の命を奪えないほど、心優しい姉さんのことが」




　まだ少しだけぎこちなく、頰をゆるめる。それは、京輔たちが紅羽家を訪れて以来、初めて目にする神楽の笑顔だった。

　――パチパチパチパチパチパチパチパチ。

　そこへ拍手が捧げられる。

　神楽の表情が一気に強こわ張ばった。

　打ちあわせていた手を広げ、刃更が仰々しくしゃべる。

「いやぁ～。お前たち、仲直りおめでとう！　お兄ちゃん、感動しちゃったよ……六年越しの姉妹ゲンカだもんなぁ～。いやはや、いいもの見せてもらった！　心が洗われる気分だ。めでたしめでたし。京輔くんを殺すのも中止にして、皆で仲良く家に帰ろうじゃないか！　――なんてことには、ならないけどね？」

　瞬間、かき消える笑顔。

　軽薄な雰囲気は変わらず、目だけを酷こく薄はくに光らせ、

「お前たちさぁ……姉妹そろって甘すぎなんじゃないのかい？　紅羽本家の長女と次女がこの体たらくじゃあ、紅羽の名が地に墜おちる。ここは長男である俺が、きっちり叩き直してあげなきゃいけないな？　京輔くんは予定通り斬ざん殺さつ、鋭利と神楽は二人まとめて半殺しに決定だ。お前ら姉妹の鈍にぶりきった精神、お兄ちゃんが研とぎ直なおしてやるよ」

　刃更が軽く腕を組み、袖に仕込んでいる暗器をつかんだ。

　神楽が「……フンッ」と鉄扇を構える。

「殺れるものなら。返り討ちにして差しあげます、刃更兄さん――」

「下がってなさい」

　息巻く神楽をそっと押し退のけて、鋭利が前へ進み出た。「……姉さん？」と怪け訝げんがる神楽に微笑みかける。

「あたし一人で片づけるから。神楽は京輔をお願い」

「えっ!?　おい、鋭利……」

「わかりました」

　――大丈夫なのか？　と尋ねるより早く神楽がうなずいた。

「この男には傷一つ負わせません。わたしたちのことはお気になさらず、存分に戦ってください」

「うん。ありがと」

「……へぇ？　大した自信じゃないか。まぁ確かにお前の実力は、俺たち紅羽の中でも抜きん出てるもんなぁ。だけど、残念――」

　刃更の殺気がふくれあがる。

「お前が腐くさって錆さびてる間、俺はずっと現場にいたんだよ。八年だ。数えきれない人を斬り、おびただしい量の血を吸って八年……俺の刀は死線で研ぎ澄まされているのさ。誰一人として殺せないお前が、俺を斃たおす？　ハハッ。――傑けつ作さくだなァ、オイ!?」

　嗤うと同時、刃更が腕を振り抜いた。

　弾丸にも匹敵する疾はやさで迫り来る刃は、視認不可能。数も軌道も角度も方向も、闇にまぎれて読めない暗器が群れをなし、上下左右から襲いかかる。

　それを、鋭利は――。

「……ふわぁ」

　刃更に向かって歩み寄りながら、あくび混じりにかわしてみせる。

　首を傾け、ポニーテールを揺らし、腰を折り曲げ、あるいは反らし、袖を持ちあげ、歩調を変えつつ回り、足をあげては踏み下ろして、下駄を鳴らした。

　か細い体たい軀くを流れるような動きで制御し、肢し体たいの先から関節一つ一つに至いたるまで完璧に操り、刀の豪雨をすり抜けていく。

「ぐっ……あなどるなよ《赤錆爪の処女ラステイ・ネイル》!?」

　刃更が焦ったように吼え、二度三度と追撃を浴びせた。それでも結果は変わらない。刃更が放つ散弾のごとき刀は、鋭利の身体をかすりもせず空を切り、

「――は？」

　その背後で目を疑う京輔へと降り注ぐ。だが、それも神楽がすかさず鉄扇を振るい、ことごとく弾き飛ばした。舞い踊るような剣閃が、剣戟と共にきらめく。

　姉妹そろって信じられない曲芸だった。

　しかし、刃更も負けてはいない。

「啄ついばめ《振羅鳴弧フラミンゴ》」

　右の袖から投擲刀を投げ放った直後、左の袖から伸びたのは紅い鎖くさり鎌がま。円えん弧こを描いて首を刈らんと薙がれた凶刃を、鋭利が素早くかがんで避ける。

　直後、刃更が鎖を引いた。たった今やり過ごしたばかりの刃がひるがえり、視界の外から鋭利を襲う。加えて新たに引きずり出された鎖鎌が一本、挟みこむようにして鋭利を捉えた。薄桃色の唇が、弓ゆみ張はり月づきの形に歪む。

「ハッ！　もらったァ――」

「遅いです」

　次の瞬間、鋭利が爆はぜた。

　離れた場所から見ている京輔にすら、迅すぎて追うことができない。一瞬にして刃更の死角へ滑りこんだ鋭利は、そこから再び急加速する。弾けるように肉薄し、

「クソッ、翻ひるがえれ――」

「絶たて《朱裂》」

　刃更が新たな暗器を繰り出すより迅く、鋭利が右手のネイルを股下から頭頂へ、縦一文字に奔らせた。

　次いで左手、右足、左足、右手――と瞬息の間に都合四撃。

「…………ッ!?」

　皮一枚の距離をかすめる剣閃に、刃更が尻もちをつく。

　あちこち裂かれた袖や裾から手裏剣や円月輪チヤクラム、苦く無ないや両刃刀ブレイドといった暗器がバラバラこぼれ落ちた。

　愕がく然ぜんとなる刃更を見下ろして、鋭利が髪をかきあげる。

「あたしの勝ちですね、兄さん？」

「ハ、ハハッ……そ、そうだなぁ。お前の勝ちみたいだ――なァ!?」

　刃更が口から吹き矢のようにして、超ちよう極ごく小しようの刀を放った。鋭利が首を傾けて回避し、刃更の頰に下駄をブチこむ。

「ごぶぅ!?」

「悪あがきはやめてください。無む駄だです」

「羽撃はばたけ――」

「無駄だと言いました」

「ぐえっ!?」

　倒れた刃更の顔を踏みつけ、鋭利がにっこり微笑んだ。

「あたしの勝ちですね、兄さん？」

「…………参まいったよ」

　ようやく抵抗をあきらめたのか、刃更が力のない声で答える。

　鋭利が呆れるように息を吐き、刃更の顔から足をどかした。京輔はまだ夢を見ているような気分で、その姿をぼんやり眺める。

「あ、圧倒的じゃねぇか……アイツ、あんなに強かったのか？」

「当たり前です」

　神楽が鉄扇をしまい、誇らしげに胸を張った。

「姉さんは天才ですからね。優しすぎるので、無意識に手加減してしまうのが難点ですけど……本気を出せばあんなものです。太た刀ち打うちできる者などいませんよ」

　その表情は明るく、これまでの神楽とは別人のようだ。

　まぶしそうに目を細め、鋭利を見つめている。

「……で、どうする？　念のため、兄さんを拘こう束そくして――」




「ああっ!?　いたいた、逃亡者たちだよ！　御ご用ようだ御用だあああぁ！」




　鋭利の言葉をさえぎって、騒そう々ぞうしい声が響いた。

　煉子と綾花、毒島が一いち目もく散さんに駆けてくる。

「いやぁ、よかった！　焦りましたよ……盆踊りに夢中になってたら、いつの間にやらいなくなっているんですもん。危うく逃げられるところでした……って、おや？　見るからに一ひと悶もん着ちやくあった感じですけど、もしかして事じ後ごですか？」

「ええ、事後よ。あんたが呑気に踊ってる間、あたしたちは生死の境さかいを――」

「じっ、じじじじ、事後おおおぉ!?　それに精せい子しがなんだって!?　ちょっと詳くわしく聞かせてほしいんだけどぉ!?　シュコーッ！」

「お兄ちゃんが戻ってこないから怪あやしいと思って報告してみれば、やっぱり野外で……ヤっていいことと悪いことがありますよね、鋭利さあああぁん!?」

「ハァ!?　バカ、違うわよッ！」

　煉子と綾花につかみかかられた鋭利は、狼ろう狽ばいしつつ訴えた。

「兄さんが京輔を襲おうとしたから、あたしと神楽で防ふせいだの！　もし止めなかったら間違いなく殺ヤられてたんだし、感謝してよね!?」

「「――――――――」」

　煉子と綾花の動きがピタリと止まり、地面に倒れている刃更を凝視する。

　刃更は「ああっ、煉子ちゃん！」と顔を輝かせ、両腕を広げた。

「鋭利の奴ってば、ひどいんだよマジで！　俺を容赦なくズタボロにしたの。その豊満なおっぱいでなぐさめてくれよぉ、煉子ちゅわ～ん」

「死ねホモ」

　煉子が刃更を思いっきり蹴っ飛ばす。何をされたか理解できずに目を白黒させる刃更に、綾花がドロップキックを食らわせた。

「お兄ちゃんに手を出すなホモ」

「ええっ!?　ちょっ、違……俺は普通に女の子が好きで――うわああああああぁ!?」

　刃更が必死に弁明しようとするも、煉子と綾花は聞く耳を持たない。

　下駄と怒声を浴びせまくって、刃更を滅めつ多た打うちにする。

「京輔をヤりたいのなら、私に殺られる覚悟もしておくことだねエエエェ!?」

「もう二度と手出しができないように、股こ間かんを潰しちゃいましょう！」

「いっそ、このまま死ねばいい！」

「姉さんを愚弄した罪、身体に刻みこんであげます、刃更兄さん！」

　鋭利と神楽もちゃっかり加勢し、ほどなく刃更はピクリとも動かなくなった。

　京輔が駆け寄ってみれば、白目を剝むいて気絶している。

「ひ、ひでぇ……」

「別に。当然の報むくいでしょ」

　しれっと言い、鋭利が京輔を見た。傷だらけの頰に手を添え、ゆっくりなでる。

「とりあえず、あんたが無事でよかったわ……本当によかった」

「鋭利――」

「安心するのはまだ早いですよ、姉さん」

　そこへ神楽が割りこんできた。意識を失って尚、煉子と綾花に蹴られ続けている刃更を一いち瞥べつし、神妙な面持ちで言う。

「今回の顚てん末まつ、芙蓉さまが聞いたらなんとおっしゃるか。よくて追放……最悪、その場で首を刎はねられるのも、覚悟していた方がいいと思います」





×　×　×






「…………なるほどねぇ」

　紅羽家の客間。盆踊りから戻った京輔たちはひとまず怪け我がの処置を終え、風呂をいただき、一息ついたところで芙蓉に詳しい事情を説明していた。

　芙蓉の正面には京輔と鋭利が並んで正座し、その後ろに煉子と綾花と毒島が、芙蓉の両隣に神楽と刃更が控ひかえている。

「人を『殺せない』んじゃなく『殺したくない』……つまり貴女にはもう暗殺者になる気がないし、紅羽本家を継ぐつもりもない――そう言いたいのね、鋭利？」

「…………は、はい」

「わかったわ」

　うなずき、芙蓉が緑茶を口に含んだ。それきり黙りこんでしまう。

「あの、芙蓉さま……姉さんのこと、許していただけませんか？　芙蓉さまが姉さんに期待を寄せていたのはわかります。失望する気持ちも理解できます。ですが、その……姉さん自身に殺す気がなければ、強要するだけ無駄といいますか……」

「――――――――」

「あのっ！」

　ちっとも反応してくれない芙蓉に、神楽が腰を浮かせた。

　座布団から身を乗り出して、芙蓉の顔をのぞきこみ、

「わたしが姉さんの分まで頑張ります！　技術を磨いて、姉さんを超えて、芙蓉さまが安心して後を任せられるような、超一流の暗殺者になりますッ！　だから……だから、お願いします。姉さんを許してあげてくださいッ！　勘かん当どうしないでほしいとまでは言いません。ただ、体罰を加えたり殺したりすることだけは、やめてくださ――」












「何言ってるの？」

　芙蓉が閉じていた瞼を開く。鮮血色の瞳で神楽を見つめ、

「そんなこと、するわけないじゃない」

「……………………え？」

　にっこり破顔する芙蓉に、神楽が戸惑った。

　芙蓉は鋭利へ視線を移すと、いつもと変わらぬ調子で告げる。




「わかったわ、鋭利。貴女が人殺しを望まないのなら、もうさせません。後を継ぐのも強制しません。貴女は貴女がしたいことを見つけて、生きたいように生きなさい」




「「「……………………は？」」」

　広間にいる全員が、信じられない顔をした。鋭利は身体を緊張させたまま、あまりのことに放心している。

　ややあって衝撃から覚めた鋭利が、恐る恐る尋ねた。

「え、ええっと……それって、つまり……どういう意味ですか？」

「そのまんまの意味よ？　貴女は人を殺さなくていい。紅羽本家を継ぐ必要もないわ。かといって、家を追い出すつもりはないけれど」

「……へ？　いや、でも……あの、お母さま？　あたしは暗殺者になれないんですよ？　なのに、どうしてお棄すてにならないのですか!?　こんな、役立たずの欠陥品を――」

「鋭利」

　芙蓉がたしなめるように名を呼ぶ。

　瞳と同じく鮮血を引いたような唇から、溜め息が漏れた。

「貴女は妾わたしがお胎なかを痛めて産んだ、大事な娘なのよ？　それを棄てるだなんて……冗談でもやめてちょうだい。紅羽は確かに暗殺者の家系。生まれた子には殺しの英才教育をほどこし、暗殺者にするべく育てるわ。けれどね……暗殺者にならない子供は役立たずでいらないなんて、そんなの極きよく端たんすぎると思わない？」

「……ん。でも、お母さまは散さん々ざんあたしに殺しをさせようとして――」

「貴女が望んでいたからよ」

「え？」

「鋭利、自分で言ってたじゃない。『殺したい』のに『殺せない』って。だから、妾は鋭利がなんとか人を殺せるように手を尽くしてきたの。プルガトリウム更生学院に入学させたのも、同年代の人殺しと触れあうことで、何か刺激を得られれば……と思ってのこと。貴女が『殺したくない』なら、無理強いするつもりはないのよ」

「お母さま――」

　芙蓉の真意を知らされた鋭利が、呆然となる。腹黒いと思われていた母親はその実、子の望みを叶かなえてやりたかっただけ。

　それは一瞬、ひどくマトモな価値観のように思えた。

　しかし――。

「……京輔を殺させようとしたのも、あたしが人を殺せるようになるためなんですか？　あたしが人を殺せるようになりさえすれば、他の命はどうでもいいと？」

「ええ」

　鋭利の問いに、芙蓉は即答。

「暗殺を生なり業わいにしてるんだもの……優先順位と損そん得とく勘かん定じようで、必要なら躊ちゆう躇ちよなく命を奪わせてもらうわ」

　平然とそう断じる辺り、表社会とは根本的なところでズレていた。狂っているのではなくズレている。芙蓉にとって殺人とは『手段』の一つに過ぎないのだろう。

　一般的な倫りん理りや道徳という常識ブレーキは、そもそも存在すらしていない。

「ただ、京輔さんの場合……はっきり他人とは言いきれない部分があるわねぇ。だって貴方は将来、鋭利の伴はん侶りよ――妾たち紅羽家の一員になるかもしれない殿方でしょう？　鋭利が人を殺せるようになるためだけに、殺させようとしたんじゃないのよ」

「「…………へ？」」

　京輔と鋭利の目が点になる。

　芙蓉は「ふふ」と口元を押さえて、

「妾たち紅羽を暗殺の名門たらしめてるのは、なんだと思われますか？　物心がついた頃から施ほどこされる人殺しの英才教育？　磨みがき抜ぬかれた暗殺の技術体系？　先祖代々、受け継がれてきた玉たま鋼はがねの精せい錬れん方法？　否いな――『血』ですわ」

　微笑む芙蓉の右頰に、なんの前触れもなく赤い筋すじが生まれた。

　傷口から、とろりと血液がこぼれる。

「二十九代に亘わたって培つちかわれてきた暗殺の血統。優すぐれた素質を持つ者同士をかけあわせ、そうでない者は徹底的に排はい除じよし、場合によっては親族で交まじわりながら、人殺しの遺伝子を研ぎ澄ましているのです。粗悪な鉄をいくら打っても、粗悪な刀しかできません……反面、しっかり精錬された高純度の玉鋼から打たれる紅羽の刀は、優れた斬れ味を誇ほこる業わざ物もの。巷ちまたにあふれる乱らん造ぞう品との違いは、そこにあるんですよ」

　どこか不敵な表情で、芙蓉が毒ぶす島じまを見た。

　プルガトリウム更こう生せい学がく院いんが行っているのは、玉ぎよく石せき混こん淆こうの殺人犯を殺し屋として再利用する、乱造行こう為いだ――とでも揶や揄ゆしたいのだろうか。

　教職員である毒島が、困ったような愛想笑いを浮かべた。

　頰を流れる血はそのままに、芙蓉が「だからこそ……」と先を続ける。

「子の番つがいは慎重に選びます。そのかたの血――遺伝子に、妾たち紅羽が取りこむだけの価値があるのか。不ふ純じゆん物ぶつにはならないか。見定めておく必要があります。なので、試ためさせていただきました。ウチの子たちに殺されかけて尚、京輔さんが生き残れるかどうかをね？　その程度で死んでしまう人なら紅羽には必要ありませんから」

　京輔の身体中から血の気が失せた。

　虫一匹殺さないような笑顔で、とんでもないことをのたまう。

「けれど、貴方は生き抜いた……鋭利の夫になる試練は、ひとまず突破したということですね？　喜ばしいですわ。さすがは、あの学院が濡ぬれ衣ぎぬを着せてまで手中に収めたいと思った逸材。やはり招まねいて正解でした。ふふ。貴方でしたら大歓迎です。いつでも婿むこに来てちょうだい、京輔さん？」

「ハ、ハハ……」

「待ってください」

　京輔が引きつり笑いを浮かべていると、それまで口をつぐんでいた刃更が割りこんできた。刃更はあおたんだらけの顔を歪めて京輔をにらみ、

「生き抜いたと言っても自力ではありませんよね？　俺のときなんてただ守られていただけだ……それで認めてしまうというのは、いささか早そう計けいすぎると思います。やはり、俺がこの場でもう一度試して――」

「止よしなさい」

　袖に手を入れ立ちあがる刃更を、芙蓉がたしなめる。

　瞬間、刃更が動きを止めた。中腰のまま微び動どうだにしない。その額と左頰、右の目尻と鼻の頭が浅く斬れ、細い血の筋を垂らす。

　芙蓉が静かな声で叱咤した。

「妾がいいと言ってるのよ、刃更。貴方は口を挟まないで」

「…………す、すみません」

「妾の指示を受けずに動くのは、やめてちょうだい。わかった？」

「……はい」

　返事を聞き、芙蓉が左の薬指と右の中指を動かす。

　刃更が、崩れ落ちるように座った。

「ウチの息子が失礼いたしました……けれど、ご安心ください。皆さまに手出しはさせません。この屋敷には、隅々まで妾の刀が張りめぐらせてありますからね。怪しい動きがあれば感知し、指一本で微み塵じん斬ぎりにすることができます」

「えっ」

　思わず部屋を見回すが、それらしきものはどこにも見受けられない。

　鋭利が「無駄よ」と声をかけてくる。

「お母さまの得物――鋼こう糸し刀とう《糸し蹂じゆう絡から》は、髪の毛くらい細いから。近くで目を凝こらさなくちゃ気づけないわ。しかも、斬れ味は抜ばつ群ぐん」

「……マジっすか」

　そんなの防ぎようがない。先ほど芙蓉の頰を裂き、刃更を傷つけたのも、件くだんの鋼糸によるものだろう。まるで勝手に斬れたようだった。

　――いわく、異名を《絡新婦の血籠クリムゾン・クレイドル》。

　不ふ可か視しの刀を意のままに操り、ターゲットを一瞬でバラバラの肉片に変えてしまうのだという。紅羽本家の当主トツプに恥じぬ、超一流の暗殺者だった。

　毒島までもが「……敵には回したくないですね」と身震いしている。

　芙蓉が柔らかく笑み、湯ゆ呑のみを手に取った。

「ふふ。暗殺はまず『気づかれない』ことですからね？　気づいた頃には死んでる場合がほとんどです。紅羽に刃を向けられて、生き延びられる者はおりません」

　緑茶を飲み干し、芙蓉が静かに目を伏せる。

　茶葉の香りを愉たのしみながら、想いを馳はせるように……。

「それでも、妾の夫は十回しのいでみせたのですけれど。用心棒をしていた夫と妾は、仇きゆう敵てきみたいな関係でして……たびたび顔をあわせては、衝しよう突とつしていたものです。そして気づいたときには妾の方が、あの人に心を殺されていました。ふふ」

　……なんだか、聞き覚えのある言い回しだった。

　京輔たちの背後で、煉子と綾花が「……『暗殺者の恋』の元ネタかな」「もしくは同じ思考回路をしているだけかもしれません」「親子だね」「親子ですねぇ。クスクス」などと話しているが、芙蓉は構わず昔話を続ける。

「最初、あの人は頑がんとして拒否していたんですけれど、妾の執しつ拗ような襲撃――もとい熱意に負け、ようやく婿むこ養よう子しに来てもらえることになったんです。妾の刀でなますにされていたカレは顔も身体も真っ赤になりながら、紅羽家に監かん禁きん――もとい歓迎されて、妾の熱烈な拷ごう問もん――もとい求婚に心を殺されて、結婚するに至いたりましたわ。雅人さんったらもう筋金入りのツンデレで、中々素直になってくれないんですよぉ？　ふふふ」

「「……………………」」

　そこから小一時間ほどかけて、芙蓉は夫のことを語りまくった。

　芙蓉自身はどう思っているのか知らないが、恋する女性というより悪質なストーカーであり、必死に抵抗していた親父おやじさん（いわくツン）が度たび重かさなる暴力によって反抗心を奪われていく（いわくデレ）過程は、恋愛というより陵りよう辱じよくだろう。

　しかし、そんな親父さんでも生まれた子供は可愛かったのか、めいいっぱいの愛情を注いだという。そして――。

「お父さんはね、鋭利……貴女のことを気にかけてたの。アイツは優しすぎるって。人を殺せるような奴じゃないかもしれないって。だからこの先、鋭利がもし暗殺者以外の道を選びたいと自分で口にしたのなら、そのときは許してやってくれないか……って。今まで伝えられずにいたけれど、それがお父さんの遺ゆい言ごんになったわ」

「ふわ……ぇ？」

　芙蓉の昔話に退たい屈くつしていた鋭利が、あくびを引っこめた。

　何を言われたのかわからないという顔で訊く。

「お、お父さまの……遺、言？」

「ええ。六年前、最後の仕事に赴おもむく前日の夜――あの人は、もうすぐ暗殺者になる娘のことを心配していたの。鋭利が本音を押し殺してまで、暗殺者になろうとしてくれてた理由はわからないわ。だけどね、鋭利……お父さんは、貴女が立派な暗殺者になることだけを期待していたわけじゃない。なれなくても失望したりはしない。仇討ちなんて、きっと望んでないと思うの……だからね、鋭利。自分が人を殺せないことで、お父さんに後ろめたさを感じる必要なんか、ないのよ？」

「…………ッ!?」

　芙蓉の言葉を聞いた瞬間、鋭利の目が見開かれた。両手で口元を覆う。

　赤錆色の瞳がみるみるうるんでいき、

「うっ――」

　神楽や芙蓉に本音を吐き出してからもずっと、胸の奥につかえていたものが外れて、決けつ壊かいするように慟どう哭こく。

　両手で顔を覆い隠して、涙をあふれさせた。

　神楽が「姉さん……」とせつなげに漏らし、芙蓉が「あらあら」と微笑する。刃更が「……フンッ」と鼻を鳴らして、煉子が「シュコー……」と吐息した。

　綾花に「お兄ちゃん」と背中を突っつかれた京輔は、おっかなびっくり鋭利の背中に手を伸ばし、優しくさすってやる。

　そうしていると、自然に頰がゆるんだ。

　お盆は、先祖が還ってくるとき――鋭利の親父さんも、どこかで娘を見守りながら、安心した笑顔を浮かべているのかもしれない。
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「……本当に、いいのね？」

　盆踊りの騒動から二日後の昼過ぎ。京きよう輔すけたちは紅あか羽ばね家けの正門前で、出しゆつ立たつのときを迎えていた。別れ際ぎわ、芙ふ蓉ように尋ねられた鋭えい利りが力強くうなずく。

「はい、お母さま」

「そう……ふふ。ならいいわ。鋭利が自分で決めたことなんだもの」

　――プルガトリウム更生学院からの退学。

　不ふ殺さつの道を選んだ鋭利に、芙蓉が提案したことだ。

　鋭利の入学は元々、芙蓉が学院側に教育費を払う形で行われたものであるため、他の生徒とは違い自由に辞やめられるらしい。

　人を殺す必要がないなら、人殺しの学校に通う必要もない。にもかかわらず、鋭利の返事は『否いな』だった。皆で一緒に卒業したいから、と。

　そして――。




『あたしには、守ってあげたい奴がいますから』




　と。はっきり答えたのだった。

　それに対してひどく反発したのが、妹の神楽かぐらだ。昨日の朝から今日の昼前まで、必死に姉を説得しようとしていた。いい加減もうあきらめたようだが……。

「姉さん。身体からだには気をつけてくださいね？　怪け我がはもちろん風か邪ぜなどにも気をつけて……。クソみたいな連中にもし何かされたり言われたら、教えてください。わたしが全員ユッケにしてあげますから！　姉さんに手を出したという担任教師はそのうちネギトロにします。そういえば、食事もひどいんでしたよね……やはり紅羽から圧力をかけて、姉さんだけメニューを変更させますか？　それから、それから――」

「心配しすぎ」

「あう!?　……痛いです」

　おでこにチョップされた神楽が、恨うらめしげに鋭利をにらむ。

　鋭利と仲直りをして以来、神楽はずっとこの調子。今までツンツンしてきた反動か、別人みたいなデレデレっぷりだった。

「クスクス。どうしようもないシスコンですね、ゴミ神楽。きも」

「貴女あなたに言われたくはないです、クソ綾あや花か。肝きもをえぐられたいですか？」

「おいおい……」

　毒を吐きあう綾花と神楽に、京輔は呆あきれる。

　出会ったときから、ちっとも改善していない。二人の仲が直るには、まだまだ時間がかかりそうだ――と思っていたら、神楽がジロリと半眼を向け、

「おいおいではありません。しっかりしてくださいよ」

「えっ……オレ？」

「貴方です。姉さんはあれで意外と打たれ弱いので、貴方がしっかり支ささえてあげてください。傷つけたら許しません」

「お、おう……」

　神楽は、京輔にも変わらず当たりがキツかった。

「わたしはまだ認めたわけではありませんから。芙蓉さまに認められたからといって、つけあがらないことですね？　姉さんの夫になるというなら、それなりの覚かく悟ごを持っていただかなければいけません。具体的には、わたしに殺される覚悟を」

「おいおい、待て待て。夫になるとは、まだ一言も――」

「姉さんでは不満だと？」

　神楽が鉄てつ扇せん刀とうに手をかける。

「えっ!?　いやあの、そういう意味では――」

「そうだよ、そうだよ！　京輔には氷ひ河かわ煉れん子こっていう心に決めた相手がいるんだよっ！　お嫁よめさん候補ナンバーワンの私を差し置いて、何を勝手に進めているんだい!?」

「まったくですね！　鋭利さんは確かにポイント稼かせぎましたけど、煉子さんには及およんでません。お兄ちゃんの結婚については、まず綾花を通してください！」

「……いや、まずオレを通せよ。心に決めてねぇし」

　ギャーギャー騒ぐ煉子と綾花に、京輔は後頭部をかいた。

「なんかごめんな……お前も迷惑だろ、鋭利。オレなんかを婿むこ候こう補ほにされちまってさ。オレはともかく鋭利の気持ちも考え――」

「別に」

　鋭利がしれっと京輔をさえぎる。

　学生寮に連れ帰るべく持ち出してきたプー太郎を抱きしめ、




「あ、あたしは……構わないけど？」




　顔を赤らめた。てっきり『本当迷めい惑わくだわ。死ねばいい』などと返してくるかとばかり思っていた京輔は、満まん更ざらでもなさそうな反応に戸と惑まどう。

「いやいや。それだと、オレが夫でいいってことになっちまうけど？」

「そうね」

「そ、そうねって……」

　いよいよ意味がわからない。当とう惑わくする京輔の前で、鋭利が腕に力をこめる。プー太郎のおでこに鼻先をうずめてモジモジしながら、

「今回のことで決めたの。意地を張るのはやめにして、もっと素直になろうって。無理に本音を隠しても、いいことなんかないってわかったし……それで、あれから色々考えたんだけど……あたしはあんたのことが、その……き、嫌いじゃないみたいなのよね。だから、まぁ……あんたさえよければ、あたしは別に構わないっていうか？　……あ、あんたはどうなのよ、京輔？　あたしがお嫁さんじゃ……嫌？」

「えっ」

　その破壊力に、京輔の呼吸が止まった。

　予想外の不意打ちを受け、頭の中が真っ白になる。

　上うわ目め遣づかいにこちらを見つめる鋭利の瞳ひとみは熱っぽく、刺とげ々とげしさは微み塵じんも感じられない。むしろ不安げなその表情は、しおらしくていじらしかった。












　自分の顔が熱くなるのを感じつつ、目を泳がせる。

「そ、それは……ええっと、そうだなぁ……」

「「「――――――――」」」

　鋭利と神楽と芙蓉、紅羽家の面々が恥はずかしがる京輔を注視していた。

　京輔の背に冷や汗がにじむ。

「え、鋭利みたいな奴がお嫁さんなのは、ぶっちゃけ――」

「うわああああああああああああああああああああああああああああああああああぁ!?　大変だあああああああああああああああああああああああああああああぁ!?」

　そのとき、煉子がおもむろに絶叫。京輔の右手を引っつかみ、

「大変だよ、もうこんな時間っ！　そろそろ出発しないと遅れちゃう！　急ごう京輔、ほら早くっ！　別れを惜おしんでいる暇ひまなんてないから！　フンシュコーッ！」

「はぁ!?　おい、ちょっと待――」

「ああああああぁ!?　ホントだ、やばーい！　押してる押してる、めっちゃ押してる！　すぐに出なくちゃ間にあわないよ!?　急いで急いで、お兄ちゃんっ！」

　左手をつかんだ綾花と二人で、門の外まで連れ出そうとする。

　腕時計を確認し、毒ぶす島じまが冷静に言った。

「いや、急がなくてもまだ全然大丈――ぶっ!?」

　煉子が毒島にボディブローを食らわし、黙らせる。

「ほらほら鋭利、君も急ぐんだっ！　久く瑠る宮みやさんに調教されたくないだろう!?」

「え、ええ……まぁ……」

　煮えきらない感じでモゴモゴしてから、鋭利が芙蓉を見た。

　煉子と綾花に引きずられていく京輔に背を向け、

「じゃあ行ってきますね、お母さま？　あの……ありがとうございました！　あたし、お母さまのこと誤解していたみたいです。もっと怖い人かと思ってて、その……すみませんでした」

　頭を下げる。芙蓉が「ふふ」と口元を押さえた。

「気にしてないわ。冷れい酷こくなのは事実ですもの。だけどね、鋭利……貴女は妾わたしが愛する夫と二人で産んだ、大事な愛まな娘むすめなの。それだけは忘れないでちょうだい」

「はい、お母さま……」

「――それから」

　芙蓉が声のトーンを落とし、鮮せん血けつ色いろの瞳を細める。その視線が貫つらぬいているのは、黒いガスマスクを被かぶった少女。鋭利の耳元に唇くちびるを寄せ、ささやいた。

「負けるんじゃないわよ？」

「…………はい」

「大丈夫です。姉さんなら楽勝ですよ。本気を出せば瞬殺でしょう……奴らに思い知らせてやるがいいです。姉さんの魅力と実力を」

「あはは……そ、そうね？　うん、頑張ってみる」

「はい。ただ、あの男ばかりに構われても寂さびしいので……たまには、実家に帰ってきてくださいね？　姉さんとまた会える日を心待ちにしています」

「ええ。あたしもよ。元気でね、神楽？」

「はい。姉さんこそ、お元気で――」

　プー太郎を地面に置いて、鋭利が神楽を抱きしめる。神楽も鋭利を抱きしめ返すと、愛いとおしげに頰ずりをした。

　芙蓉が「あらあら」と苦笑し、京輔たちに手を振る。

「皆さま、ご滞たい在ざいありがとうございました。また、いつでもいらっしゃってください？　京輔さんは是非お婿さんとしていらっしゃってください。ふふふ」

「ハ、ハハ……」

「娘をよろしくお願いいたします」

　深々と頭を下げてくる芙蓉に、京輔はぎこちない笑みを返すしかない。

　数多くの暗殺者を輩出している、裏社会の名門。

　その当主に認められてしまった京輔は、自分の立ち場がどんどん日常からかけ離れていくのを感じていた……。
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「ふはぁ～、極ごく楽らく極ごく楽らく。気持ちいいなぁ……」

　――同時刻。日本から海を隔へだてた、某国某所の某ラグジュアリーホテル。

　バスタオルを敷いた客室のベッドに寝そべり、ボディトリートメントを受けながら、氷ひ河かわ零れい子こは至し福ふくの声を漏もらした。

　衣服は何も身につけていない。精せい油ゆで滑すべりの増した柔やわ肌はだを、巌いわおのようにゴツゴツした手がなぜる。キュッとくびれた細い腰から、肩けん甲こう骨こつへ……。

　巧たくみに力を加えつつ往復し、今日一日で溜まった疲れをとろかしてくれた。

　林りん檎ごによく似たカモミールの香りが、鼻び孔こうから頭の芯を通り抜け、吐息となって循じゆん環かんしている。マッサージ中のＢＧＭはもちろん、

『……おい、貴様。さっきから一体何をしている？』

　テーブル上の携帯電話から流れる、舌したっ足たらずなロリータボイス。スピーカーモードの端たん末まつに向かって、零子はのんびり話しかけた。

「ボディトリートメントだよ。最高級のスイートルームで、最上級のスウィートタイムを満まん喫きつしている真っ最中なのさ！」

『なるほど。いいご身分だな……まぁいい。さっさと要件を言え。貴様の方から連絡をよこしたんだ、何か大事な用でもあるのだろ』

「うん。実はね、ひじりん……折り入って頼みたいことがあるんだ」

『……ふむ』

「力を貸してくれるかい？」

　緊張した声で問う。答えはすぐに返ってきた。

『もちろんだ。わたしにできることなら、なんでも言ってくれ』

「……ありがとう。じゃあ、お願いしたいんだけど――」

　言葉を区切り、間を空ける。

　静せい寂じやくの中、マッサージ師の手が背から肩へと移動した。零子の二倍近くもある巨大な手の平が凝こり固まった筋肉を揉もみほぐし、極ごく上じようの安らぎを与えてくれる。

　このまま時が止まってしまえばいいのに……。

『……おい。どれだけ溜ためるつもりだ？』

「ハッ!?　ごめん、気持ちよすぎて落ちかけてたよ……で、なんの話だっけ？」

『貴様の頼みごとだ、バカタレ！　死にさらせっ！』

「ごめんって。そんなに怒らないでよ。ストレス溜まってるの？」

『……ふんっ、おかげさまでな。こちとらモヒカンの補習で、連日ひどい思いをしてるんだ。癒いやしが必要なのはわたしの方だよ』

「あはは。前に言ってた問題児くんか！　ひじりんにゾッコンだっていう……ふふっ。君たちって案あん外がい、相あい性しようよかったりしてね？　いい恋人カツプルになれるんじゃないの」

『――――――――――――――――』

「…………ひじりん？」

『二度と言うな。軽口だろうが、タダでは済まさんぞ』

「ひいっ!?　ご、ごめん……」

　地獄の底から響いてくるような、ドス昏ぐらい憤ふん怒ぬの声だった。あの生徒に関する話題は逆げき鱗りんなのだと、心に深く刻きざみつけておく。

『――で？　貴様の頼みごとというのはなんだ』

「あ、ええっと、それは……うん。大したことではないんだけれどさ」

『構わん。さっさと言うがいい』

「う、うん……怒らず聞いてほしいんだけれどね？」

『ああ。先ほどの失言なら気にするな。繰り返さないなら、それでいい。もう怒ってはないよ。貴様とわたしの仲だろう？　遠えん慮りよなく話してみろ、零子』

「私のために歌を唄ってほしいんだ」

『…………なんだと？』

「だから、ひじりんの可愛い癒やしボイスで歌を唄ってほしいのさ。マッサージの最中かけるＢＧＭがあるじゃん？　アレの代かわりに聴きたくて」

『――他には？』

「ないけど」

『……………………』

「しいて言うなら、そっちに行けるのは来月くらいになりそうかなぁ……っていうことくらい？　目下一番のお願いは、やっぱり――」

『断る』

「ええええええぇ、噓うそおおおぉ!?　『わたしにできることならなんでも』とか言ってたよね、さっき!?　どうして、力を貸してくれないのさあああぁ!?」

『貸すわけなかろう、アホンダラ！　スパで駄だ肉にくを遊ばせている貴様と違って、わたしは忙しいのだ……貴様の好きな音楽でも勝手に聴いていろ！　これで話は終わったな？　終わったのなら切るぞ、暇ひま人じん』

「ああ、待って！　待ってよ、ひじりん！　唄わなくてもいいから、せめて雑談を……君の甘～いロリ声で、私の耳を癒やしてほし――うひゃああああああぁ!?」

　そのとき、零子の身体が引っくり返された。

　うつ伏せから仰あお向むけへ。背中側を粗あら方かたほぐし終えたマッサージ師が精せい油ゆを手に取り、反対側へと取りかかる。ベッドと身体の間に挟はさみこまれていた、豊満な胸――巨大な手にも収まりきらないバストへと、ためらいなく伸びて、

「ええっ!?　このタイミングでそこぉ!?　ちょっ、ひぃええええええぇ～っ!?」

『…………じゃあな』

「ああんっ、らめえええぇ！　切っちゃらめえええぇ！　お願い待って！　待ってよ、ひじりいいいいいいいいいいいいぃん！」

　――プツン。零子の制止に構うことなく通話は切れた。

「…………」と力を失なくした零子の身体を、マッサージ師が無言で揉もみほぐしていく。胸から鎖骨へ、鎖骨から二の腕へ、二の腕から指先へ――余すことなくボディトリートメントを施ほどこされながら、零子はマッサージ師を見あげる。

　二メートル以上ある巨体に、鋼鉄のような肉体。

《ＧＭＫ48》のバンドＴシャツが、今にもはち切れそうだった。分厚い筋肉で鎧よろわれた身体は、四肢の先からアゴの裏まで全身タトゥーに埋め尽くされている。

「ふふっ。先日『覚えてごらん』と言ったばかりなのに、もう修得マスターしちゃったのかい？　つくづくすごい学習能力だなぁ～。次は何を覚えてもらおっか」

「……………………」

　語りかける零子に対して、男は無言。

　ただ黙もく々もくと主のマッサージを続けるその顔面は、




　――象牙色のガスマスクに覆われていた。




「けどよかったねぇ、煉れん児じ？　一緒に行かせてもらえそうでさ。あと少しだけお仕事を頑張れば、君の大好きなお姉ちゃんに会えるよ。愉たのしみだろう？」

「……………………」

　煉児は変わらず反応しない。それでもマッサージを施す手つきが、なんとなく優しいものへと変わった気がする。零子は氷蒼色アイスブルーの瞳を閉じて、

「私も愉しみだよ、煉児……君たち姉弟は、ＧＭＫ48――《狂気趣味的激烈殺害集団マーダラーズ・マーダーズ》の中でも、特に思い入れのある子たちだからね。早く会いたい……会って、取とり除のぞかなくっちゃ。娘に取りつく悪い虫を」

　我が子の指に身をゆだねると、深いまどろみの中へと堕おちていった。





サイコメ　４ 殺人忌と裏盆会を　了










　あとがき　Master of Ceremonies




　こんにちは、もしくは初めまして。水みず城しろ水みず城きです。

　真冬に真夏、年末にお盆。季節感ガン無視でお届けします四巻はなんと、鋭えい利りが表紙です。しかも、制服ではなく私服姿の！　ホットパンツがけしからんですね。

　尚なお、今回は番外編のような位置づけの話で、表紙以外にも前巻までとは若干異ことなっております。舞台が学院ではなかったり、面子メンツが殺人鬼ではなく暗殺者だったり、口絵が観音開きだったり、主要ヒロインの舞まい那ながハブられていたり……。

　そんな中、あとがきは変わらず一ページしかありませんので、謝辞に移ります。

　担当の儀部さま、イラストの生煮えさま、デザインのムシカゴグラフィクスさま、校閲の方、広報の方々、友だち、家族、親戚一同、今作の出版に携たずさわっていただきました全ての皆さま、拙著を手に取り、支えてくださる読者さま――本当にありがとうございます！　おかげであともう少しだけ、シリーズを続けることができるみたいです。

　五巻は来年の春。《殺さつ人じん姫き》や《殺さつ人じん貴き》や《殺さつ人じん着き》……紗しや魔ま夜やたち上級生の面々が、体育祭で暴れ回ります。同時に、三巻・四巻と物語の陰かげで動いていた『あの人』が表舞台に姿を現し――といったところで、また次回。


水城水城　～Enterエンター Shikariシカリを聴きながら～
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東海生まれの関東在住。好きなものをつめこんだ『サイコメ』で第14回えんため大賞優秀賞を受賞。ハードコアパンクとモチーフ系トライバル、ディテールに凝った服とアクセサリー、ガスマスクと美少女が好き。業界というモッシュピットの最前線で死ぬまで踊り続けていたいです。
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北海道出身。柔らかな線と色使いで、美少女たちの乳と脚を描き分け、ガスマスクも描ききる。昼はゲームグラフィッカー、夜はイラストレーターとして多忙な日々をすごす新進気鋭の絵描き人。
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